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　ある日突然、私は不思議な力で異世界へと呼ばれた。

　その異世界の名は〈夢世界〉。

　さまざまな国から成りたつその世界は、〈ユメクイ〉という存在に脅おびやかされていた。

　ユメクイに夢をうばわれてしまった人たち。その人たちは深い眠りに囚とらわれ、目覚めることができない。

　けれど私には、眠る人々を目覚めさせる能力があった。

　なぜなら──
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『姫。あなたは、夢王国・トロイメアのお姫様なんです』




（突然、そう言われても……）

　私はひっそりとため息をついた。

　元の世界で普通の生活を送ってきた私は、いままでに超能力が使えたり、予知夢を見たり、幽霊が視みえたり、といったことは一切なかった。

　たしかに『だれかを目覚めさせる』ことなんてためしたこともなかったし、昔から備そなわっていたのかどうかもわからないけれど──

「姫様、どうなされました？」

　ナビの声に、私ははっと我にかえった。

　ナビというのはこの夢世界の私の案内役。白くて、しっぽがふわふわしていて、初めて会ったときはぬいぐるみかと思ってしまった。

　私の〈執しつ事じ〉と名乗り、異世界に来たばかりの私を〈トロイメアの姫〉と言ったのも、このナビだ。

　私はナビに導かれるまま各国におもむいて問題を解決して、なりたてほやほやのにわか姫ながら、なんとかトロイメアの姫の務めを果たそうと奮ふん闘とうしている。

（だから、ナビの言葉を疑っているわけじゃないんだけど……でもいきなり姫だなんて、びっくりしちゃったな）

　すると、「姫様、おつかれなのですか？」とナビが心配そうに訊たずねてきた。

「姫様は連日、王子たちを目覚めさせておいでですから……」

「あ、ううん。そんなことないよ。私なら大丈夫。王子様をはやく目覚めさせないとね。今日はどこの国に行くんだっけ？」

　夢世界はとても広いけれど、このムーンロードはいろんな国につながっていて、この路みちをたどればすぐにいろんな国へ行ける。

「これから行くのは承そ和がの国です」

「承和……？　はじめて行く国だね」

「そうですね。ご心配なさらず、今日はユメクイ退治じゃなくて見物に来たんですよ。

　──ほら、着きました！」

　星空のようなムーンロードを抜け、まばゆい光の先に世界がひろがる。

　徐々に目があかるさに慣れてきて、その街並みが目に入るなり、私は思わず「あっ……」と声をあげた。

（似てる──）

　いままで行った国々は、旅行雑誌で見かけたような西洋風の建物が多かった。けれど眼前の光景はどこか私の元の世界に似ている。

　それも現代社会ではなくテレビで見たような、時代劇風の街並みだ。

「こんなににぎやかなのに、ものものしい人たちが多いですね」

　街中を闊かつ歩ぽしている和装の兵士たちに、ルークさんが眉まゆをひそめた。

　時代劇を知っている私は街中に武士がいても異和感はないけれど、ルークさんは音楽の国・ミューゼの王子、武士や武器とは縁遠い存在だ。腰に刀を佩はいた兵士が闊かつ歩ぽしている光景はものものしく見えるのかもしれない。

「承和は、武に秀ひいでた王が周辺のいくつもの小国を統合してつくった国です。ですからほかの国より兵士が多いのかもしれませんね」

「……つまり、攻め取ったと」

　ルークさんが痛ましげに告げると、ナビはうなだれた。

「はい……この地域では昔から、領土拡大のために国同士が争いをつづけてきました。承和もそのうちのひとつでしたが、いまは寛大な国王と武に秀でた王子によって、堅固に守られています」

「その王子ってのはどんなヤツなんだ？」

　訊ねたのは、興味を惹ひかれたらしいアヴィだ。

　アヴィは世界中に名を知られた剣の使い手で、おなじく武に秀でた王子が気になったのだろう。

「雷あずま王子といって、義を大事にする男気あふれる王子ですよ。刀も弓も、武芸全般に秀でておられるようです」

「へえ、一度、手合わせ願いたいもんだ」

　剣の柄つかに手をかけて好戦的に瞳を輝かせるアヴィに、「たしかに、アヴィと気が合うかもしれませんね」とルークさんもうなずく。

「それにしても、ずいぶんにぎやかだね？　なにかお祭りでもあるのかな？」

　芸術家のメディさんは、アヴィとちがって武にはとんと興味がないらしい。

　メディさんの言葉につられて目を向けると、大勢の人がおなじ方向に向かっている。

「この街道の先にある神殿で、〈古代桜〉の開花の宴うたげが催もよおされるんです。ぼくたちもその宴を見に来たんですよ」

「コダイザクラ？」

　聞き覚えのない言葉にアヴィが問い返すと、旅慣れたルークさんが代わりに答えた。

「古代桜の話は聞いたことがあります。この地に古い桜の木があって、一度は枯れかけたのですが、〈[image: ]ほう[image: ]らい〉の使者の力でよみがえったのだとか」

「[image: ][image: ]!?」

　私は思わず声を上げた。[image: ][image: ]は元の世界で聞いたことがある名だ。

「ええ、そうです。四季の国・[image: ][image: ]では、季節折々の大変美しい景色を見ることができるそうです」

（四季の国……私の国とおなじだ）

　見慣れた街並み、桜、四季の国──元の国と符号がかさなって、私の鼓動がとくとくと速まるなか、ルークさんの言葉にナビがうなずいて話をつづけた。

「その昔、この国が攻め取られそうになったとき、国の象徴である古代桜も枯れてしまいました。ですが偶然訪れていた[image: ][image: ]の使者──春の一族の力によって、桜はふたたび満開となります。そして、咲き誇る桜が鼓こ舞ぶするようにこの国も鋭えい気きを取りもどし、他国を打ちはらったそうです」

　ナビのその説明に、ルークさんは感かん嘆たんの息をもらした。

「ただの伝承かと思っていましたが……本当にあった出来事なのですね」

「はい。以来、桜の時期になると[image: ][image: ]の国の使者が招待されて、花見の宴がおこなわれるんだそうです」

「じゃあ、私たちはその宴を見に来たってこと？」

「そうです。今年は[image: ][image: ]の国から春の一族である桜おう花か王子、夏の一族の陽ひ影かげ王子、そして秋の一族の楓かえで王子が国こく賓ひんとして招かれているそうですよ。

　桜花王子はとても美しい方で、気品にあふれ、物腰やわらかな王子だと聞いています」

「ボクと親友になれそうだね！」

　興奮するメディさんを、ルークさんはさらりと流した。

「ナビさん、つづけてください」

「は、はい。──桜花王子の優雅な微笑ほほえみは、どこか儚はかなさを感じさせるとも言われていますね。

　陽影王子は真夏の太陽のように明るい方です。とても元気で、屈くつ託たくがなくて、国民にも広く親しまれているのだとか。人の世話を焼くことが好きで、頭より体が先に動いてしまう、そのような方だと聞いています」

「桜花王子と陽影王子は対照的なおふたりみたいだね。

　じゃあ楓王子は？」

　するとナビは、メディさんにちらりと視線を向けて、めずらしく言葉をにごした。

「えっと……まあ、お会いになったらわかると思いますよ」

（どうしたんだろう？）

　あきらかにナビはメディさんを意識して話を避さけた。けれど街道を眺めていたメディさんは気づいた様子もなく、

「では、この街道の人々はみな、桜を愛めでにいく風流な人たちなんだね」

　と満足げにうなずき、「ん──！　なんて芸術的なんだ!!」といたく感動していた。

（桜かぁ）

　元の世界でもお花見は毎年楽しみにしていた。その桜が夢世界でも見られるのはうれしい。

　けれど喜びとともに、じわりと複雑な気持ちが湧わいた──そのときだ。

「あれはなんだ!?」

　アヴィの声にふり返ると、神殿の方から兵士たちが血相を変えてやってきた。

「こちらはあぶない！」

「向こうに逃げろ！」

　兵士の叫び声に、それまでのなごやかな雰ふん囲い気きが一転、あたりは騒そう然ぜんとなった。

　古代桜にむかって歩いていたはずの人たちが、いっせいにきびすを返してこちらに逃げてくる。

（もしかして戦いくさ!?）

　やはり武の国ではまだ戦がつづいているのかもしれない。ここにいるのは危険かも、と思ったそのとき、ナビの長い耳がぴくんと跳はねた。

「ナビ？　どうしたの？」

「姫様！　神殿の方からユメクイの気配がします！」

「えっ、ユメクイ!?」

　この承和の国に来たのはユメクイ退治が目的ではない。つまりユメクイは突然あらわれたということだ。

　ユメクイはその名のとおり夢を喰くい、人々を眠りの中に閉じこめる。

　見すごすことはできないと私が足を踏み出そうとすると、好戦的なアヴィはもちろん、メディさんとルークさんも神殿を見み据すえていた。

「どこまでも無ぶ粋すいなヤツらだね」

「まったくです」

　軽口をたたきながらもみんなの目は真剣だ。

「行こう！」

　その言葉にみんな力強くうなずくと、私たちは神殿へと急いだ。
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　ユメクイから逃げまどう人々。

　その流れにさからって神殿に駆かけつけると、神殿のまわりに湧いたユメクイたちが私たちに気づき、獲物と見さだめていっせいに襲いかかってきた。

「よし、かかってこい！」

　アヴィが剣をかまえると真っ先に斬きり結び、やれやれといった様子でルークさんとメディさんがアヴィの両脇につく。

「やっ！」

「まったく、キリがない輩やからだね！」

　数多くの戦闘をくぐりぬけてきただけあって、三人の動きは連携が取れている。剣の扱いに長たけているアヴィがひとり突出しないように、ルークさんとメディさんが脇や背後の敵を叩くかたちだ。

　数にまかせて取り囲もうとしていたユメクイたちも、攻めあぐねているうちに王子たちに次々に倒されていった。







「……もう、大丈夫かな？」

　戦いを終えて見わたすと、あたりにユメクイの姿はなくなっていた。

「みたいだな」

　剣を収めるアヴィに、私はほっと胸を撫なで下ろす。

　その場に残されていたのはひとつの指輪。

　私はユメクイの残したそれを拾い上げると、両手を組んで祈りを捧ささげた。

（夢を奪われて眠りについた王子様、どうか目覚めて……）

　祈りとともに指輪があたたかな熱を帯びはじめる。

　目覚めの兆きざしにほっとしたそのとき、ふわ、となにかが私の頰ほおをかすめた。

（え……？）

　目を開けると、頰に触れていたのは〈桜〉の花びらだ。

　思わず花びらをつかもうと指を伸ばす。するとにわかに風が立ち、花びらがいっせいに舞った。

　桜一色に染まる視界。私は思わず息を吞のむ。

　その桜色の先にあったのは、桜の古木だ。

　太い幹は何十年、いや何百年もそこに根を張っていることをうかがわせる。

　伸びた枝は、空いっぱいに広がっているのでは──そう錯さつ覚かくするほどで、ところせましと咲き誇る桜の花々に私は圧倒された。

（あれが〈古代桜〉……？）

　とめどなく舞い散る桜の花びら。幻想的な、けれども元の世界で見た光景に、なつかしさがこみあげてくる。

「姫様……？」

　思わず見入っていたらしい。心配そうなナビの声に呼びもどされて、

「ああ、ごめんね。ちょっと思い出しちゃって──」

　と、まなじりをぬぐったそのときだ。

「お前たち、何者だ？」

　突然、割りこんだ声。ふり返ると、背後にいたのは着流し姿の青年だった。

　襟えり口くちから覗のぞく肉体はかなり鍛きたえているようで、腰に刀を佩いている。

　目覚めたばかりで状況がわからないのだろう。警戒心をにじませる彼に、ナビが一歩、前に出た。

「雷王子ですね。はじめまして。ぼくはナビといいます。そしてこちらはトロイメアの姫君です」

　ナビの紹介に私があわてて頭を下げると、雷王子は「トロイメアの？」と驚きに目を見開いた。

「……なるほど、それで俺は目覚めることができたわけだな」

　ご助力感謝する。そう言って頭を下げた雷王子だが、顔を上げてあたりを見まわすと悔くやしそうに顔をゆがめた。

「目覚めたのは俺だけか……」

「と、言いますと？」

「あと三人、捕らわれた王子がいたはずだ。四季の国・[image: ][image: ]からの客人で、桜花と陽影、そして楓という」

　私はアヴィたちをふり返るが、そんな人はいなかったと首を横に振る。

「ではまだユメクイに……？」

　雷王子は「おそらくな」と苦々しげにうなずいた。

「ユメクイはまだどこかに潜ひそんでいるのだろう。彼らは古代桜の宴に招いていたのだが、ユメクイの襲撃に巻きこんでしまった」

　己の不ふ甲が斐いなさが腹立たしい──

　そんな想いをにじませるように、雷王子は桜の古木に向き合った。

　その目にあるのはひとつの覚悟だ。

「まさか雷王子、おひとりで助けにいかれるおつもりですか!?」

「無論だ。みな、我が承和国の大切な客人だからな」

　固い声こわ音ねで告げる雷王子に、私は「私もお手伝いします！」と声を上げた。

「王子たちを助けに行きましょう！」

　すると雷王子は不ふ審しんげに目をすがめた。

「……おまえが？」

　そんな細腕で戦う気か？　とこちらに向けた目が語っている。

「……皆さんの力になれるように頑張ります。それに、アヴィたちだってとても強いし──」

「アヴィ？」

　と雷王子が問い返すと、私の背後にいたアヴィが一歩前に出た。

「ああ、俺がアヴィだ。お前が雷か。武勇に優れるという王子に一度、会ってみたいと思っていた」

「貴殿の名は聞いたことがある。たしかに心強い相手のようだな」

　アヴィの鍛えられた肉付きを見ながら雷王子が神妙にうなずいていると、「姫様！」とナビが声を上げた。

　つづきを聞くより早く、雷王子とアヴィが気配を察して柄に手をかける──ユメクイだ。

　次々に湧き出すユメクイに視線を向けたまま、

「さっさとユメクイを倒そうぜ。それからゆっくりとお前と勝負したい」

　そう告げるアヴィに、雷王子はにやりと口端をあげた。

「望むところだ」
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　我先にと駆けだしたアヴィと雷王子は、次々にユメクイを斬り捨てる。

　なにも打ち合わせをしていないのに、ふたりの動きは息がぴったりだ。武芸に秀でた者同士、目配せひとつで通じるものがあるのかもしれない。

「おやおや、頼もしいふたりだねえ」

「高みの見物としゃれこんでる場合ですか」

　行きますよ、とルークさんにうながされて、メディさんも加勢に入る。

　腕の立つ雷王子とアヴィ、そして隙すきのないサポートをするルークさんとメディさんに、ユメクイはまたたく間に討ち取られた。







「これを頼む」

　ユメクイの姿が消えて残された指輪を、雷王子が私にさしだした。

　指輪は三つ。

　受け取って祈りを捧げると、ふわりとやわらかな光が満ちて、三人の人影が現れる。

　その三人の姿に、それまできびしい顔つきだった雷王子の頰がかすかにゆるむのを見て、私もほっとした。

　雷王子は目覚めた三人に事情を話したのち、

「こちらは俺の友の桜花と陽影、そして楓。[image: ][image: ]からの客人だ」

　と私たちに紹介すると、三人の中心にいた王子が私に向きなおり、やさしく微笑んだ。
















「四季の国・[image: ][image: ]の桜花です。はじめまして。そして、どうもありがとうございました」

（この方が桜花王子……）

　品のいい桜色の衣に和装のような帯を締しめた桜花王子は、実に優美な人物だった。

　王子なのだから男性にちがいないはずだけれど、穏おだやかにたたずむその姿は女性だと言われても納得してしまいそうだ。

「オレは陽影。よろしく！　オマエ、すっげーんだな！」

　桜花王子の右隣にいた陽影王子は、腕力の強そうなたくましい王子で、オレンジ色の髪とあいまってまるで太陽の化身のようだった。

　そして桜花王子の左隣にいた楓王子はどこか人をためすような、ミステリアスな雰囲気の持ち主だった。

「俺の名は楓という。どうやら君たちのおかげで助かったようだ。礼を言わないとね」

（そういえばさっき、ナビが楓王子についてメディさんになにか隠しているみたいだったけど……）

　どうしてだろう？　と私が楓王子を見つめていると、「おや」と楓王子が私を見つめ返してきた。

「なにか君の興味を惹くようなものでもあったのかな？」

　初対面でぶしつけだったかもしれないと、「いっ、いえ！」と私があわてて顔を伏せると、楓王子はいたずらめいた笑みを浮かべた。

「へえ……」

「な、なんでしょうか」

「いや。俺の絵のモデルにどうかなって思っただけ」

（え……俺の絵のモデルって。まさか楓王子は芸術家？）

　思わずナビをふり返ると、ナビはあわてふためいて「ほっ、ほら、メディ王子！　こんな綺き麗れいな花びらが！」とごまかしていた。さいわい楓王子の一言はメディさんには聞こえていなかったようだ。

（たしかにおなじ芸術家だって知ったら、ややこしい話になるかも……）

　芸術について熱く語るメディさん、それに対し楓王子は静かに作品と向き合う人のように見える。

　おなじ芸術家同士、もし芸術論で衝しよう突とつでもしたら大変だ。そう察し、私がこの話を引っ張らないようにあいまいな笑みで流していると、雷王子が告げた。

「我が国にこのように大量のユメクイが現れるなどいままでなかった。守りきれなくて悪かった」

　いさぎよく頭を下げる雷王子に、陽影王子が「オマエが気にすることじゃねーよ」と肩を叩いた。

「オレたちもこんなことになるとは思ってなくてさ、不意を突かれちまった。桜花、大丈夫か？」

　大丈夫だよ、と桜花王子が微笑むと本物の春の穏やかな日差しのようで、思わず見とれてしまう。

「あなたがたのお陰で、今年も無事、桜の宴ができますね」

「おっ、そうだ。せっかくだしオマエたちも宴を見ていけよ！」

　にかっと屈託ない笑みで私たちを誘う陽影王子。

「陽影……ここは雷の国ですから、勝手なことは……」

　と桜花王子がやんわりとたしなめたが、雷王子が告げた。

「いや、お前たちは我が国の大事な恩人だ。なにか礼をしなければならない。よければ古代桜の宴をゆっくり楽しんでいってほしい」

　その誘いに、メディさんが顔を輝かせた。

「それは願ってもないことだね！　ハニー、一緒に桜を愛めでようじゃないか！」

「メディ、あなたが決めないでください」

　すかさず口を挟んだルークさんに、「こんなに美しい花を見過ごすなんて芸術に対する冒ぼう瀆とくだよ！」とメディさんは叫んだ。

　たしかにこの古代桜は、芸術家のメディさんの創作意欲を搔かき立てるものだろう。元の世界で桜を見慣れている私も、思わず見入ってしまう美しさだ。

（私もぜひ宴を見ていきたいけれど、ゆっくりしていく時間はないかな？）

「ナビ、宴を見ていく時間は──」

　そう訊ねながらふり返ると、すでに私に向いていたナビの視線とぶつかった。

「ナビ？　どうしたの？」

　もの言いたげな視線に問うと、ナビがあわてて答える。

「い、いえ！　ぜひ宴を見て行きましょう！」

「そうだよそうだよ！　やはりこれはちゃんと見ていかないとね！」

　勝ち誇ったように声を上げたメディさんは、「こんな芸術的な場面に遭そう遇ぐうするなんて、ボク達はなんて幸運なんだろう！」と頰を上気させている。

　そのまま会話が流れてしまったが、さっきのナビのなにか言いたそうな視線が私の心に引っかかっていた。
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　ほんわりと灯とう籠ろうが照らす夜よ闇やみの下、古代桜の木を前に桜花王子がおごそかに祝詞のりとをあげる。

　その祝詞に応えるかのように、桜はいっそう美しく咲き誇っていた。

「綺麗……」

　私とアヴィはすこし離れたところから、桜花王子とその後ろに居並ぶ承和の国の関係者や来らい賓ひんを遠巻きに眺めていた。

「ああ、綺麗だな。……けど、なんていうか、なんかちがう気がする」

「え？」

「お前のこの花を見る目が、さ」

　そう指摘されて、私は思わず息を吞んだ。

「いろんな国で花を見てきたけどさ、お前のこの花を見る目……ほかの花とどこかちがうみたいだ。……なにかつらい思い出でもあるのか？」

　気き遣づかってくれるアヴィに私は首を横に振った。

「ううん、そうじゃないの。……元いたところでもね、桜の花はみんな大好きだったんだ。花の下で食事をしたり、花見するのは楽しかったよ。でも桜が咲く季節は出会いや別れの時期でもあったから、いろんな思い出がよみがえってきて……」

「……そうか」

　アヴィはそれ以上なにも言わず、私の隣で桜の木をただじっと見上げていた。

　──別れといっても、ただ学校や職場など、所属する集団が変わるだけのことだ。

　明日も友だちはおなじ世界で生きていて、この世界のような永ながい眠りや永遠の別れでもなければ、異世界に連れ去られるようなこともない。

　たとえ離れ離れになっても、会いたいと思えばいつでも会えた。そんな別れはつらいことでも悲しむことでもなかったのだと、この世界に来て、気づいた。

「姫様……」

　と呼ぶ声に下を向くと、ナビが心配そうに私を見つめていた。

「ナビ？　どうしたの？」

「……大丈夫、ですか？」

　ナビの瞳が悲しそうに揺ゆれて、私はあわてて返した。

「大丈夫だよ。ちょっとなつかしいなって思っただけだから」

　さきほどからナビが気にしていたのはそのことだったらしい。

「元の世界でも桜を見たなあって思い出してて……ただそれだけだよ。心配させちゃってごめんね」

「いえっ！　そんな……」

　ちょうどそのとき、神事を終えた雷王子がやってきた。

「……どうかしたのか？」

　雷王子はかすかに眉をひそめて、私の顔を覗きこむ。

（私、そんなに心配されるような顔をしてたかな……？）

　心配をかけてしまったかも。

　私が大丈夫と微笑んでみせると、雷王子もほっと息をついて告げた。

「こっちに料理や酒を用意した。宴の為に用意させた、承和の国の自慢の料理だ。他では滅めつ多たに口にできんぞ。是非、味わっていってくれ」

　雷王子は私とナビを誘うと、次いでアヴィに向きなおった。

「貴殿、酒は飲めるか？」

「もちろんだ」

「なら良かった。承和のとっておきの酒を振る舞おう。異国の剣術の話には俺も興味があってな」

　にやりと浮かべる雷王子の笑みは好戦的なもので、やはり腕の立つ者同士、興味が尽きないらしい。

　先を行くふたりの背中を見ながら私がゆっくりついていくと、古代桜の周りに敷しかれた緋ひ毛もう氈せんにはたくさんの料理がならんでいて、メディさんやルークさんはすでに、この国や四季の国の人たちと楽しそうに話をしていた。

　この異世界に来て、もう一度お花見ができるなんて思ってもみなかった。

　──ここにはみんながいる。いまはそれだけで十分だ。

　私は頭上に咲き誇る古代桜を見上げる。けれど、もう郷きよう愁しゆうが胸の中でうずまくことはなかった。

「ナビ、行こう」

「はい、姫様！」

　私はナビの手を取ると、薄紅色の花弁が舞い落ちるなか、晴れやかな笑顔に包まれたみんなの元へ向かった。


おわり

































「今日もリカさんとは話せそうにないかな……」

　お城の長い廊ろう下かを進みながら、私はそっと溜ため息いきを吐ついた。

　チョコレートの国・ショコルーテを訪れてから早三日。お城の中からも外からも、賑にぎやかな音楽や笑い声が止やむことはなかった。

　先日行われたプリンスアワードで、ショコルーテの王子であるリカさんはドリームクラウンの称号を贈おくられた。様々な国の王子の中から頂点に輝かがやいたのだから、これは大変な栄えい誉よだ。

　ショコルーテでも天地をひっくり返したような騒さわぎとなり、プリンスアワード以来国中でお祝いの祭典を行っている。

　私もリカさんに招かれてショコルーテを訪れ、大勢の人達とお祝いを楽しんできた。けれどこの三日間、リカさんと二人きりになれる時間は一度もなく。

（これだけ盛大なお祝いの主役なんだから……忙しくて当然だよね）

　どこもかしこも喜ぶ人達でいっぱいなのに、私の心はしょんぼりと沈んでいる。

（我わが侭ままだってわかってるけど……少しだけでいいからリカさんと話したいな）

　きらびやかに飾り付けられた廊下を、行く当てもなく歩く。今日はどうやって時間を過ごそう──。

　そう思った矢先、前を通りかかった部屋のドアが突然開いた。

　驚おどろく暇ひまもなく、室内へ引きずり込まれる。背後でドアの閉まる音を聞きながら、私はぽかんと口を開けて目の前の人影を眺ながめた。

　チョコレート色の柔やわらかな髪。蜂はち蜜みつを溶とかしたような深い色の瞳。端たん正せいな顔立ちの中で、口角が悪戯いたずらっぽく持ち上がる。

「よう。元気にしてたか？」

「リカさん……！」

　そこにいたのはショコルーテの王子、リカさんその人だ。

「どうしてこんなところに？　公務は……」

「抜けてきた」

「主役が抜けてしまって大丈夫なんですか？」

「俺がいてもいなくても変わらないんだよ、みんな飲んで食って騒いでるだけなんだから。それよりせっかくお前を呼んだのに、ろくに構かまってやれてねーだろ。今日は一日お前と過ごすから」

　先程まで萎しおれていた私の心は、あっという間に喜びで膨ふくらんだ。でも、即座に『じゃあ行きましょう』とは言えない。リカさんは間違いなく、この祭典の主役なのだから。

「一緒に居られるのは嬉うれしいんですけど……長い間姿が見えないと、たくさんの人に迷惑がかかってしまいませんか」

「大丈夫だって。今だってここにいるけど誰だれも捜しに来ないだろ」

　私達がいるのは使われていない客室だ。外の様子に耳を澄すましてみても、確かに笑い声と歌と音楽が聞こえてくるだけ。リカさんを捜す声はどこにもない。

「ここ数日、お堅かたい格好でお堅い爺じいさん達に挨あい拶さつしてばっかりでヘトヘトなんだよ。パーティーじゃ飲み食いもしないで、ニコニコ笑顔振りまいてるだけ。わかるだろ？　少し息抜きしなきゃ死ぬ」

　そう言われてよくよくリカさんの顔を眺めると、確かに疲労の影がある。ここ数日、祭典のために窮きゆう屈くつな格好を強しいられ続けてきたのだ。いくら楽しいパーティーでも長引けば疲れてくるのは当然で、息抜きをしたい気持ちもよくわかる。

「じゃあ、少しだけなら……。息抜きといっても、お城の中はお客様がたくさんいらっしゃいますしね」

「そうだな。でもずっとここにいるのもつまんねぇし……」

「それなら、時間が許す限りですけど、街へ出かけてみませんか？　息抜きになると思いますけど」

　我ながらいい案を閃ひらめいたつもりだったのだけど、リカさんは微び妙みような表情で口をつぐんだ。どうやら戸惑っているようだ。私は慌あわてて言葉を重ねた。

「あ、外へ出るのはよくないですよね。お城の中で大丈夫です。リカさんが行きたい場所で構いません」

「俺が行きたい場所か……」

　リカさんは睫まつ毛げを伏せて考えこんでいる。こんな姿は珍しかった。

（どうしたんだろう。いつもはよく街へ出かけて、いろんな人達と遊んでいたはずなのに）

「逃げ続けてるわけにもいかねぇか……」

　ぽつりと呟つぶやいた後、リカさんは私の手を取った。

「よし、街へ行くぞ。見つからねぇように抜け出すから付いて来いよ」

　そう言ったリカさんの表情に、悩みの色は見当たらない。いつもと同じ様子に戻って私の手を引いてくれる。

（何か気になることがあったんじゃないのかな）

　聞いてみたい気持ちを喉のどの奥へ飲み下す。リカさんが行こうと言ったのだから、私が止めることはない。

（今は二人きりの外出を楽しもう）

　客室のドアが開く。私はリカさんの手を握り返して、廊下へ一歩を踏ふみ出した。
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　街の中は大変な賑わいだった。

　建物の屋根や窓にはカラフルな飾り布がはためき、軒のき先さきではキラキラ輝く様々な飾りが光を弾はじいている。いつもと違う色と光の洪こう水ずいに、目が回りそうだ。

「すごいですね……！」

　空から降って来る紙かみ吹雪ふぶきを手に受け止めて、私は大きく息を吐いた。

　プリンスアワードから数日が経たっても、祭りの勢いは全く衰おとろえていないようだ。大通りは楽しげに祭りを見物する人達で溢あふれ、まっすぐに歩くことすら難しい。

「よその国からも見物客が押し寄せてきてるからな。……おい、手を離すなよ。ここではぐれたら絶対に見つからねーぞ」

「はい……！」

（リカさんはこの混雑を知ってて、街へ出るのをためらったのかな……）

　数歩先を行くリカさんの背を見上げる。この人混みでも歩調は軽かろやかだ。人目につかないよう道の端はしを進みながら、足早に先を急いでいる。

（それにしても、どこへ行くんだろう）

　ゆっくりと祭り見物をする足取りではないから、どこか目的地があるのかも。そう思った時、前から来た女の人と私の肩がぶつかった。

「やだ、ごめんなさい！」

「いいえ、こちらこそ」

　そのまま行きすぎようとしたけれど、女の人は大きく目を見開いて私の顔を凝ぎよう視ししている。

「あなた……もしかして、トロイメアのお姫様じゃないですか？」

「えっ……ええと……」

　返答できずに慌てて顔を逸そらしたけれど、女の人はわざわざ脇へ回り込んできて私の顔を覗のぞき込む。

「私、あなたを拝見したことがあるんです。トロイメアのお姫様ですよね？　お忍びでいらしてるなんて知りませんでした、どなたと一緒に……」

　女の人の視線が私の手を引くリカさんへ移り──驚きよう愕がくに顔が凍こおり付く。

「リ……リカ王子!?」

　その大声で人々がざわめいた。どよめいたという方が正しいかもしれない。声の届く範囲にいた人達は一いつ斉せいに顔を上げ、標的を定めた後──どっとこちらへ詰め寄ってきた。

「どこにリカ王子がいるって？」

「あそこだ！」

「リカ王子、おめでとうございます！　うちのお祝いのショコラ、食べてください！」

「ねぇどこ、見えない！　もう、誰よ足踏んだの！」

「僕もトロイメアのお姫様に挨拶したいよ、お母さん！」

　辺りは瞬時に混乱の渦うずへ叩き落とされた。祝福の声、わめき声、赤ちゃんの泣き声、犬の吠ほえる声。もうめちゃめちゃだ。

　その中心にいる私は、息をするので精一杯。気を抜くと足が地面から浮いて、そのまま人混みに流されて行きそうになる。

（ど、どうしよう……！）

　リカさんの姿すら見失い、かろうじて指先に感じる手をぎゅっと握り締めた時──。

「おいみんな、このままだとリカ王子もトロイメアの姫も潰つぶれちまうぜ！　一いつ旦たんその場で止まって、隣のやつと触れ合わないよう隙すき間まを作ってくれよ」

　騒ぎの中でその声は、不思議なほどよく響き渡った。

　押し寄せていた人々はハッとしたように動きを止め、お互いの顔を見渡し、少しずつ前後左右に動き始める。

「ゆっくりだ。ゆっくりでいい、押し合うなよ！」

「大丈夫、リカ王子もトロイメアの姫も逃げないからな。そら、こっちが空あいてるぞ」

（この声は……？）

　私にはあまり聞き覚えがなかったけれど、リカさんは驚きに目を見開いている。その視線を追っていくと、ゆっくりと動く人々の間に誘導を行う三つの人影があった。

「お前ら……」

　こちらを見た男の人達が、ニヤッと笑ってウィンクする。それは私にも見覚えのある姿だ。彼らは確か、リカさんが街で付き合っている遊び仲間──。

「ほら、リカ王子。街のヤツらに声をかけてやれよ」

　リカさんははっきりと浮かんでいた動どう揺ようを押し隠かくし、瞬時にいつもの落ち着きを取り戻す。そして目を見張る私の前で、まだざわめいている人々に向かって声を張り上げた。

「騒ぎを起こして悪かった。みんなからの祝いの気持ちはありがたく受け取った、本当にありがとな。今日は街の様子を見に来ただけなんだ。また改めて礼を言いに来させてもらう」

「お礼なんていりませんよ、リカ王子。それより、今度ぜひうちの店に遊びに来てください」

　一人の男性がそう言うと、「うちも」「うちにも」とうれしそうな声が続いた。

　気付くと混乱はすっかり収まっていた。リカさんの姿が見えないと怒る人なんて一人もいない。それどころかみんな、直接王子の言葉を聞いて満足げな表情だ。

「さ、これでおしまいだ。解散解散！　あんまり騒ぎが大きくなると王子がお忍びで街へ来られなくなるからな！」

　男の人達の手て際ぎわのよい誘導のおかげで、混雑はようやく解消されつつあった。

「この隙にさっさと行きな。大変だったぜ、ったく」

　リカさんは立ち止まったまま、私の手をぎゅっと握り締めて男の人達を見つめる。

「……お前ら、なんで……？」

「遊び仲間なら当然……と言いたいところだが、こいつは貸しだ。いいか、借りを返すつもりがあるならさっさと暇ひまを作って勝負しに来い」

「オレら、お前が来るのを待ってたんだぜ？　勝ち逃げなんて許さねぇからな！」

「また遊ぼうぜ、ダーク！」

　男の人達は笑いながらリカさんの肩を叩き、颯さつ爽そうと人混みの中へ入っていく。

　リカさんは言葉を探すかのように立ち尽くす。伸ばしかけた手を引っ込め、握り締め、やがて強い眼まな差ざしを彼らに向ける。

「お前ら……その、ありがとな！」

　三人はこちらを振り向かず、同時にひらひらと手を振った。なんて鮮やかな退場だろう。その背はあっという間に雑ざつ踏とうへ消え失せる。

　しばらく大通りを見つめていたリカさんは、やがて大きく息を吐くと私の手を引いて歩き出した。

「……行こう」

　私は小さく頷うなずいて、半歩後ろを付いていく。なぜだか、声をかけるのがためらわれる雰ふん囲い気きだった。




　大通りの角を曲がり、まっすぐ行って別の通りへ。今度は人に見つからないよう慎しん重ちように進み、小さな店と店の間に入り込む。すると曲がりくねった暗い路地が、魔法のように現れた。

「ここ、通ってもいい道なんですか？」

「いいに決まってる」

　とても通れそうには見えないのだが、リカさんは迷わずそこへ体を滑すべり込ませた。ドキドキしながら進んで行くと、少しだけ道幅が広がった。二人並んでギリギリ通れる広さ。空の面積が増えた分だけ足下も明るくなる。

　裏路地とはいえ、驚くほど人ひと気けがなかった。人混みで疲れた体にはこの静けさがありがたい。

　ただ黙々と歩き続け、体力が回復してきた頃合いを見み計はからって、私はリカさんに声をかけた。

「リカさん。私が街へ行こうと言ったせいで、騒ぎを起こしてしまってごめんなさい。せっかく息抜きがしたいと言っていたのに……」

　はっとしたようにリカさんがこちらを見る。蜂蜜色の瞳には驚きが揺ゆれていた。

「なんで謝るんだよ？　お前のせいじゃねーだろ」

「でも、私が行きたいと言わなければ」

「違うだろ。俺はむしろお前に感謝して……」

　続く言葉を吞のみ込んで、リカさんが足を止めた。つられて私も立ち止まり、リカさんの視線を追って路地の壁に現れたダークレッドのドアを眺める。

　なんの変へん哲てつもないただの扉。けれどリカさんは堂々とドアを開け、中へ入っていく。

（あれ？　なんだかとってもいい匂い）

　ふわりと鼻をくすぐったのはチョコレートの芳ほう醇じゆんな香りだ。

　カウンター席だけの店内には、仏ぶつ頂ちよう面づらをした初老のマスターが一人。こちらには目もくれず、黙々とカップを磨みがいている。

　リカさんは私の手を離すとカウンター席へ近付き、慣れた様子で椅い子すに腰掛けた。私も慌てて後に続く。

「いつもの二つで」

　リカさんの注文に頷きもせず、マスターはカップを置いた。聞こえてはいたようだ。小さな物音はきっと、メニューの準備を始めた合図。

（こんな場所にこんなお店があったんだ。普通に歩いてても絶対に見つからないだろうな）

　ようやく腰を下ろして人ひと心地ごこち付いた私は、狭い店の中を眺め回す。色あせた壁紙、よく磨き込まれた床板。カウンターテーブルも椅子も年季が入っているけれど、触るとすべすべして心地よかった。

「素敵なお店ですね」

　思わず感想の言葉を漏もらすと、リカさんが隣で嬉しそうに笑った。

「だろ？　でももっと特別なのは、ここの秘密メニューな」

　言葉と同時に、目の前に湯気の立つ白いカップが置かれた。リカさんの前にも同じものを一つ。中身の説明を一切しないまま、注文の品を出し終えたマスターは店の奥へと姿を消してしまう。

「これは……？」

「まずは飲んでみな」

　私は頷いて、素直にカップを持ち上げる。とろりとした濃い茶色の液体が温かいチョコレートであることは、一目でわかった。

　口元へ近付けると、濃厚なカカオの香りが漂ただよってくる。続いてオレンジと胡こ椒しようのようなスパイシーな匂い、更には花の香りまで。

「いただきます」

　液体を舌へ乗せた途端、深い甘さが口の中いっぱいに広がった。甘いだけじゃない。突き抜ける爽さわやかさ、弾けるスパイシーさ、ビロードのような舌触り。様々な味と香りが何層にも重なって驚くほど五感を刺激する。

「……美お味いしい」

　気付いたら思わず声を上げていた。

　リカさんもカップを傾けて、満足げに頷く。

「美う味まいだろ？　ここは街で一番美味いホットショコラを出す店なんだ。城を抜け出すようになってから、自力で見つけた秘密の味でさ。これだけ美味いからもっと有名かと思ったら、マスターが偏へん屈くつなおかげで店に入れる客を選ぶんだよな」
















「誰でもお店に入れるわけじゃないんですね」

「そ。入って来た客が気に入らなかったら、その場で叩き出して店を閉めちまう。俺も最初は入れてもらえなかったんだけど、一度落ち込んでる時に来たら黙ってこれを出されてさ。飲んだらすげー元気が出た。それ以来、しんどくなったらここへ来ようって決めてんだ」

（……もしかして、今日も辛つらかったのかな）

　いつも通りなようでいて、いつものリカさんらしくなかった。街へ行くと決めたのも、このお店のホットショコラが目当てだったのかもしれない。

「プリンスアワードが終わってから、街へ出るのが少し怖かったんだ。俺、ずっと身分を隠して街のみんなと会ってただろ。噓うそを吐いてたのがバレてみんなに避さけられるかもしれないって思ったら、ちょっと……」

「リカさん……」

　ホットショコラの効果なのか、リカさんの口調も表情もいつもよりずっと柔らかだ。私を見つめた蜂蜜色の瞳は、吸い込まれるように深い色をしている。

「勇気をくれたのはお前だ。お前が街へ行こうって言い出さなかったら、俺は今も城に隠れてた気がする。ありがとう」

　真剣な口調にドキドキしてしまって、私は慌てて首を振った。

「リカさんならそのうちきっと街へ出ていたと思います。さっき私達を助けてくれた人達もそうでしたけど、みんな、街に現れる『ダーク』がリカさんだとわかっても避けたりするはずありません。身分も名前も関係なく、『ダーク』が好きで付き合ってくれる素敵な友達ばかりです」

　勢い込んで喋ると、リカさんの瞳が悪戯いたずらっぽく輝いた。

「お前も俺が好きだから付き合ってくれたの？」

「えっ。あ、あの……」

　気持ちを落ち着かせるためにホットショコラを一口。流れこんでくる甘さが心の鍵かぎをこじ開けて、隠れていた本音を引っ張り出す。

「……はい。私、ショコルーテへ来てからリカさんと会えなかったのが寂さびしくて。大騒ぎになってしまったけど、今日は一緒に街中を歩けて嬉しかったです」

「……なんだよ。ったく」

　ぶっきらぼうに呟いたリカさんが、私の肩を引き寄せる。顎あごを軽く上向かされ、目を見張った時には柔らかい感触が唇くちびるを塞ふさいでいた。

　とろけるような優しいキスは、ホットショコラの味がする。爽やかでスパイシーで、ビロードのような舌触り。目め眩まいがするほどの甘さに溺おぼれてしまいそう──。

「どっちかと言うと、俺の方が寂しかったんだけど」

「え……？」

「やっと二人きりになれたんだ。今日はもう離さねぇから」

　呟いたリカさんの顔に、柔らかな微笑が刻まれる。

　その表情に見とれる暇もなく、私達はもう一度唇を重ねた。
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【虹の国・オズ、マンチキン領】

　虹の国と呼ばれる、オズ。

　澄すみきった青空と、頰ほおに心地ここちよく触れる爽さわやかな風。青々とした草や小さな花が咲く、牧ぼつ歌か的てきな風景が、目の前に広がっている。

「気持ちのいい風……！」

　思わず胸いっぱいに空気を吸い込んで、伸びをしたくなるような上天気だ。

「ええ、本当に。最近ユメクイとの戦いが続いていますから、この国は平和だといいのですが」

「うん、そうだね」

　トロイメアへと向かうため、私達旅の一行はムーンロードに導かれて進む。ほどなくして周囲の様子が変わり、やがて城下町に到着した。

　大通りの左右には、尖とがった屋根や尖せん塔とうにも似た煙えん突とつを持つ店が建ち並んでいる。

　可か憐れんな花で飾られた窓からちらりと店内を覗のぞいたら、まるで宝石でできているかのような美しい靴くつが目に入って、思わず見み惚とれてしまう。

　入店はしないものの、それぞれ意い匠しようを凝こらした個性豊かな構えの店々の前を通るだけで、なんだか胸が高鳴る。

　足取りも軽く進むと、やがて城に辿たどり着いた。ところが城門の前に、門番の姿がない。

「おかしいな」

　旅の仲間のひとり、騎き士しの国・アルストリアの王子であるアヴィが、訝いぶかしげに首を傾かしげる。

「街中でも人の姿がほとんど見られませんでしたね」

　隣を歩く音楽の国・ミューゼの王子ルークさんが、そういえば、というふうに呟つぶやいた。

「ボクの琴きん線せんには触れないが、田舎いなか……もとい、のどかな田園風景や無ぶ骨こつな城もなかなかよいものだね！」

　芸術の国・フレシアンの王子、メディさんはといえば、ふたりの話には耳も貸さず、吞のん気きに城を見上げている。

　皆違和感を覚えながらも、美しい花々が咲き誇ほこる中庭までやってきたところで、大きな耳とふわふわの尻尾しつぽを持つ旅の仲間のナビが、警戒の声をあげた。

「み、見てください、皆さん……！」

　ナビの声が聞こえるや否や、アヴィはすらりと剣を抜く。ルークさんとメディさんも、スッと表情を改めた。

　私達を迎えたのは、もやもやとした黒い異質な存在──城内の人々を襲おそう無数のユメクイの姿だった。

「行くぞ！」

　アヴィが勇ましい掛け声とともにユメクイに向かって走る。ルークさんとメディさんもまた、彼に続いた。

「皆、気をつけて……！」

　私はネックレスのチェーンにかけた指輪を両手で握りしめ、三人の王子に向けて、願いを込めた。










「……よし。これで城の中も全部片づいたみたいだな」

　剣を鞘さやに収めたアヴィが、そう言ってひとつ息をつく。

「何なんだい！　訪れた途端にユメクイが湧わいて出てくる、この国は!!」

「虹の国・オズですよ、メディ」

「ルーク。それはわかっているんだ。ボクが訊ききたいのはそういうことではなくてだね！」

「オズは、昔はエメラルドの都と呼ばれていたんですよ」

　ナビの説明に、私はふっと目を見開いた。

「エメラルドの都？」

「はい。しかし、大魔法使いオズワルド王子が現れて、『オズ』と改名されたと聞いています」

「へぇ。国の名前を変えるほどのことがあったのか？」

「オズワルド王子は、魔法で人々の生活に画期的な変化をもたらしました。彼の魔法に叶かなえられないことはない……まさに、大魔法使いだと、人々は称しよう賛さんしているようです」

　アヴィとナビが話すのを隣で聞いていた私は、そうだったんだね、とうなずいた。

「──だけど、『オズ』に『魔法使い』、『エメラルドの都』って……」

　それらのワードには聞き覚えがあった。

　幼おさない頃、わくわくと胸をときめかせて読んだお話。その物語にちりばめられていた、『オズ』や『魔法』といった、単語の数々……。

「どうしたんだい、マイスウィート」

「私の世界にあった童話に、なんだか似ているなって」

「どのようなお話なのですか？」

　ナビが、興味深そうに長い耳をこちらに向けて訊いてくる。三人の王子達も、私が話しはじめるのを待っているようだった。

「えっと、ドロシーっていう女の子が、仲間と一緒にオズのいるエメラルドシティに向かうお話」

　私は物語を思い出しつつ、皆に話して聞かせる。

「仲間は、脳みその無いカカシと、心の無いブリキの木こり、それに勇気の無いライオン」

「なんだ、その一行は？」

「皆、オズにそれぞれの願いを叶かなえてもらうために会いに行くんだよ」

「そうだったのですね」

「うん、だけど実は……」

　物語の顚てん末まつを話そうとしたその時、

「そ、そちらの方々、ユメクイ共を退治してくださったのはあなた方ですか？」

　私達の元に、初老の紳しん士しが息せききって駆かけ寄ってきた。その勢いのよさに目を丸くしつつ、こくりとうなずく。

「あの、あなたは？」

「失礼いたしました。私はこの城に仕える執しつ事じでございます」

　居住まいを正し、深々と礼をする初老の紳士──執事さんにつられて、私もぺこりと頭を下げた。

「実は、王よりあなた方に言こと伝づてがございまして……」

「言伝？」

「はい。現在この城の王子、ドロワット様を始めとした各領地の王子様方が、オズワルド様というお方の城にて会談を行っているのですが……」

「各領地の……。そうか、確かオズは複数の領で成り立っている国なんでしたよね」

　ルークさんの言葉に、執事さんははい、とうなずく。

「オズワルド様によって任命された、彼と近しい間柄の方々が領を治めています」

「で、その領主達の会議が開かれていたと」

　そう呟いたアヴィは、何かを思いついたのか、ふっと眉み間けんに皺しわを寄せた。

「しかし、それだけ王族が集まっていたら……」

　私もはっと息をのんだ。

「ユメクイの標的に!?」

　ユメクイはその名のとおり、夢を奪うのだ。夢を奪われた人々は昏こん睡すい状態に陥おちいり目覚めない。夢を奪ったユメクイを倒さなければ、悪くするとそのまま亡なくなってしまう。

　なぜユメクイは生まれたのか──？　その原因を探るために、私達はトロイメアという国に向かっている。

　ユメクイは、中でも夢の力が強い王族を狙ねらう。王族の集まりを標的にしないはずがない。

「そ、そうなのです。王のお願いというのは、他でもありません」

　執事さんは、縋すがるように私達を見つめると、

「ユメクイに対抗できるあなた方に、お頼み申し上げます。直ただちにオズワルド様の城へと向かい、ドロワット様達の安否を確認していただけないでしょうか」

　その言葉を聞いて、私達は互いに顔を見合わせた。そしてうなずき合う。

　アヴィが、執事さんへと一歩進み出た。

「ああ、わかった。他の王子や民達のことも心配だ、急いで向かおう」

　執事さんは喜びに顔を輝かせ、何度もありがとうございます、と頭を下げた。

「ただ今地図をお持ちいたしますので、少々お待ちを……！」

　そう言って城内へと駆け戻っていく執事さんの後ろ姿を見ながら、ナビはきゅっと口を結んだ。

「大変なことになりましたね」

「うん。皆無事でいてくれるといいけど……」

　オズの城に集う王子達の無事を願い、私は胸元に下がる指輪を、そっと握りしめた。
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　ぽぅ、と密やかな灯あかりがひとつ、ふたつ、と室内にともされてゆく。外はまだ明るいが、小さな窓にはベルベットの分厚いカーテンが掛けられ、日の光を遮しや断だんしている。

　灯りがともった部屋には、五人の男達が集っていた。

　余裕のある笑みを口元に浮かべている者もいれば、何を考えているのか一切うかがえない無表情の者もいる。中にはそわそわと室内を歩き回っている人物もいて、彼らの表情や態度は実に様々だった。

「いやぁ、まさかこんなにたくさんのユメクイが現れるなんてねぇ」

　明るい口調でそう言ったのは、笑みを浮かべる男だ。癖くせっ毛をうなじで縛しばり、丸まる眼鏡めがねをかけ、中に電球を仕込んだ不思議な帽ぼう子しを被かぶっている。

　この城の城主であり、虹の国・オズの王子、オズワルドだ。

「か、感心してる場合じゃねーって！　どどど、どうすんだよ……？」

　怖くてたまらない、とばかりに震えているのは、ひとり焦あせって歩き回っていた、金髪のレオニー王子である。

「うーん。監かん視しカメラの映像を見る限り、逃げ場なしって感じかなぁ」

「はい。兵士達が食い止めていますが、このままでは数分もしない内にここまで攻め込まれるでしょう」

　彼もまた虹の国・オズの王子で、ティンプラという。氷のように澄んだ水色の瞳には、わずかな感情もうかがえなかった。

　抑よく揚ようの無い声が告げた容よう赦しやのない現実に、レオニーは恐怖に打ち震える。その恐れを宥なだめるために、再び歩き出したレオニーをうっとうしそうに見つつ、長身で黒髪の男がひとつ息をついた。

「ぼく、犬死には勘かん弁べんなんだけど」

　まるで首輪のような、特徴的な革の首飾りをつけているのはトト王子だ。長身に見合う長い手足を持て余し気味に、壁に凭もたれかかっている。落ち着きの無いレオニーとは反対に泰たい然ぜんとした物腰で、気だるげに溜ため息をついた。

「んなもん俺だってそうだよ」

　艶つややかな長髪を高く結い上げた薄青色の瞳の王子──ドロワットも、苛いら立だたしげな声でトトに同意する。

　部屋に集う五人の男達は、オズワルドからの求めに応じ、この地までやってきた各領の王子である。彼らのほかにもあとふたり王子がいるのだが、全員が揃そろう前に、オズの城に大量のユメクイが現れた。

　王子達は突然の襲しゆう撃げきにも慌あわてず（ひとりの王子を除き）素早く行動し、まずは城の一室に籠こもると、現状を打開すべく作戦会議を行っていたのだ。

「なあオズワルド、お前の魔法でどうにかなんねぇのか？」

　ドロワットの言葉に、歩き回っていたレオニーが、縋るようにオズワルドを見つめる。

「魔法じゃなくて科学技術だし、科学は万能じゃないんだって……いや、まあ今はそんなこと言ってる場合じゃぁないか。レオニー、ちょっと落ち着け。とりあえずできるだけのことはもうしてる」

「そっ、そうだけどさ……！」

「城内に攻め込まれちゃった後じゃ、あんまり強力な兵器を使えないし」

「そうですね。城を吹き飛ばすわけにもいきませんから」

　物ぶつ騒そうなことをさらりと口にするティンプラに、レオニーは小さく喉のどを鳴らしたが、オズワルドは平然とうなずきつつ肩を竦すくめた。

「というわけで」

　オズワルドは入り口の右手の壁へと歩を進めると、壁際に置かれた棚たなの後ろへと手を伸ばしてスイッチを押した。

　すると、ズ、ズ、ズ……、と微かすかな音を立て、壁が動きはじめたのだ。

「!?　それ、隠かくし通路？」

　ぽっかり開いた先をいち早く覗き込んだトトが、目を丸くしてオズワルドを振り返る。

「ご名答！　さ、とりあえずここから外に脱出しようか」

「それは構わねぇけどよ、こんなもんがあんなら早く言えっつーの」

　カツカツと足音を立てながら、ドロワットがちらりとオズワルドを睨にらんだ。

「はは、ごめんごめん。でも、できればこれは最終手段にしたかったからねぇ」

「あ……そ、そっか。これを使うってことは、臣下達を置いて逃げ出すってことだもんな」

　オズワルドの真意に気づいたレオニーは、置いていかれる臣下達の心情を慮おもんぱかって、しゅん、とうつむいた。

「……オレ達、このまま逃げちまっていいのかな」

　両手を前に組んで、きゅっと握るレオニーの肩を、オズワルドは軽く叩いた。

「レオニーの気持ちはもっともだと思うよ。──だけど今は緊急事態だ。まずは安全な場所まで避ひ難なんして、立て直しを図はかった方が得策じゃぁないかい？」

「で、でもさ」

「僕達がこの場に留とどまり、仮に全滅したとしたら、それこそ臣下も民も救えない。僕達が今、ここでユメクイにやられるわけにはいかないんだよ」

　常に余裕のある表情を浮かべ、どんな難問も解決してきたオズワルドは、レオニーにとって『彼がいれば大抵のことはうまくいく』と信じるに足る人物だった。そんな、少々妄もう信しんともいえる思いを抱いだいていたレオニーだったが、今のオズワルドに笑みはない。

　レオニーはハッと目を瞬しばたたかせた。

「……オズワルド」

　──彼とて簡単に決断したのではないのだ、とレオニーは察する。

「勇気と無む謀ぼうは違うんだから。ね？」

　けれどオズワルドは、すぐに真剣な表情を引っ込め、レオニーに微笑ほほえみかけた。いつもと変わらない、少し人を食ったような見慣れた顔だ。

　レオニーはオズワルドの諭さとす言葉を嚙かみしめるように、一時黙り込む。

　逡しゆん巡じゆん、懊おう悩のう……。様々な感情がレオニーの表情に浮かんでは消える。だがじゅうぶんに納得したのか、唇くちびるを引き結ぶと、しっかりうなずいた。

「わかってもらえてよかったよ。さて、それじゃあ行こうか」

　オズワルドはにっこり笑うとレオニーから離れ、隠し通路へと一歩足を踏ふみ入れた。

「僕が先頭を歩いて案内するから、ティンプラはしんがりで万が一に備えてくれるかい？」

「了解」

　簡潔な返事に、オズワルドはにこりと笑ってうなずく。

　──こうしてオズワルドの城に集った王子達は、ユメクイに占領された城から脱出を図るべく、真っ暗な隠し通路の中を手さぐりで進んでいったのだった。
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「おや……、なんでしょう？」

　何か物音を聞きつけたのか、ナビが長い耳を前方へと向ける。

「どうしたの……、あ」

　ナビが注視する先に、太陽の光に反射するきらめきを見つけた。

　そのキラキラとした何かを、何羽ものカラス達が啄ついばんだり転がしたりと弄もてあそんでいる。

（何だろう？）

　カラスからきらめきへと視線を戻した途端、私は驚きに目を見開いた。

「指輪！」

　急ぎ駆け寄ると、バサバサと羽音をさせ、カラス達は飛んでいった。けれど指輪がどうしても気になるのか、上空で執しつ拗ように視線を注いでくる。

　手を伸ばしかけ……けれどハッとして止めると、両手を組んで祈る。すると指輪は、みるみるうちにまばゆい光を放った。

「う……！」

　強い光に、きつく瞼まぶたを閉じる。

「ん……、あー、くそ、頭いてぇ」

　低くうめく声が聞こえて、私は慌てて目を開けた。そこには指輪の代わりに、背の高い青年が横たわっていた。

　藁わら作りだろうか、広い鍔つばと先が尖った帽子越しに、頭に手をやる。曲がった帽子を被り直しつつ、空を見上げると、青年は勢いよく起き上がった。

「あいつら、俺が動けなかったのをいいことに、許せねえ！」

　カァ。

　まるでふふん、とあざ笑うかのように鳴くカラス達にそう叫んだかと思うと、腰に携たずさえた本……書物らしきものを手に取った。そして凄すさまじい勢いでページをめくり、ぴたりと指を止める。書物に視線を注ぎながら、聞き取れないほど低く密やかな声で呟きはじめた。

　呆あつ気けに取られた私達は互いに顔を見合わせ、何をしているのか青年に声をかけようとしたその時、

「立ち去りやがれ!!」

　叫び声とともに、彼の持っていた書物から、ゴウッ、と音を立てて竜巻が立ちのぼった。

「……！」

　青年をからかうように飛んでいたカラス達は、強い風に羽を巻き込まれ、あっという間に視界から消える。

　啞あ然ぜんとして、私は言葉もなかった。

（書物から、か、風が出現した……！）

「ったく、油断も隙すきもあったもんじゃねえ」

　カラスとともに竜巻は消失する。頭上に広がるのは、どこまでも澄んだ青空のみだ。

「で、お前達は？」

　書物をぱたりと閉じると、青年は真っ直ぐにこちらを見た。
















　すらりとした長身と鋭するどい視線に気け圧おされて、私は小さく肩を震わせた。

　青年は早く言えとばかりに、不ふ機き嫌げんそうに眉間に皺を寄せ、ぐっと顔を近づけてくる。

　その迫力に思わず身を退ひきかけた私の態度が彼には気に入らなかったようで、ますます険けん吞のんな表情になってゆく。

　口を小さく開いたまま固まってしまった私に、ふいに気づいたのか、彼は一度瞬まばたきをすると、帽子越しにガリガリと頭を搔かいた。困った様子で、けれど真っ直ぐに見つめてくる、金色のような、琥こ珀はく色にも似た双そう眸ぼうに、ふっと息が止まった。

（ああ、でも、澄んだ、そして聡そう明めいな瞳……）

「おい？」

「あ、私は……」

　我に返った私は、慌てて自己紹介をすると、続いてアヴィ達もそれぞれ彼に名を告げる。

「もしやあなたは虹の国・オズのリーヤ王子ではありませんか？」

　ナビが、まじまじと青年を見上げ、そう問うと、

「ぬいぐるみが喋しやべった!?」

「ぬいぐるみではありません！」

　ナビと初めて会う人は皆、同じような反応をする。何度も目にした光景に、私は思わずくすりと笑みを零こぼした。

　ナビの言うとおり、彼は虹の国・オズのリーヤ王子だった。

「ふーん……つまりお前達は、マンチキン領の執事に頼まれて、オズワルドのところまで行く。そういうことだな」

「はい、そうです」

　印象的な帽子を改めて被り直したリーヤさんは、唇を引き結ぶと、先刻までカラスが飛んでいた空を真っ直ぐに見上げる。

「リーヤさん？」

「不ふ甲が斐いねえけど……俺も城に行く途中でユメクイに襲われた」

　その声には、ユメクイを倒せなかった自らに対する悔くやしさが滲にじんでいた。

「リーヤさん……」

「確かにあっちにもユメクイが行ってる可能性が高い、か」

　独り言のように呟くと、リーヤさんは鋭くも聡明な瞳で、私達を見み据すえた。

「わかった。俺が案内するからついてこい」

「はい……！」

　足早に進むリーヤさんを先頭に、私達は歩き出した。地図を見ながら進むより、案内をしてくれる人がいれば心強いし、早く到着できるだろう。

「マンチキン領ではゆっくりと話を聞くことができませんでしたが、ドロワット王子とはどのような方なのでしょう」

「東の魔法使いと言われている王子ですね」

「ドロワット王子も魔法使いなのかい？」

「はい。強力な魔法をいとも簡単に使いこなすと聞きます」

　ルークさんとメディさんの問いに、長い耳を小刻みに動かしながら、ナビが答えた。

　ナビは物知りだ。私はこの夢世界では知らないことがとても多いから、疑問に思うことがよくあるけれど、その都つ度どナビは丁てい寧ねいに教えてくれる。

「オズワルド王子とは性質が異なるようですが」

　夢世界へと導かれ、やってきた私は、これまで歩んできた国や出会ってきた各国の王子様達を思い浮かべた。

　恐ろしいユメクイとの遭そう遇ぐうや、不思議な経験もたくさんしたけれど、『魔法』と聞くと、胸がドキドキするようなときめきを覚える。

（オズの世界）

「強力な魔法か。だったら、無事でいてくれるといいんだけどな」

　アヴィの言葉に、皆うなずく。けれど前を歩いていたリーヤさんの、どうだろうな、と呟く声が聞こえてきた。

「リーヤさん？」

「強力な魔法使いってことは確かだが、あいつ、大事なところで間が悪わりィんだよ」

「間が悪い？」

「忘れ物ばっかするしよ」

　強力な魔法使いだけれど、間が悪く、忘れ物が多いって……。

　なんだか印象がちぐはぐで、私は混乱する。

「空を飛ぶときに箒ほうきを忘れたり、買い物をするときに財さい布ふを忘れたり。役に立つんだか立たねえんだか」

「子どもかよ」

　すかさず突っ込みを入れるアヴィに、ルークさんは困ったような顔をして苦笑し、メディさんは「ずいぶん慌てん坊なんだね！」と肩を竦めている。

「お喋りはここまでだ。行くぜ」

「はい……！」

　足を速めたリーヤさんの先導で、私達は急ぎ目的の城へと向かったのだった。
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　辺り一帯に響き渡るほど、大きなくしゃみがひとつ。

　癖のある黒髪で長身の王子、トトは、端整な顔を微かに歪ゆがめ、くしゃみをした人物をちらりと見やる。

「ドロワット、何？　大きなくしゃみして」

「……誰だれかが噂うわさしてやがるな」

「噂話によってくしゃみが出る？　……シミュレーションの結果、それはありません」

　平坦で感情の滲まないティンプラの声に、ドロワットは眉間に皺を寄せた。

「冗じよう談だんの通じねえ奴だな」

「噂話によってくしゃみが出ると仮定。その場合、話はドロワットの忘れものについてである確率が高い」

「なっ……！」

　目を剝むくドロワットの反応がおかしかったのか、逃走中ながら周囲の王子達はふっと緊張を緩めた。

「空を飛ぶときに箒を忘れる。買い物するときに財布を忘れる……いつものことだよね」

　トトにまでつつかれ、ドロワットはうるせーよ！　とそっぽを向いた。そんな王子達を、オズワルドは微笑ましげに見やった。

「んん～♪　君達仲良しだねっ！」

「仲良しじゃねーし！」

「オズワルド、軽口は交わしますが仲良しとは言い難がたいかと」

「男同士でと仲良しなんてまっぴらごめん、お断りだよ」

　ドロワット、ティンプラ、トトがすかさず、しかも同時に否定するから、そのタイミングのよさに、オズワルドはますます破顔する。

「はぁ、やっと外かぁ」

　王子達の中でひとりだけ身を強こわ張ばらせていたレオニーが、ようやくほっと息をついた。

　城内の一室から外へと繫つながる隠し通路を利用した一行は、明るい日差しの中を進んだ。

「ははっ、お疲れ様。周囲を見る限りユメクイもいないみたいだし、脱出は大成功だよ」

「はい。ですが、見つかるのは時間の問題です。早めに今後の作戦を立てま……」

　言葉の途中で、ティンプラがふっつり黙り込む。そして油断なく辺りを見回した。

「ど、どうした、ティンプラ？」

「しっ」

　レオニーを制し、耳を澄ます。……微かな声が聞こえた。ほとんど同時に、ほかの四人の王子達も臨りん戦せん態勢を取った。

「おーい！」

　声は、五人の頭上から降ってきた。と、ドロワットの顔がパッと綻ほころぶ。

　サラサラの髪を風になびかせながら箒に跨またがり、音も立てずに五人の前に姿を見せたのは、薄青色の瞳の少年だった。

「悪い、遅れた！　……っておい！」

「ゴ───シュゥゥゥ!!」

　少年が地面に降り立つや否いなや、ドロワットががばっと抱きつこうとする。それをすんでのところで回避するも、諦あきらめないドロワットがなおも迫ってくるものだから、少年は相手の顔に掌てのひらをぐいぐい押しつけ、これ以上の接近を拒んだ。

「ああっ、毎回毎回うざいなあっ兄貴は！」

「久しぶりだなぁゴーシュ！　元気だったか？　なんで遅れた？　何か困ったことでも起きたのか？　兄ちゃんになんでも相談するんだぞ」

「だからうざいって！　ちょっと領地の子ども達と気合入れて遊んでたら遅刻しただけだよ！　ていうかさ、なんであんた達城を出てこんなところをうろついているんだ？」

　五人の王子達の前に現れたのは、ドロワットの弟で、ウィンキー領の王子、ゴーシュだ。

　ドロワットは均整の取れた筋肉質で長身だが、ゴーシュはといえば成長期に入りたてのほっそりとした体つきをしている。身長差もあるし、パッと見た印象は異なるものの、青紫色の髪と薄青色の瞳がそっくりの兄弟である。

　ゴーシュは箒を手に、前に並ぶ王子達ひとりひとりに視線を向け、最後にオズワルドへと目を据えた。

「やぁゴーシュ。それがねぇ……」

　オズワルドの説明に、ゴーシュは唇を引き結んだ。

「ユメクイか。どうすんだよ」

　ちらっと兄に目をやると、ドロワットは先刻弟に見せたデレデレ顔を引き締め、ひとつうなずいた。

「考えたんだけどよ、俺の魔法で一気にカタつけんのはどうだ？」

　ドロワットの提案に、王子達は一斉に彼に視線を向けた。

「ユメクイはどうやら光が苦手みたいだからな。強い光を発する魔法を応用してみようと思う」

「応用？」

「ああ。魔法陣を描いて効果を増ぞう幅ふくさせる。そうすりゃ一いち網もう打だ尽じん、ユメクイを吹っ飛ばすことができるはずだ」

　自信満々に、ドロワットは胸を張る。

「ただ、かなりでかい魔法陣だから、準備と魔法自体の詠えい唱しように結構時間がかかっちまうのが難点だ」

「──」

「だからその間お前らが俺と魔法陣を守れるのが条件になる。──どうする？」

　ドロワットの話を最後まで聞いた五人の王子は、今度は互いに顔を見合わせた。

「ボクはドロワットの魔法に賭かけます」

　即座に賛成したのはティンプラだった。無表情ながら、水色の双眸はしっかりとドロワットを見据えていた。

「オ、オレも。できればユメクイに見つかる前に済んじまうのが一番だけど……」

　気弱げな口調だが、レオニーも手を上げて同意する。続いて気のりしないながらも、トトがうなずく。

「ぼくも。男を守るなんて気が向かないけど、手っ取り早く済むならそれでいいよ」

「……守りはおれがいるから安心だろ？」

　素っ気なくあらぬ方を見ながらも、ゴーシュもまた兄であるドロワットの案に異を唱えることはなかった。ドロワットはパッと顔を綻ばせ、ゴーシュの頭をゴリゴリと撫なでる。

「頼むぜ、ゴーシュ。頼りにしてるからな！」

「別にっ、兄貴のためじゃないから！」

「満場一致だね。よーし、それじゃあ頼むよ、ドロワット」

　最後にオズワルドが全員の思いをまとめてドロワットの肩をぽんと叩いた。

「ああ、お前に言われるまでもねぇよ。とっておきのやつぶちかましてやるから期待して待ってろ」

　俺が一流の魔法使いだってことを証明してやるさ。

　ドロワットは不敵な笑みを浮かべ、そう言い切った。
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「城が見えてきたな」

　歩くというより、ほとんど走るような足取りでやってきた私達は、視界の先に、ようやくオズの城を見つけた。

「あれが……。なんというか、我々の城とはだいぶ雰ふん囲い気きが違いますね」

「そうですね。なんだかすごく近代的というか……」

「科学技術ってやつだよ。オズワルドが言ってた」

　前を歩くリーヤさんが私達の疑問にそう答えてくれた。

「カガクギジュツ？」

（あれ？　ということは、オズワルド王子って……）

「おや、難しい顔をしてどうしたんだい、マイスウィート」

「何か気になることでもあるんですか？」

　メディさんとルークさんに問われ、私は近代的なお城からふたりに顔を向けた。

「あ、えっと、あくまで想像なんですけど、オズワルド王子って、魔法使いじゃないんじゃないかなって」

「え？　でも、オズの国の領地を治める多くの王子が、オズワルド王子の魔法によって願いを叶えてもらっているとのことですが」

　ナビはちらりと前を歩くリーヤさんの背中に視線を注いだ。

　リーヤさんはこちらを見ず、前を向いたまま素っ気なくうなずいた。

「ああ、確かに俺はオズワルドに願いを叶えてもらったけど」

　はっきりとそう言い切ったリーヤさんの背中が、ふいに微かに強張る。そして城からは少し離れた方角へと顔を向けた。

「……なんだ？」

　アヴィもそちらに何か気配を感じたようで、首を傾げている。

　何が見えるのだろう？　リーヤさんとアヴィの視線の先に目を向けると、遠く離れたところで、太陽のような輝きが見えた。

「……あれは、何？」

　戸惑ううちに、その光は淡く消えていく。

「あれは魔法だ！　しかもめちゃくちゃデカイ……！」

　リーヤさんは城ではなく、その光の出所の方へと足を向けた。

「リーヤさん、どこへ？」

「決まってんだろ！　あんなデカイ魔法を使えるのは何人もいない。ドロワットか、あるいはゴーシュか……わかんねえけど、あの光の出所で何かあったんだ！」

「つまり王子達は、城ではなくあの光が出現したところにいるってことか？」

　いち早くリーヤさんの言うことを察したアヴィもまた、彼に続く。もちろん私達も、オズの王子であるリーヤさんの言葉を信じ、巨大な光の出所へと急いだ──。
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　地面に描いた魔法陣は、円や星、直線を複雑に組み合わせたものだ。魔法陣は線を一本違えるだけで、効力を失う。迫り来るユメクイを殲せん滅めつさせるべく描いた魔法陣は、これまでドロワットが描いたものの中で、トップスリーに入るほどの大きさであった。

　ドロワットはひとつ息をつくと、休む間もなく詠唱を開始する。魔法陣同様、詠唱も決して間違えてはならない。

「ユメクイが……！」

　レオニーの叫び声にも、ドロワットは動じない。口調を乱さずに唱え続けた。

「皆、行くよ！」

　オズワルドの声を聞くより早く、ティンプラが襲いくるユメクイへと素早く走る。

　ドロワットが詠唱を終えるまで、そして描いた魔法陣に近づけないために、王子達はそれぞれの武器を手にユメクイに対たい峙じした。

　だがこの場にいるオズの王子達が、誰ひとり遭遇したことがないほど大量の数のユメクイが、どんどん押し寄せてくる。

「うわぁぁぁ───っ！」

　倒れかかったレオニーを背中から支えたゴーシュが、しっかりしろよ！　と叫んだ。

「レオニーの悲鳴は相変わらず見事だねぇ」

「オズワルド、この非常時に妙なことに感心してないでよ！　ちょっとレオニー、寄りかからないで！　自分の足で立て！」

「ぎゃぁぁぁ！　ゴーシュ……!!」

「しがみつくな──っ！」

「くそっ、しつこいな。ていうかレオニーもゴーシュもうるさい」

　黒髪を搔き上げながら、トトが苛立たしげに口を歪めた。

「取り囲むユメクイの数、およそ五十。このままでは三百秒後に全滅」

　こんなときでも、恐怖や焦りといった感情が滲まない声と表情で、淡々とティンプラが告げる。

「うーん、三百秒後か。厳しいねぇ」

　ぼやくようにオズワルドが呟いたその時、

「目を閉じろ──!!」

　詠唱を終えたドロワットの声が、王子達の耳を打った。

　刹せつ那な、太陽の如き閃せん光こうが、辺り一帯を照らした──。










「ふう……。お前ら、もう目開けて大丈夫だ」

　その声を合図に、オズワルド達は一斉に瞼を上げる。

　皆その場の光景に、大きく目を見開いた。

「おお～、すごいねぇ！　あんなにいたユメクイがみーんな消えちゃったよ」

「あ？　オズワルド、お前大魔法使いなんて呼ばれてるくせに何言ってんだ」

「すげえ、すげえ！」

　嬉うれしそうに跳ねながら、レオニーがドロワットに勢いよく飛びついた。

「いてえって！　そんな安心するのはまだ早はえぇよ」

「え？」

「……悪いが、全部は無理だったみてぇだ」

　ホッと安あん堵どしていた一行は、ドロワットの低い声に、すぐさま表情を引き締める。

「ユメクイの反応、街の方角に複数確認。こちらに向かってきます」

　ティンプラの報告に、それぞれが言われた方角へと目をやった。まだ姿は確認できないが、さらなる緊張感に、互いを見合う。

「ドロワット、魔法、失敗したってこと？　なら、もう一度」

「あのなあ、トト、失敗じゃねえよ！　ユメクイの数が多すぎんだよ！　それにこんだけ大規模なの、連発なんかできるかっての。もう魔力、ほとんど使い果たしちまったぞ」

「え、何それ。使えないなぁ」

「あ!?　ならお前が」

「おまえ、できもしないのに大口叩かないでよね。魔法っていうのはそう簡単に、息するようにはできないんだよ」

　ドロワットの声に被せるように、ゴーシュがずいと前に出て、トトを睨み上げた。

「何兄弟で庇かばい合ってんの」

「べ、別に庇ってなんかいないよ！　トトが何も知らないのに勝手なこと言うから腹が立っただけ！」

「それが庇っているってことなんじゃないの？」

「トト！」

「ああ、こらこら。こんな時に喧けん嘩かは──」

「ユメクイ、なおもこちらに接近。数、約五十。あと百八十秒ほどで接触します」

「五十!?　うわー、まだそんなにいるのかぁ」

　オズワルドは、うんざり、と息をつく。と、今まで黙り込んでいたレオニーが、唇をきゅっと引き結んで、おずおずと手を上げた。

「な、なあ、皆。オレ、考えたんだけど」

「あ？　なんだよ」

　ドロワットが言いづらそうにしているレオニーに水を向ける。だが先刻のトトの発言に苛立っているのか、ひどく尖った声こわ音ねだ。レオニーは肩を竦ませるが、自らを落ち着かせるように両手を組んで握ると、そろりと口を開いた。

「そ、その、さ。こうなったら、オズワルドだけでも守らねーか？」

「レオニー、いきなり何を言ってるんだい!?」

「だってさ、オズワルド……！」

「そうですね。最悪ボクらがやられても、オズワルドさえ無事ならどうにかなるかもしれません。──虹の国を発展させた大魔法使い……その力なら、あるいは」

「ティンプラまで……！　いやいや、待ってくれ。君達はやみくもに信じているけど、僕は神様じゃないし、科学だって決して万能じゃない。僕さえ無事ならって、それは短絡的……」

「俺もレオニーに賛成だ」

「ドロワット!?」

「すげぇ癪しやくだけどさ……オズワルドの魔法なら、きっと俺らがやられたとしても復活させられるかもしれねえ」

　ドロワットの隣に立つゴーシュも、兄に賛同するのか、こくりとうなずいた。

「そうだとするなら、お前だけは生かそうってのは間違ってねぇよな。あ、もし万が一のことがあったら、最初にこいつを復活させてくれよ。頼むぜ！」

　弟の肩をぐっと摑つかむ。ゴーシュはといえば、こんなときに何馬鹿なこと言ってんだよ、とドロワットの手を叩き落とす。そうして改めてオズワルドに向き直った。

「ってことだから……それでいいんじゃない？」

「……ゴーシュ」

「ぼくは気が進まないけど、まあ、他にいい案もないし、皆が言うんならいいや」

　最後にトトがそう言うと、オズワルドを指先でちょい、と招く。

「そういうわけだから、今は大人しく後ろに下がっててよ」

「君達……」

　オズワルドは、目の前に並ぶ五人の王子達ひとりひとりに、視線を配った。

　皆表情は様々ながら、いずれも曇りのない眼まな差ざしを向けてくる。その覚悟を受けて、オズワルドはひとつ息をついた。

「……ああ～もう、わかったよ、まったく。すぐ喧嘩する割に、こういう時は団結しちゃうんだもんなぁ」

　オズの王子達は、普段はまったく意見が合わないのに、ひとつ目標ができると皆真っ直ぐな想いで遂とげようとする。オズワルドは唇に笑みを浮かべた。

　今この場にはいないリーヤも含めて、自分が選んだ王子達だ。己の目に間違いはなかったと、ほのかに温かく、そしてどこか誇らしい気持ちになる。

　こんな時でありながら……否、こんな時だからこそ、彼らの王子たる資質を再確認できたことが嬉しかった。

「けど、無理は禁きん物もつだよ。それと、援護ぐらいは許してもらうからね」

　そう言いながらオズワルドが自らの武器である光線銃を構えた次の瞬間、ユメクイが現れた。

「いやぁ、さすがに多いねぇ。けど、僕らいい感じに団結しちゃったし、そう簡単にはやられはしないよ？」
















　ユメクイの数、およそ五十。

　絶望的な状況の中で、オズワルドは普段と変わらない不敵な笑みを浮かべる。

「さあ皆、オズの王子達の底力、ユメクイ共に見せつけてやろうじゃぁないの！」

　オズワルドは、オズの王子達を鼓こ舞ぶするかのように、高らかに叫んだ。
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「……どうやら一足遅かったようですね」

　うなだれるルークさんの足元には、空に昇る月の光を反射して、キラキラと輝く指輪が落ちていた。

「ああ……」

　私は小さくうめいて、美しい指輪を見つめた。

「くそっ、あいつら情けねえな……！」

　憎まれ口のように聞こえるけれど、リーヤさんはそう言ったきり悔しそうに黙り込んでしまう。握る拳こぶしが微かに震えているのを見て、なお一層胸が痛んだ。

「辺りにユメクイの姿はないようだよ」

　周囲を探っていたメディさんの声が、いつもより低い。

「ユメクイを追い払ったってことは、最後の最後まで抵抗し戦ったんだろう」

　呟くアヴィに、小さくうなずいた。

　指輪があった辺りを見回せば、あちこち地面が抉えぐれているうえに、強い衝撃を受けたのか、木々がなぎ倒されてしまっている。無残な様子は、ユメクイとの熾し烈れつな戦いを物語っていた。

　うつむく私に、ナビがそっと寄り添ってくれる。顔を上げると、その先にはリーヤさんの、鋭くも真剣な眼差しがあった。

　言葉はない。けれど自分以外のオズの王子様達──仲間を心配する瞳に、私は胸を衝つかれた。

「頼む」

「うん」

　アヴィの言葉に私はしっかりうなずいて、祈りを込めて胸の前で両手を組んだ。

　指輪は六つ。六人の王子様ひとりひとりに人生があり、未来がある。

　どうか、目覚めて──。

　目を閉じて、心の底から願った。
















「ん、う～ん」

　小さなうめき声が聞こえたかと思うと、彼はあいたたた、と頭を押さえる。丸眼鏡の奥の双眸が、ゆっくりと開かれた。

「やっと目が覚めたかよ」

　ぶっきらぼうな声に、丸眼鏡の男性は目を瞬かせる。

「ドロワット、どうして君がここに？　それに、……見慣れないその人達は？」

　ようやく彼の目が、私達の方へと向けられる。私はホッと安堵の息をついた。

（よかった、無事に六人目の王子様が目覚めて……）

　眼鏡越しにじっと視線を注がれて、私達は自己紹介をした。さらにここを訪れた経けい緯いも併あわせて説明すると、最後に目覚めた彼──オズワルド王子の寝ぼけ眼まなこがみるみるうちに生気を取り戻し、笑顔へと変わっていく。

「そうかそうか。君達が助けてくれたんだねぇ、本当にありがとう！」

　起き上がったオズワルドさんは私達ひとりひとりの手を取って、感謝の言葉を丁寧に贈ってくれる。

　最後に私の手を力強く握ったオズワルドさんは、人ひと懐なつこい笑顔でじっと見つめてきた。

「トロイメアの姫、ありがとう」

「いいえ。本当によかったです」

「おーい！」

　その時、オズワルドさんより先に目覚め、辺りの様子を見に行っていたオズの国の王子達がこの場に戻ってきた。

　最初に駆け寄ってきたのは、夜目にも鮮やかな、金髪の王子、レオニーだ。

「よかった、オズワルドとドロワットも目覚めたんだな！」

　嬉しそうに笑うレオニーに続いて、黒髪で長身の王子、トトくんも続く。

「ふたりが寝てる間、とりあえず城と街を見てきたよ」

「ああ、ありがとう。被害状況はどんな感じだい？」

「負傷者ならびに建物などの破損、少数。死者、重傷者いずれもなし。建物の倒とう壊かいなどの深刻な被害も見られませんでした。以上を踏まえ、緊急性は低いと判断します」

　胸元のハートの飾りが印象的な王子、ティンプラさんが、まるでコンピュータのようにスラスラと告げる。その報告に、オズワルドさんはもちろん、私も胸を撫で下ろした。

（深刻な被害がなくて、本当によかった）

　王子達六人が眠りにつくほどだ。きっとたくさんのユメクイが襲いかかってきたのだろうから、城内や街の様子も心配だったのだ。

「そうかぁ。うんうん、ひとまず安心したよ」

「はい。詳細な被害状況については、後ほどまとめてオズワルドの端末に送る形で良いでしょうか？」

「ああ、それで大丈夫。いやぁ、ティンプラ、とっても助かるよー」

「了解」

　オズワルドさんとティンプラさんの会話を聞いていたルークさんが、思わずといったように感かん嘆たんの息をつく。

「ティンプラ王子、すごいですね」

「ああ。これだけ迅じん速そくに被害状況を分析・報告できるなんて、相当場ば馴なれしているんだろうな」

　返すアヴィも、感心している。本当にすごい、と私もこくこくうなずいた。

「場馴れ……。それは確かに当てはまります。ですが何より、ボクはサイボーグ。情報処理能力は人間より高く設定されています」

（サイボーグ……！）

　印象に残るティンプラさんの胸のハートの飾りの中に歯車を見つけて、小さく息をのむ。

「そう、彼は体の半分が機械でできている人間なんだ」

　オズワルドさんの説明に、私達は大きく目を瞠みはった。

「き、機械!?」

　素直に驚きをあらわにするルークさんとは逆に、メディさんはといえば、目をラン、と光らせてティンプラさんへと歩み寄った。

「すごく興味深いね！　ちょっと体に触らせてもらってもいいかい？」

　聞きようによってはすごく危ないメディさんの望みに、けれどティンプラさんは狼ろう狽ばいも憤いきどおりもせず、はい、と簡単にうなずいた。

「ですがそれは後日にてお願いします。ボクはそろそろ自分の領地に戻りたい」

「オレも。ソイツらの話だと、ドロワットの領地にもユメクイが出たらしいし、城や街の皆のこと、心配だからさ」

「俺も帰る。城の奴ら、すげぇ心配してるみてーだからな」

　ティンプラさんに続いて、レオニー、ドロワットさんも口早にそう言う。

「ゴーシュも帰るだろ？」

「もちろん」

「会議はまた後日ってことで」

　ドロワットさんの弟というゴーシュくんも、私達をここまで連れてきてくれたリーヤさんも彼らと同じ気持ちのようだ。

　確かに、これほどのユメクイに遭遇した後なのだから、自領が心配になるのもわかる。

「みんな帰るの？　じゃあぼくも」

　そんな王子様達の中で、ひとりマイペースにそう告げたのはトトくんだった。

　自分以外の六人のオズの王子様達の言葉を受けて、オズワルドさんはうなずいた。

「道中ユメクイに襲われないとも限らないから護ご衛えいをつけさせてもらうよ」

「よかった～～。護衛、マジで助かるよ。ありがとな」

　レオニーは大きく安堵の息をつくと、拝おがむようにしてオズワルドさんに礼を言っていた。

「どういたしまして、ああ、トロイメアの姫君達、ぜひお礼をさせてほしい。バタバタしちゃいそうだけど、一緒に城まで来てくれないか」

「礼なんて別にいい。それよりも、少ないとはいえ被害が出てるんだろう？」

「復興作業、微び力りよくながら私達も手伝いますよ」

　アヴィとルークさんがそう言うと、オズワルドさんは一瞬戸惑うように瞬きをした。

「えぇ？　それはとってもありがたいけど……そんなことまで頼んじゃっていいのかい？」

「もちろんです」

　ユメクイの被害に見舞われた国を放っておくなんてできない。ナビもうなずいている。

「手伝えることがあったらなんでも言ってくれたまえ。このボクが華か麗れいに解決してみせよう！」

　メディさんはいつもちょっと大おお袈げ裟さだけれど、そんな彼の陽気な声に、戸惑っていたオズワルドさんは、じわりと顔を綻ばせた。

「君達、ありがとう。ぶっちゃけ結構大変そうだなぁって思ってたから、本当に心強いよ」

「──ねえ」

　満面の笑みを浮かべるオズワルドさんに、私も笑顔になった──ところで、ひっそりと呼びかけてくる声があった。同時に、服の裾すそをそっと引っ張られる。

「えっと、トトくん、……だったよね。どうしたの？」

　なんだか神妙な顔をしているトトくんを、戸惑いながら見上げると、前髪がふわりと触れそうなほど顔が近づいてきた。

「あのね、オズワルド、ああ見えてすごくずる賢がしこい人だから気をつけて。いいように使われないでね」

　まるで内緒話をするかのように、そっと耳打ちされる。

（えっ？　いいように、って……）

　心配そうに見つめられてうろたえる。

「なんと、それは本当かい？」

　小声だったのに、メディさんには聞こえていたらしい。私の心の声を代弁するかのように、メディさんが高らかに声をあげる。すると、神妙な顔をしていたトトくんがスッ、と表情を消した。

「気易く話しかけないで。そっちのあなた達の心配はしてないから」

「えっ？」

「な、なんだ、ずいぶん態度が違うじゃないか」

　トトくんの豹ひよう変へんぶりに、私だけでなく皆が驚きの表情を浮かべる。

「ははっ、びっくりしたかい？　トトは僕に負けず劣らずの食わせ者だからねぇ」

　トトくんに「ずる賢い人」なんて言われたのに、オズワルドさんはそんなことなど意に介さず、飄ひよう々ひようと笑った。

「わ、悪い。ソイツ、男にはやたら冷たくてさ……」

　別にレオニーが悪いわけではないのに、トトくんの代わりに謝ってくれる。

　相手のことをよく知っているからこそ、こんなふうに軽口も言い合えるんだろうな、とオズの王子様達の仲の良さを見せてもらった気がする。

（なんだか微笑ましいな）

「なあなあ、それよりさ、手伝いが終わったら、アンタ達もオズワルドに願いを叶えてもらったらどうだ？」

「え、願い？」

「レオニーにしてはいいこと言うじゃねえか。散々世話になったしな。オズワルド、そうしてやれよ」

　リーヤさんまで勧すすめてくる。

「だろ？　ユメクイを退治した上にタダ働きなんて、割に合わねーし。なっ？」

「いいんじゃない？　ねえ、オズワルド」

　前を歩いていたゴーシュくんが、にやりと悪戯いたずらっぽく笑いながら振り返った。

「いやいやいや、勝手に話進めちゃ駄ー目だってば」

　結けつ託たくする王子様達に苦笑しつつ、オズワルドさんは肩を竦める。

「手伝いのお礼はもちろんするけど、僕はしがないエンジニアのおっさんなんだからさぁ。何度も言うようだけど、願いを叶えるだなんて大それた力はこれっぽっちもないんだって」

「でも、昔はオレらの願い、叶えてくれたじゃねーか」

　純じゆん粋すいな、真っ直ぐな眼差しで、レオニーはオズワルドさんを見つめている。

「そりゃ……、まだちゃんとあるかは微妙だけど、あの時オレ、確かにオズワルドから勇気もらったんだしさ」

（……勇気）

「ティンプラにだって、心、やったんだろ？」

「うーん、だから、それは魔法の力じゃなくて」

（そして、心。……それに魔法じゃないって、やっぱりあの童話にそっくり）

「皆さん、すみませんが急いでいただいても良いでしょうか」

　領地の様子が心配なのか、今まで黙っていたティンプラさんが口を開く。

「おっと、ごめんごめん。そうだったね。さ、皆、急いで城に向かおうか」

　一行は歩調を速めてお城に向かった。

　目指すお城は、月明かりに照らされて、威風堂々と聳そびえ立つ。これまで見てきたものと異なり、一風変わったお城だけれど、壁や尖塔をキラキラと光らせるメタリックな金属や、夜空へと立ちのぼる蒸気を見ていると、なんだかわくわくしてくる。

　そう、それは、胸をときめかせながら童話のページをめくった、幼い頃のように。

　虹の国・オズ。

　ムーンロードに導かれやってきたこの国で出会ったのは、魔法の使えない大魔法使いや、サイボーグなどの、どこか風変わりな王子様達。

（オズの国の、王子様）

　心の内で、今日出会った王子様達の名をひとりひとり確かめるように呟いていると、ふいに前を歩いていたオズワルドさんが、私を振り返った。

「んー、なんだか楽しいことが起こりそうな予感がするね」

「は、はあ……」

　オズワルドさんが嬉しそうに笑みを零す。

（楽しいこと……。どんなことが待っているんだろう）

　向けられた微笑みに、なぜだかドキドキする。

　それはまるで魔法にかけられたよう。

　不思議な高こう揚よう感かんが湧き上がってきて──私はそのときめきを抱きしめるように、そっと胸に手を当てた。
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「砕さい牙がさん、お疲つかれさまでした！」

　記録の国・レコルドで開かい催さいされていたプリンスアワード。

　その表ひよう彰しよう式しきを終えてホテルにもどってきた砕牙さんに、私はぺこりと頭を下げた。

「たくさんいらっしゃる王子様たちの中で選ばれるなんてすごいですね！」

　たまには王子たちの顔を拝おがみにゆくのもよかろう──

　そんなふうに、物もの見み遊ゆ山さんのようにレコルドにやってきた砕牙さんだったけれど、大勢いる王子たちの中から、なんとドリームクラウンの称号を獲かく得とくしてしまったのだ。

「うぬも大たい儀ぎであったの」

「私はそんな、みなさんにくらべれば全然」

　私も来らい賓ひんとして表彰式の会場にいたのだけれど、ドリームクラウンの称号を獲得した砕牙さんは表彰式のあともひっぱりだこで、私は一足先に宿泊先に帰らせてもらっていた。

「砕牙さんがみなさんから愛されていること、私もうれしいです。砕牙さん、なにか欲しいものとか、どこか行きたいところとかないですか？」

「欲しいもの？」

　意外な言葉を聞いたように問い返す砕牙さんに、「ええ、だってせっかくの記念ですから」と私はうなずいた。

「すでにみなさんからたくさんお祝いをいただいていると思いますけれど、私からもなにかプレゼントさせてください」

　はりきって告げた私だったけれど、「欲しいもの、か……」と砕牙さんは考えるそぶりで視線を逸そらした。

（あれ？　あんまり喜んでもらえてない……？）

　そして視線を向けた窓から見える街下のにぎわいに、砕牙さんはぽつりと漏もらした。

「なんとも気ぜわしいものよ……」

　その声こわ音ねもまた、いつもの砕牙さんとどこかちがっていた。

　たしかに高層のレコルドの宿泊先の窓から見える風景は、砕牙さんの国とはかけ離れたものだ。レコルドの街自体の人口が天てん狐この国・伊い呂ろ具ぐの比ではないし、プリンスアワードのために各国から人が集まっているので、街はいつにもまして騒そう々ぞうしい。

（いつもの砕牙さんなら、そんな目まぐるしい人々の様子も愛めでるように眺ながめているのに……）

　しかし物もの憂うげな風ふ情ぜいで、いつもはぴんと立っている耳も、いまは黒い先が心もち垂たれている気もする。

（お疲れなのかな……？）

　プリンスアワードで表彰を受けてきた砕牙さんは、いつもの着物ではなく洋風の盛せい装そうだ。

　とてもよく似合っているけれど、普段の着物と違って首元や肩かた幅はば、袖そで口ぐちまでかっちり締しめつける服なんて着き慣なれてないだろうし、肩からかけたマントも気にかかっているのか、その下にある揺ゆれる尻尾しつぽに合わせてマントがふわふわとそよいでいる。

　涼すずしい顔で写真撮影などをこなしていた砕牙さんだけれど、式典を終えて、どっと疲れが出てきたのかもしれない。

（疲れているときに誘われても迷惑だよね。どうしても今日のうちにお祝いを言いたくて押しかけてしまったけど、申しわけなかったかな……）

「ごめんなさい。もう遅いですし、お休みになりますよね」

「うぬは帰るのか？」

「あ、はい。また明日あらためて──」

　うかがわせていただきますね、と頭を下げかけたところ、

「ならばここにいよ」

　え？　と思うが早いか、砕牙さんにちょん、と額ひたいを押されて、よろめいた私は思わずベッドの上に座りこんでしまった。

　そんな私のかたわらに砕牙さんは手をついて、顔を近づけてくる。

（砕牙さん、なにを……）

「我われが欲しいものは、うぬのほうがよくわかっておろう？」

　どきりとした私が思わずうつむくと、式典用の白手袋をはいた砕牙さんの手が私の前髪に触れた。かすかに額に触れたその指先に、どくどくと鼓こ動どうが高鳴る。

　こわばる身体からだをたたく心音はあまりにおおきくて、砕牙さんにまで聞こえているのではと思えば思うほどさらに鼓動が速まって、私はぎゅっと目をつむった。

　──けれど、それ以上なにもないまま砕牙さんの手の感触が消えて、あれ？　と思って目を開けると、砕牙さんは苦笑まじりの吐と息いきを漏らして私から離れるところだった。

　そしておもむろにベッドに横になると、私の膝ひざの上に頭を載のせた。

「──！　さ、砕牙さん……!?」

「うむ。やはりうぬの膝は居い心地ごこちがよいのう」

「～～～～!?」

　私の膝の上から見上げてくるあざやかな翠すい緑りよく色の瞳。切れ長の美しい目にまっすぐに見つめられて返答にとまどう。

　すると砕牙さんはふっと目を細めて、美しい弧を描いていた瞳をそのまま閉じた。

「うぬがどこに連れて行ってくれるものか、楽しみにするとしよう」

　砕牙さんの長い睫まつ毛げが呼吸に合わせて規則的に揺れる。やがてその呼吸はおだやかな寝息へと変わった。

　ベッドの上にふたりきり、そんな状況にもかかわらず、ほっとすると同時に申しわけない気分になった。

（……よっぽどお疲れだったのかも……）

　夢世界にも人が多くにぎやかな街はたくさんあるけれど、いまのレコルドほどのにぎわいはめずらしい。あんなに大勢の人に取りかこまれて人の熱気に当てられたら、気疲れしてしまうのも無理もない。

（あ、そうだ。こういうのはどうかな）

　ふと思いついた『プレゼント』に、喜んでもらえるかな……と私は眠りつづける砕牙さんのやわらかな髪を撫なでた。
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「本当にここでよかったのか？」

「はい！」

　翌日、私たちがムーンロードを通ってやってきたのは、天狐の国・伊呂具──砕牙さんの国だった。

「そういえばゆっくり回ったことなかったなって思いまして」

「しかしうぬにも貴重な休みであろう。若い娘が好む場所ならばほかにあろうに」

「砕牙さんの国をよく見てみたいんです。案内してもらえませんか？」

「うぬが喜ぶようなものがあればよいのだが」

「いつも砕牙さんがどんなふうに暮らしていらっしゃるか見てみたいなって……砕牙さんは別のところがよかったですか……？」

　おそるおそる訊たずねると、

「いや？　うぬが望むならそれがよい」

　本当にうぬは変わった娘よのう──

　砕牙さんは苦笑まじりにそうこぼすと、細い山道を先導しはじめた。

「どこに行くんですか？」

「我が毎朝参っておる山頂の社やしろだ。天狐を祀まつっておる」

　言うなれば我らの遠い先祖のようなものだな、と砕牙さんは天狐の国の成り立ちを説明しながら、舗ほ装そうされたレコルドの道よりよほど大変な山道を、着物姿でするすると登っていった。

　今日は砕牙さんの体調も顔色もいいようで、私はほっとする。

（普段の砕牙さんはこんな山中で過ごしているから……普通の人より感覚が鋭するどそうだし、やっぱり昨日は騒そう々ぞうしい人たちの〈気〉にあてられてしまったのかも）

　ほっとしながら後ろをついてゆくと、ふと砕牙さんがふり返った。

「うぬの足ではこの山道はつらかろう」

「いえっ、そんなことは！　頑がん張ばってついていきますから！」

「無理をするでない。怪け我がでもすればなんとする──ほれ」

　そう言って砕牙さんは手を差し出し、私はおずおずとその手を取った。

　砕牙さんのすこしひんやりした手に引かれていると、山の霊気が流れこんでくるような気がした。

　頭上を覆おおう木々の葉は擦ずれ、露つゆに濡ぬれた草木の匂い、遠い山鳥の声──普段気にしていないような自然の息い吹ぶきを感じる。

　山頂につくと、冷えた山の清し水みずで手を洗い、口をすすいで身を清める。そして社に向き合うと、神しん妙みように手を合わせた。

　砕牙さんのご先祖様にご挨あい拶さつのつもりで長くお祈りしてしまったのだが、顔を上げると砕牙さんはまだ静かに祈りを捧ささげていた。

　すらりとした長身、涼やかな立ち居と澄すんだ横顔。普通の人とはちがう澄んだ空気を感じる。

（まるで砕牙さん自身が神様みたい……）

　すこし遠い人のように感じてしまったが、念入りにお参りをしていた砕牙さんが尻尾をふぁさっと振ってふり返ると、そのしぐさが愛らしくて思わず笑みがこぼれた。

「さて、次はどこに行くとするか」

「お城にもどってご飯にしませんか？　よければ、私がつくります」

「ほう、うぬの手料理か。それは楽しみじゃのう」

　しかし山を下りはじめてほどなくのことだ。私の頭上に雫しずくが落ちてきた。

（あれ？）

　にわか雨かと思って見上げたが、空は晴れている。木の葉から朝露がこぼれてきたのかと思ったけれど、ほどなくして、さあ──とやわらかな雨音が山を満たしはじめた。

「ああ、また降られてしまったか」

　砕牙さんは慣れた様子で赤い和傘をひろげる。その様子はまるで山に大輪の花が咲いたかのようで、着物姿に実によく似合っている。

「ほれ、こっちに来ぬと濡れるぞ」

「は、はい……」

　ぼうと見み惚とれていた私は砕牙さんに手を引かれ、引き寄せられるままに身体を寄せる。すると頭ひとつ高い砕牙さんがさした傘は、私の頭上のはるか上にあった。まるで大樹の陰かげで雨宿りしているようだ。

「下り道はぬかるみに足を取られる。いったん社にもどるとしよう」

　砕牙さんにうながされるまま社にもどって、私たちは境内の軒のき下したを借りて階きざはしに腰を下ろした。

　すぐに引き返して来たつもりだが、屋根の下であらためて見下ろすと衣服は思いのほかしっとりと湿っている。

（あ、砕牙さんの尻尾も濡れてる……）

　おおきな傘だったが、長い尻尾までは入りきらなかったらしい。私はハンカチを取り出して、雨水をたっぷりふくんだ尻尾を拭ふこうとすると、

「我よりうぬのほうが先であろう」

　と、尻尾にするりと逃げられてしまった。

「ほら、髪が濡れておるぞ」

「いえ、私は傘に入れていただいたのでたいしたことありません」

　そう遠えん慮りよしたものの、砕牙さんが袖口から取り出したおおきな手しゆ巾きんを頭からふわりとかぶせられてしまって、視界の利きかなくなった私はおとなしくされるがままになるしかなかった。

「砕牙さん、準備がいいんですね……」

「我はよく雨に降られてしまうのでな。まあ、山にとっては恵みの雨ゆえ悪いことでもないのだが、うぬには災さい難なんであった」

　そう告げると砕牙さんは不意に抱きすくめてきて、私は砕牙さんの袖にすっぽり覆われてしまった。

（えっ……!?）

「ほれ、こんなに冷えておる」

　と砕牙さんは私の顔に頰ほおを寄せる。肌でじかに体温を測はかられてしまい、思わずかあっと顔に血がのぼった。

「こっ、これくらい大丈夫ですから！」

「大丈夫なものか。放っておいて風か邪ぜでもひいたらなんとする」

「いえっ、本当に大丈夫なので……！」

　しかしあわてふためく私を抱きすくめたまま、砕牙さんはぽつりとこぼした。

「いくら丈夫といっても、そなたら人はすぐに儚はかなくなってしまうからのう」

「……え？」

「この熱も、鼓動も、我われの瞬まばたきほどの間に消えてしまうと思うと……な」

「──！」

　その一言に私は目を見開いた。
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　──我の瞬きほどの間に消えてしまうと思うと……な。

　一拍遅れてその言葉を理解した私は、砕牙さんの身体を押し返した。

　とはいえ私の力では砕牙さんのおおきな身体を動かせるわけもない。力に気持ちを載のせて腕半分くらい距離を取ると、砕牙さんは驚いたように目を丸くしていた。

「……どうした」

「私、は……」

　つづきを告げようとしたが、悲しい気持ちが胸のうちを一色に染めて、言葉が出てこなかった。

（そんなことわかってたのに……）

　砕牙さんは長命な種族で、すでに一〇〇〇年の時を生きた人だ。普通の人間の一生を何度も見送ってきたことだろう。そして私はほかの人とおなじように百年ほどしか生きられない。砕牙さんにとってまさに瞬きほどの間に消える存在だ。

　ふたりの間に流れる時の流れは等しくない。ずっと一緒にはいられない──そんなことはわかっていた。

　それでもせいいっぱい側にいたい、おなじ時を過ごしたい。そう思っていた。それなのに。

（砕牙さんが私と距離を感じていたなんて──）

　人は儚きもの。瞬きのうちに消え去るもの。私はただ、今という時を一緒にいるだけの存在にすぎない。

　思わぬかたちで突きつけられた気持ちの溝みぞに、目め許もとが熱を帯びはじめた。

「なぜ泣く」

　とまどいまじりの声だった。普段のすべてを見通しているような砕牙さんの声とはちがう響ひびきだ。

「うぬに泣かれるのは、つらい」

「私だって、ずっと砕牙さんの側にいたい、です……」

　いまを満たすためだけの存在ではなく、生しよう涯がい寄り添そえる存在でありたい──

　すると言葉を受け取った砕牙さんは息をつき、その吐息が私の記憶をかすめた。

（これってたしか、レコルドで……）

　なんとも気ぜわしいものよ──そう言ったときの吐息だった。

「一〇〇〇年も生きておると様々なものを目にする。我は過ぎゆく人の生を幾いく度どとなく見送り、理解し、そして慣れた。

　式典にも老いも若きも多くの人がおった。この国では目にすることもないほど多くの者、そしてあの場に集うことができなった者たちから多くの愛をもらったのはうれしい。儚き者たちが、かぎられた時を謳おう歌かしているさまに我もまた生きる力をもらった気がしておった。──だが今年はいままでとちがう感かん慨がいがあった。あの者たちもいずれいなくなってしまうのだ、とな」

　そうして砕牙さんは私を見つめて告げた。

「それはうぬと出会ってしまったからやもしれぬのう」

（私……？）

「人も花も散らばこそ、咲いているいまが美しい。うぬに会うまではそう思っておった。だが花を愛でていられるのは来年の花あらばこそ。花は来年も咲く。だがうぬの代わりはおらぬ。そう思うと、いままでのように微笑ましいと眺めていられなくなった」

　そう告げると、砕牙さんは壊れものに触れるように私を袖そででそっと抱きしめた。

　いつもの包み込むような優しい抱ほう擁ようではなく、消えてしまうのではないかとおそるおそる触れるように、はるかに小さい私にすがるように抱き寄せてくる。

　かすかにしめった着物から砕牙さんのぬくもりが伝わってきて、砕牙さんは白状するように告げた。




「──我が欲しいのはうぬだけだ」




「……！」

「幾いく万まんの者たちからの祝福、まことありがたいと思うておる。だが、我はうぬがいればそれでよいのだ」

（それって……）

『なにか欲しいものとか、どこか行きたいところとかないですか？』

　そう訊ねたとき、せつない息をついていたのは。

（私を失うのが哀かなしかったから……？）

　式典の会場で大勢の人と接し、人の一生は儚いものだとあらためて感じて、私とおなじ場所で、私とおなじ目線で時の流れを見てくれた。

　だからこそ感じてしまったのだ。『人』の短い命の終しゆう焉えんを。

　けれどふたりの間に横たわる事実に向き合ってくれたのは、私への想おもいの証あかしだ。

「うぬといると心が揺れる。いままで知らなかった我に気づかされる。楽しいことも苦しいことも哀しいことも、知らない我に気づいてばかりだ。

　ずいぶん長く生きてきたというに、いまさらながらに気づかされることがあろうとは、な……」

　自じ嘲ちようまじりの吐息とともに、砕牙さんはそう漏らした。

（砕牙さん……）

　言葉にできない想いがこみあげてきて、私は砕牙さんの頭に両腕をまわす。そしてその想いと共に砕牙さんを抱きしめて、かすかにしめった砕牙さんの耳にくちづけを落とした。

「……！」

　耳がぴくっと反応して、砕牙さんが私を見上げてくる。
















　いつも長身に見下ろされてばかりなのに……と思うとすこし笑みが湧わいてきて、私は口を開いた。

「──大丈夫ですよ。私はずっといますから」

　ふたりに流れる時の長さはちがう。それはどうしようもないことで、私が砕牙さんの一生にどれほど寄り添っていられるかわからない。けれどそれでも一緒にいられる『時』をせいいっぱいの気持ちで側にいたい。

「砕牙さんが時間を忘れるくらい、ずっとずっと側にいます。だからなにも心配しなくていいです」

「………」

　砕牙さんは呆ぼう然ぜんと私を見つめていたけれど、やがて砕牙さんの手が私の首筋に伸びてきて、引き寄せられるままに抱きしめられて、くちびるがかさなった。

　吐息が混じりあい、そのぬくもりが教えてくれる。たとえ長さに差があっても、ふたりの間に流れる時間にちがいなどないのだと。

　たがいの気持ちを感じあって、寂さびしさを埋めあうと、砕牙さんが告げた。

「……我は疲れておったのかのう」

　レコルドに満ちていた人々の熱狂的な空気。来賓としてその場にいた私でも圧倒されたくらいだから、参加者としてその場にいた砕牙さんはなおさらだろう。

「ええ、だから行き先をこの国にしたんです」

「……？」

「式典がいそがしかった分、ここでゆっくりすごしましょう。これが私からのお祝いです」

　すると砕牙さんは思いがけないことを聞いたように目を見開き、そしてその切れ長の目を細めた。

「──そうか」

　うれしいことよ。その言葉とともに濡れている尻尾がふさふさと揺れて、こちらまでうれしくなって笑顔がこぼれた。







　それから、たがいの髪と尻尾を拭きおわってもなお、雨がおさまる気配はなかった。

「まだやみそうにないですね」

「ふむ……やませてみるか」

　膝枕が気に入ったらしい砕牙さんが私の膝の上でつぶやく。

　たしかに雨をあやつる砕牙さんの力をもってすればできることなのだろうけれど、私は「ダメですよ」とやんわりと制した。

「きっとこれは、ここでゆっくりしていきなさいっていう神様のお告つげです」

　こういう、ふたりで過ごすなんでもない時間がとても愛いとおしい。

「今日も、明日も、明後日も、この国でゆっくりすごしましょう」

　そう告げると、「そうか」と砕牙さんもやさしく微笑んだ。

「明日はなにをしましょうか」

「うぬの手料理が食べたいのう」

「はい。なにかリクエストはありますか？」

「いなりがよい。油あげは出だ汁しがたっぷり染しみたもので頼む」

「はい、わかりました。お出汁たっぷりのおいなりさんですね」

「おこわは山菜を入れても美う味まい。明日は山菜採とりにゆくか」

　やさしい雨とゆったりした時間に心が軽くなったためか、砕牙さんは次々に要望を出してくる。

　うれしくなって、私もはいはいと受け入れていたのだけれど、

「ともに温泉にも行きたいのう」

　その一言に返答に詰つまってしまった。

「それは……」

　天狐の国の露天風呂は、元の世界のように男女別になっているんだろうか？

　そんなことが気になってとまどっていると、

「べつに遠くに行かずとも、城のほど近くの山間によい湯が湧いておってな。我も兄上も気に入っておる。城の者にも評判がいい」

　などと砕牙さんはつづける。

（私が気にしているのは温泉までの距離じゃなくて……）

　だって一と緒もに温泉にってことは──

「どうじゃ？」

　そう問われて、顔が赤くなって言葉に詰まる。

　けれど私は高鳴る鼓動を落ち着かせると、背中をかがめて砕牙さんの耳元に口を寄せて、

「……陽が落ちて、人目がなくなってからですよ」

　そうこっそりささやくと、砕牙さんの耳がぴくんとうれしそうに揺れた。


おわり

































　今にも雪が降りそうな凍こごえた空気を肌に感じ、私はそっと頰ほおに手をやった。冷たい。

　吐く息も白く、夜の闇やみにふわりと溶けてゆく。

　ふるりと肩が震えるけれど、夜空を見上げれば、びっくりするほどたくさんの星がきらめいている。私はつかの間寒さを忘れて感かん嘆たんの息をついた。

（なんて綺き麗れい……）

「姫様、寒くはありませんか？」

「大丈夫だよ、ナビ。ありがとう」

「ナビを抱っこしたらあたたかそうねぇ。もふもふふかふかだもの」

　ふふ、と艶あでやかに笑ったのは、旅の仲間のひとりで、紅こう梅ばい国こくの王子、白びやく葉ようさんだ。緩ゆるやかに波打つ淡あわい色合いの長い髪、そして初めて会った時には本当に驚いたのだけれど、白葉さんは化け粧しようを施ほどこしている。それがとっても似合っていて、キリリと赤い唇くちびるもほんのりと目め尻じりに引いた紅べにの色も、本当に美しい。

「ナビだってきっとその方があったかいわよ」

　白葉さんがナビに手を伸ばす。それを、ぼ、ぼくは湯たんぽではありませんから～、と言って避よけ、ナビはアヴィのもとへと走った。

「いやぁ、それにしても寒いね！　寒すぎて絵筆を握る手が震えるよ！」

「こんな時に絵筆を握る必要なんてないでしょ。メディ、歩きながら絵でも描くつもり？」

「芸術家たるもの、いついかなる場合でも心の中に絵筆を持ち続けなければならないのだよ、ヒナタ！」

「ちょっとぼくメディの言ってる意味全然わかんない。ルーク、わかる？」

　大好きなクマのぬいぐるみのモモちゃんをぎゅっと抱きしめながら、隣を歩くルークさんを見上げるのは、おもちゃの国・フェアベルクの王子、ヒナタだ。

　ピンクを基調とした装いのヒナタは、大きな目をさらに見開き、愛くるしい表情でルークさんを見上げる。

「メディの言うことは気にしなくていいですよ」

「なぜだい！　なぜボクの言うことは気にしないのだね！」

　叫ぶメディさんの横で、白葉さんはぶるぶると身を震わせた。

「それにしてもこんなに空気が乾いて冷たいと、お肌が荒れちゃうわねぇ。あんたも気をつけなさいよ」

　そう言って、私の頰に掌てのひらをぴたりと押し当ててくる。

「あらっ、あたしの掌より冷たいじゃない！」

　白葉さんは、触れるだけではなく頰をむにゅむにゅするものだから、私は目を白黒させた。

「び、白葉さん……！」

「ああ！　白葉ずるい！　何勝手に触ってんの！」

「やわらかいわねえ、あんたのほっぺ。触り心地ごこち抜群」

「ちょ、白葉、さ……」

「白葉、あまりこいつを困らせるな」

　そう言って白葉さんを諫いさめてくれたのはアヴィだった。白葉さんは肩を竦すくめて手を離してくれる。私はほっと安あん堵どの息をついた。

（ありがとう、アヴィ）

「寒いがその分空気が澄すんでいて心地いいな」

「えっ、アヴィ、あんたこの寒さが心地いいなんてどんだけ暑がりなの？」

「この程度騒ぐほどじゃないだろう」

「……人並みはずれた健康優良児ね」

　ぼそりと呟つぶやいた白葉さんに、アヴィの目元が微かすかに険けわしくなる。

（わわ……！）

「ね、ねえナビ。ここはなんて国かな？」

「ここは精霊の国・セクンダティですね。とても広大な国ですよ」

「精霊？」

「はい。炎、水、土、風、雷かみなり、氷など、自然の力を司る精霊達がいて、それぞれの精霊を守護し、恩恵を受ける一族が集まっている国です」

「精霊の加護と、魔法の力で発達してきた国だな」

　アヴィの補足に、ナビがはい、とうなずいた。

（精霊って、どんな姿をしているんだろう。私にも見えるのかな？）

　ファンタジーの物語の挿さし絵えで見かける精霊を思い浮かべ、私は胸にときめきを覚える。

　けれど、浮き立つような気持ちは、長くは続かなかった。

　先刻までアヴィが言ったように、寒くても空気が澄んで、星々もたくさん見えていた。それなのに、次第に周囲の雰ふん囲い気きが変わっていったのだ。

「風ふう光こう明めい媚びなところだって聞いていたけれど……」

　歩を進めるほどに、辺りは重く深い暗闇に包まれてゆく。

「なんだか、どんよりとした雰囲気ですね」

　そう呟いたその時、

「カルト様！　カルト様──！」

　夜闇の中では、巨大な黒い塊かたまりのように見える大きな森。その森の先から、ひどく慌あわてた声が耳に飛び込んできた。

「カルト様？」

「氷の一族のカルト王子のことでしょうか？」

　私達は互いに顔を見合わせる。最初に行動を起こしたのはアヴィだった。

「何かあったようだな。行ってみよう」

　その声を合図に、うなずき合った私達は、声のする方へと向かった。

　森の奥に進むと、兵装の男性がふたり、松たい明まつを持って辺りを歩き回っている。

「あの、どうかされたのですか？」

　声をかけると、ひとりがハッとこちらに顔を向けた。

「旅の方々か？」

　はい、とうなずくと、兵士さんは焦あせった口調で続けた。

「すまないが、この先でカルト王子を見かけなかっただろうか？」

「いいえ、あなた方に会うまでは誰だれも見かけていません」

　私の言葉に、兵士さん達はがっくりと肩を落とす。

「カルト王子の行方ゆくえがわからないのですか？」

　問いかけに、兵士さんは一国の王子の現状を話すわけにはいかないのか、用心するように口を噤つぐんだ。そんな彼らの前に、ナビが一歩踏み出す。

「申し遅れました、ぼくはトロイメア国の執しつ事じをしております、ナビと申します。そしてこちらがトロイメアの姫です」

　私は兵士さん達に頭を下げて挨あい拶さつをする。

「まさか、トロイメアの……！　知らぬこととはいえ、失礼いたしました」

「いいえ。あの、カルト王子のことを教えていただけませんか？」

　兵士さんのひとりが代表して口を開く。

「ここのところ、精霊の国にもユメクイが現れておりまして、他の一族でも数人の王子の姿が消えたと国中が混乱しております。そこへきて、我らが一族のカルト様の行方もわからなくなり……」

「ユメクイが増えてるって」

「ああ」

　白葉さんとアヴィが難しい顔をして見合う。私も小さく唇を引き結んだ。

　その時、辺りをうかがうように耳を欹そばだてたナビが、ハッと息をのんだ。

「指輪の気配がします」

「それならば、そこへ向かわないとだね！」

「夜の闇はユメクイが出やすいわ。あんた達は城に戻りなさい」

　白葉さんの言葉を受けて、兵士さん達は礼とともに、深く頭を下げた。

「さ、行こう！」

　彼らと別れた私達は、指輪の気配のする方へと急ぎ歩き出した。










　兵士さんから預かった松明の火が、暗い森の中を照らす。パチパチと爆はぜる音以外、聞こえるものはない。

　これだけ大きな森なのだから、夜行性の鳥や動物の鳴き声が聞こえてきてもおかしくないのに、痛いくらいの静せい寂じやくばかり。空気は歩を進めるほどに重苦しくなっていき、私は緊張を逃すように、呼吸を整える。

「あっ、あれは……！」

　突然叫んだのはナビだ。

　指輪の気配を頼りに進んでいた私達は、大木の根元に咲く可か憐れんな白い花々の中に、密やかなきらめきを見つける。

　松明を近づけ、そのきらめきが指輪であると気づいた途端、私は小さく息をついた。

「姫様」

「うん」

　私はしっかりうなずくと、ネックレスに通した指輪を握り、祈った。

（どうか、目覚めて……）

　心を込めて願う。

　すると、指輪がきらきらと、眩まぶしい輝きを放ち始める。

「……！」

　暗い闇に席巻されていた森を、輝きは隅々まで照らす。あまりの眩しさに私は目を細めて少しだけ顔を背けた。

「ここ、は……」

　微かな声が聞こえてきて、私はハッと光の出所……指輪へと視線を戻す。すると光の中から、背丈ほどもある髪をなびかせながら、ひとりの男性が姿を現した。

　澄んだ水でつくられた純度の高い氷のような、青みを帯びた美しい髪と瞳。純白の装いの男性に、私は小さく息をのむ。

（綺麗な人……）

　先刻ナビに聞いた精霊が人の形を取ったなら、こんなふうに美しいんじゃないかなと思うほど、繊せん細さいで壊れそうな雰囲気の人だった。

「大丈夫？」

　白葉さんが、ぼんやりとした様子のその人に声をかける。

「お前がカルトか？」

「はい、ぼくがカルトです。あなた方が、ぼくを……？」
















　捜し人──カルト王子を見つけることができて、私達はホッと安堵の息をついた。

「ご無事でよかったです」

「ぬいぐるみ……が、しゃべっ、た……？」

　カルトさん、驚いているようなのに、表情はまったく変わらず、ただじっとナビを見下ろしている。

「ぬ、ぬいぐるみではありません！　もう、何度目でしょう……」

　ナビは慌てて訂てい正せいしつつ、毎回のことにがっかりしている。そんなナビに、カルトさんは小首を傾かしげ、ごめんね、と謝った。

「それと……ありがとう」

「まあ無事でよかったわ。とりあえずは、一度お城に戻った方がいいわね」

「ねー！　夜ももう遅いしさ」

「そうそう。夜よ更ふかしはお肌に悪いし！」

　白葉さんとヒナタが交互に言うのを受け、カルトさんはこくりとうなずいた。

「……来て」

　ゆっくりと歩き始めたカルトさんに続き、私達は氷の城へと向かったのだった。




「今、戻ったよ」

　カルトさんの帰還に、城内外で彼を捜していた兵士達は一斉に歓喜の声を上げた。

「王子……！」

「カルト王子、ご無事で何よりです！」

「皆さん、ありがとうございました！」

　先ほど森の中でカルトさんを捜していた兵士さん達が駆かけ寄ってきたかと思うと、深々と頭を下げる。するとカルトさんもまた私達に歩み寄ってきて、澄んだ瞳を向けてきた。

「改めて、ありがとう……」

　静かな声ながら、再び礼を言われる。私達は首を横に振って、無事を喜んだ。

「精霊の力が弱まっている気がして、外に出かけたら……」

　運悪くユメクイと遭そう遇ぐうしてしまったのだと言う。

「精霊の力が？」

　ユメクイの出現も緊急事態だけれど、この国を守護している精霊の力が弱まっているかもしれないなんて、一大事ではないか。

「他の王子も、同じ、だと思う……」

　確か兵士さんも、今この国にはユメクイが頻ひん出しゆつしていて、他の一族の王子の姿が消えたと言っていた。

「ボク達に任せてくれたまえ！」

　勇ましくそう請うけ負ったのは、メディさんだった。こういう時、率先して言ってくれるのはいつもメディさんだ。

「他の王子達も捜してみます」

「姿を消したってことは、ユメクイに出くわして、指輪になっている可能性が高いものね」

「そうですね。急いで捜さなければ」

「ありがとう。優しい、ひと達……」

　カルトさんの表情が、少しだけだけれどほころんだ。静かに頭が下げられる。

「ぼくも……協力する」

　顔を上げたカルトさんの双そう眸ぼうには、穏おだやかながら意志の強さが宿っていた。

「他の一族の王子っていうのは何人いるんだ？」

　他の国のことに詳しいナビが、早速説明を始める。

「まず、炎の一族が住まうサラマンデーのフォイア王子。大胆な性格で、古い格式にとらわれない政治手腕が評判です」

「……フォイアは体温が高い」

　ぽつりとカルトさんがつけ加える。

（なるほど、炎の一族の王子だからかな）

「水の一族オンディーヌのシャオ王子。たおやかな容姿と性格で、舞の名手としても有名です」

「舞は確かにとっても上手だけど、結構おどけたところもある……」

　ナビは、カルトさんの補足にちょっとだけ言いづらそうに目を瞬しばたたかせたけれど、気にせず次の王子を紹介した。

「風の一族シルフィアのフリュス王子。一番お若いせいか、風のように気ままな性格です」

「フリュスはいちごジュースが好き……」

（いちごジュース……。可愛い）

　私は小さく笑みを浮かべた。

「雷の一族トニトルスのリッツ王子。華やかな容姿で、社交的な性格です」

「軽いと思われがちだけれど、すごく家族思いなんだ……」

　実際に王子達を知るカルトさんの言葉を聞くと、まだ見ぬ彼らを、ほんの少しだけれど身近に感じることができる。

「そして、土の一族テラマートルのザント王子。こちらのカルト王子同様、強い力を持っていると評判なのですが……」

「が？」

「あまり人前に出られることを好まないようです」

（人前に出ることを好まないって、どうして？）

「ザント、心配……」

「カルトさん？」

「ザントは、……確かに、ぼくと同じ、魔力を持っている。けれど、暴走させていたら……」

　そう言うと、悲しげに目を伏せた。

　その様子に、カルトさんがザント王子を心底心配していることがうかがえる。そんなカルトさんを見ていると、私の胸も軋きしむような痛みを覚えた。

「そしてこちら、氷の一族ニエベのカルト王子、ですね」

「たくさんいるんだねー」

　ヒナタが感心したように呟く。

「つまり、それぞれの精霊の数だけ一族──王子がいるってことかい」

「そう……」

　カルト王子がうなずいた。

「でも、それだけたくさんの王子がいるということは」

「全員で一か所ずつ向かうのは非効率的よねぇ」

（ナビも、この国は広大だと言っていたし……）

「そうだな。──二手に分かれよう」

　即座に決断したのはアヴィだ。

　確かに緊急事態だし、もし間に合わなかったらと思うと、急せいた気持ちが湧わき上がってくる。

「じゃあ、ぼくおねえちゃんと一緒！」

　そう言うなり、私の腕に自分の腕を絡からめてきたのはヒナタだった。

「あら、あたしもこっちがいいわ」

　今度は逆の腕を、白葉さんに取られる。

「ちょ、ふたりとも……！」

「そんなことを言って困らせないでください。ここは平等にクジにしましょう」

　ルークさんの案に、ヒナタは仕方ないなぁ、としぶしぶ私の手を離した。

「では、用意ができたらすぐに出発しましょう！」

　ナビの凜りんとした声に、私達は力強くうなずいた。
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「えーやだやだ！　おねえちゃんと同じチームじゃなきゃやだー!!」

　盛大に駄だ々だをこねているのはヒナタだ。

　チームはふたつに分けられた。西から向かうチームは、ルークさん、メディさん、白葉さん、ヒナタで、東からのチームは、アヴィ、ナビ、カルトさん、そして私。

「クジ運が悪かったな、ヒナタ」

「アヴィ、おねえちゃんと一緒だからって勝ち誇ほこったような顔がむかつくー！」

「別に勝ち誇ってなんかいない」

「ヒナタ、これがアヴィの地顔よ」

　フォローしているのかどうかわからないことを言いつつ、白葉さんが私の腕にしがみつくヒナタを引き離した。

「白葉は悔くやしくないわけ？　ていうかやっぱり一緒に行動する方がよくない？　おねえちゃんがいてくれたら百人力だし……！」

　ヒナタが頰を膨ふくらませながらそう主張する。

　私は王子様達の持つ夢の力を増幅させることができる。万が一ユメクイとの戦いに敗れ、指輪化してしまったら、と思うと、ヒナタの言うことはもっともで……。

「そりゃそうだけど、全員で一か所ずつ回っていたら手遅れになるかもしれないでしょ。もうすでに行方不明になっている王子がいるんだから」

「……」

「あんたも男なら、この子に頼ることを前提にしないで、自分の力でユメクイ如き倒してみせようって気き概がいを見せなさい」

　白葉さんは、綺麗にお化粧をして、立ち居振る舞いは洗練され、物腰もやわらかだけれど、その気性はとっても男らしい。白葉さんにそう発はつ破ぱをかけられたヒナタは、それでもまだ納得できない、という拗すねた顔をしながら、ちらりと私を見上げた。私も目を合わせ、じっと見つめる。

　ヒナタはやがて、大きなため息をつくと、唇を尖とがらせつつ肩を竦めた。

「わかったよ……！　超特急で精霊の国の王子達を見つけて、すぐにおねえちゃんと合流するからね！」

「うん」

　拗ねたりワガママを言ったりするけれど、ヒナタは頭のいい子だ。私が諭さとさなくてもちゃんとわかってくれる。

　私はにっこり笑ってうなずいた。

「では、行きましょうか」

　そう声をかけたのは、ルークさんだ。

「えっ、一休みしないの？」

「ことは緊急を要します。それに私達が最初に向かう雷の一族が治める地は遠い。すぐに出発すべきかと」

「そうだね！　それに早く出発し王子達を見つけられたら、合流するのも早くなるというわけだ。さあ、出発しようではないか！」

　穏やかな声ながら冷静にそう言うルークさんと、夜も更けているけれど元気なメディさんに両側をがっちり固められ、ヒナタは先刻よりさらに大きく長いため息をついた。

「うう……、わかったよ！　行けばいいんでしょ行けば！」

「じゃあ、落ち合うのは土の一族の地でね。──ああ、アヴィ」

　白葉さんがアヴィに手招きをすると、小声で耳打ちをする。するとなぜかアヴィはちらりと私に視線を向けてきた。

「……？」

「ああ。必ず守る」

　白葉さんに向き直ることなく、アヴィは私を見たまましっかりとうなずいた。

「アヴィ？　白葉さん？」

「なんでもないわよ。じゃ、行ってくるわね」

「はい。皆、気をつけて……！」

「そっちもね！」

　朝を待たず、ルークさん、メディさん、白葉さん、ヒナタの四人は、氷の地──ニエベを発たったのだった。

　カルトさんの案内のもと、東回りの私達は夜明けとともに急ぎ出発する。最初に向かったのは、氷の一族の地の隣、水の一族の地だ。

「水の一族、というと……」

「シャオ王子がいらっしゃるところですね」

「ぼくの、従兄いとこ」

　先頭を歩くカルトさんが、控ひかえめな声で補足する。

「先ほども説明しましたが、シャオ王子の舞は本当に美しいとのことですよ。水の精霊は彼が舞うと大層喜ぶそうです」

　精霊に喜ばれるような舞ってどれほど美しいのだろう。まだ見ぬ王子様の舞う姿をぼんやりと想像してみる。

「精霊というのは目に見えるものなのか？」

「さあそれは。ぼく達には見えずとも、精霊の国の王子であればその存在を感知できるのでしょうかね？」

「カルト──王子、訊きいてもいい、か……おい！」

　カルトさんに話しかけたアヴィが、突然彼に向けて走り出した。

　水の一族の王子様と精霊のことをぼんやり考えていた私は、驚いて前方を見る。カルトさんが倒れかかり、それをアヴィが支える姿が目に入った。

「カルトさん……!?」

　慌てて私とナビも駆け寄る。アヴィがカルトさんを覗のぞき込むと──。

「……寝てる」

「えっと……、歩きながら寝ちゃった、ってこと？　ど、どうしたの、かな」

「おい。起きろ。──起きろ！」

　アヴィの声に、カルトさんは細い吐息のあとで、うっすらと目を開けた。

「具合でも悪いのですか？」

　ナビに問われたカルトさんは、一拍黙り込んだあとで、小さく首を横に振った。

「実は……」

「実は？」

「……話しかけられないと、すぐ……寝ちゃう。癖くせで……」

「……」

　私達は思わず顔を見合わせた。

　私も含め、全員がなんと言ったらいいのか、という複雑な表情だ。

「あと、静かな環境とか心地好い気温のときとか……」

「あ、歩きながらでも、ですか？」

　こくり、とカルトさんはうなずく。

（……つまり、これから先、カルトさんを眠らせないためには、ずっと話しかけ続けなければいけない、ということ？）

　水の一族の地はすぐ隣とはいえ、しゃべりっ放しなんて……、と困惑していると、アヴィが小さくため息をついた。

「仕方がない。できるだけ話しかけよう。もし寝たらその都つ度ど起こすか最悪俺が背負って運ぶ」

「……」

「あっ、カ、カルト王子……！　眠らないでください──!!」

　私達が小声で相談している間にも、カルトさんはうつらうつらし始めてしまって、ナビが慌てて彼の外がい套とうを引っ張った。

「あ、ごめん、ね……」

「とにかく進むぞ。……頼む」

（頼むって言われても、そんな、ひっきりなしに何を話しかければ……？）

「えっと、カ、カルトさん、は……、あの、趣味はなんですか？」

「趣味……冷凍睡眠」

「冷凍？　あの、冷凍睡眠とはどういう……」

「氷に囲まれた場所で眠りに就つくんだ。……とても気持ちがいい」

「氷に囲まれた場所で、ですか」

「あなたも、一緒にする？」

「えっ、あの」

「普通の人間にはまず無理だな」

「無理……なの？」

「えっと……」

（眠る時はあたたかいベッドがいい、けれど）

　しょんぼりしているカルトさんを見ていると、うなずくのは酷こくな気がしてしまう。

　会話がないこと五秒。またしてもカルトさんの上体がふらりと揺れて……、

「話しかけろ……！」

　慌ててカルトさんを支えるアヴィの声に、けれど咄とつ嗟さには何を言ったらいいのかわからない。焦る私を、ナビが呼んだ。

「姫様、姫様……！」

「え？」

　伸び上がるナビへと耳を近づける。

「おい、ふたりとも何をしている？」

「カルトさん、世の中には寒くなるほど〝あつくなる〟ものがあります。なんでしょう？」

「……？」

　ふらふらしながらカルトさんは、首を傾げる。いきなり私が言ったことが理解できなかったのかもしれない。

「なぞなぞです。私が問題を出しますので、カルトさんが答えてください」

「なぞなぞ…!?」

　目を丸くするアヴィの前で、私は問題を繰り返した。

「……寒くなるほどあつく……、……氷？」

「正解です！」

「……おい」

「なるほど、氷ですか。確かに……！」

　呆れたような顔のアヴィの隣で、「なぞなぞはどうでしょうか？」とアドバイスをしてくれたナビは、なんとか盛りたてようとする。カルトさんはといえば、私の突然のなぞなぞにもまったく動じることはなかった。

　カルトさんが眠るそのたびに足が止まったら、いつ目的地に着くかわからない。ならば会話が途切れないようにしながらサクサク進むべきではないか。

（なぞなぞだったら、考える時間が必要だし、思考中はカルトさんも眠ることはないだろうし……）

　アヴィはしばらくの間、言葉もないようだったけれど、この作戦ならばスムーズに進めると納得したらしく、止めていた歩を踏み出した。

「カルトさん、考えながら進みましょう」

「……うん」

　こうして私達は、急いで歩きながらも会話を続け、水の一族の地へと向かったのだった。




　到着した水の一族の住まうオンディーヌは、川や湖といった水辺だけでなく、街のそこかしこに美しい意い匠しようの噴ふん水すいがつくられていた。けれど、そこから水が噴き上がることはなく、とても静かだ。水面を覗いた途端に、私は小さく眉まゆ根ねを寄せた。

「水が……」

　水の一族の地──水の精霊により守られているはずなのに、噴水の水面は濁にごり澱よどんでいた。カルトさんは、そんな水を見て微かに悲しそうに目を伏せる。

「まずは城に行ってみよう。案内を頼む」

　城へと向かう途中、急ぐ兵装の人達とすれ違う。

「あの、何かあったのですか？」

「これは、カルト王子……！」

「……シャオは、無事？」

　単刀直入に問うカルトさんに、兵士は一瞬泣きそうな、困ったような顔をし、けれどすぐに口を開いた。

「実は数日前から行方不明に……！」

　カルトさんはその返事を聞くや否いなや、唇を引き結んだ。

「……捜す」

　そう呟いて足早に踵きびすを返すカルトさんに、私達は慌ててついてゆく。

「カルトさん、どこか、心当たりはあるんですか？」

「心当たり……、もしかしたら……」

　もしかしたら、と言いながらも、その足取りはしっかりしたものだった。まるで何かに引き寄せられるような──そんな歩みだ。

　オンディーヌは、やわらかな曲線を多用した建物が多い。王子様が行方不明、そして精霊の力も弱まっている、こんなときでなければ、きっととても美しい都なのだろう。

「カルト王子、どちらへ？」

「……街中は、兵達が捜している。だから……」

「なるほど、ひと気のない場所を捜すのか。こっちには何があるんだ？」

「……シャオが、水の精霊に舞を奉ほう納のうする場所」

　カルトさんはそうとだけ言って、さらに歩みを進めた。

　カルトさんにとって、従兄というシャオ王子は親しい相手なんだろう。ひたむきに前を向いて進むカルトさんのがんばりに、私はなんだか胸が温かくなった。

　街外れまでやってきた私達は、やがて美しい湖に到着した。

　カルトさんは歩みを止めずに進む。

「静かですね」

　濃い緑の木々に囲まれた森の中、小鳥のさえずりひとつ聞こえてこない。

「この湖で、儀式をする……。シャオがもし、ぼくのように精霊の異変を感じたなら、ここに来るんじゃないかって……」

　カルトさんは密やかに呟いた。

「お、お待ちください、カルト王子！」

　最初に、ハッと立ち止まったのはナビだった。ほとんど同時にアヴィもまた、何者かの気配を感じたのか、私の腕を摑つかんで歩みを止めさせた。

「アヴィ？」

「カルト、止まれ！」

　歩いてきた方とは逆側までぐるりと回ったカルトさんが、アヴィの引き留める声に振り返った──その背後に、黒いもやもやとした存在が見えて、私は息をのんだ。

「カルトさん！」

　叫んだ刹せつ那な今にも襲いくるユメクイを、カルトさんはすんでのところで避けることができた。けれど足をもつれさせて転んでしまう。

「あ……」

「カルト、伏せろ！」

　走りながらアヴィが剣を抜き、素早い動きでユメクイへと振り下ろす。その一撃で真っ二つになるけれど、ユメクイは一体ではなかった。木々の陰から、水が湧き出すように次々とやってくる。

「アヴィ、カルトさん……！」

　私は思わずネックレスのチェーンに下げた指輪を握りしめた。

　アヴィが座り込んだカルトさんの腕を摑んで引き上げる。立ち上がったカルトさんは一歩、二歩と退しりぞき、剣でユメクイに応戦するアヴィの背中をじっと見み据すえた。

「カルトさん、こちらへ……！」

　けれどカルトさんはその場から動こうとしなかった。

「カルトさん？」

　何か、呟いている。けれど剣けん戟げきの音にまぎれて聞こえない。

「あれは、祝詞のりとでは……？」

　首を傾げながらのナビの言葉に、私は目を瞬まばたかせた。

「……氷の精霊の力を」

　カルトさんがそう口にするや否や、湖の水が、ゆるゆると震える。微かに波打つ水は中央でひとつの水柱となり──次の瞬間、氷柱のような、細く鋭するどい切っ先が何本も立ち上る。まるで氷の剣だ。その氷の剣は宙に浮かぶと、たくさんのユメクイに向かって凄すさまじい勢いで飛んだ。

　ユメクイは氷の剣に触れた途端に、苦しそうに捩ねじれ、そうしてその姿を消した。

「……！」

　ユメクイが消えると、カルトさんはその場に座り込んだ。

「カルトさん、大丈夫ですか！」

　駆け寄って覗き込む。するとカルトさんは、細く長い息をついて、小さくうなずいた。

「……皆、無事。よかった……」

「精霊の力か。すごいな」

　感心するアヴィに、カルトさんは顔を上げる。

「あなたの剣の腕もすごい……」

「姫様、あれを……！」

　ナビが指す方に、三人揃そろって目をやると、湖の周囲に生えた草の中に、キラキラと光るものがあった。

　私はあっと叫ぶと、その光るものへと走り寄る。

　青々と茂る草をそっとかき分けると、キラキラとした輝きが現れ出いでる。──指輪だ。

「姫様、お願いします」

「うん」

　手を組んで、強く願う。

　指輪は次第に輝きを増してゆき、この場を眩まばゆい光が席巻する。思わず目を閉じながら、願い続ける。

（どうか、目覚めて……）

「……ん」

　眩い光はやがて消失し、そして微かにうめく声が聞こえた。

　目を開けた先には、指輪の代わりに、青い衣を纏まとった美しい人が横たわっていた。

「シャオ」

　カルトさんが跪ひざまずき、青い衣の男性をそっと揺する。すると額に青い宝石を頂いた彼の目が、静かに開かれた。

「シャオ」

「……んん？　カルト？　どうしたんですか、そんな泣きそうな顔をして」

　カルトさんの表情は、まだ出会ってそれほど経たたない私の目には、平時のままのように見える。けれど従兄のシャオ王子には、彼の繊細な心の内を察することができるのだろう。

「シャオ、どこか、痛くない？　大丈夫……？」

「うーん、少し頭がぼんやりするけれど大丈夫ですよ。ところでカルト、君の隣と後ろにいる人と、愛らしいぬいぐるみは？」

　ぬいぐるみでは……！　と返すナビに苦笑しながら、私は会え釈しやくした。

「トロイメアの姫と……騎き士しの国のアヴィ王子。あとぬいぐるみじゃなくて……トロイメアの姫の執事でナビ」

「わたしは水の一族の王子、シャオと申します」

　ス、と立ち上がった彼──シャオさんは長身で、羽は衣ごろものようなふわふわとした衣を纏い、青のような藍あいのような、とても綺麗な色の髪を緩くみつあみにしている。

　穏やかでたおやかで、とても優しそうな笑顔で……従弟のカルトさんと似ているような、でもよくよく見ればさほど似ていないような、なんだか不思議な感じだ。

「トロイメアの姫、助けていただきありがとうございます」

　丁てい寧ねいに礼をされ、私も慌てて頭を下げた。

「いいえ、御無事で本当によかったです」

　口下手らしいカルトさんに代わって、アヴィとナビが交互に現状を説明すると、シャオさんはそうですか、とうなずき、一時口を噤んだ。

「他の地でも同様のことが起こっている、と。……由々しきことですね」

「うん。だから、ザントの……皆の無事を確かめたいし、もし、指輪になっていたら……、助けたい」

　カルトさんの言葉に、シャオさんはにっこり微笑ほほえんだ。その場がパッと華やぐような、綺麗な笑顔だ。シャオさんは笑んだまま、カルトさんに手を伸ばしごく軽く抱き寄せた。

「カルト、いい子ですね」

「……やめて、もう子どもじゃないし……」

　ほんの少し拗ねたような物言いのカルトさんに、朗ほがらかに笑い返し、ごめんね、とシャオさんは謝った。

「確かに他の地の王子達も心配ですね」

　シャオさんはしばし、何か考えているようだった。けれどすぐに再び笑うと、ひとつうなずく。

「ではわたしも一緒に参りましょう」

「それはありがたいが、この地を留守にして大丈夫なのか？」

「まずは各地の王子の無事を確認し、精霊の国で何が起こっているのか知る必要があるかと。それに──」

　それに？　と首を傾げていると、シャオさんがふいに近づいてきて、私の耳元にそっと囁ささやきを落とす。

「ここだけの話、カルトに道案内を任せるのは少々不安ですから」

　思わず間近にあるシャオさんの顔を見ると、悪戯いたずらっぽい笑みが浮かんでいる。

（……確かにあの爆睡癖は、ちょっと大変だった、かな……）

　でも、無表情だけれど、カルトさんがとてもいい人だってことは、旅をする間伝わってきた。私やアヴィの質問にはきちんと答えてくれて、しゃべるのは苦手なようなのに、眠りそうになると、自ら私達に話しかけてくれた。他の地の王子様達への思いやりもうかがえる。カルトさんは、不器用だけれど優しい人だ。

「わたしにとっては、放っておけない、大切で可か愛わいい従弟いとこです。助けていただいたあなたへの恩も返したい」

　そう言ってにっこり笑ったシャオさんも、旅の仲間に加わったのだった。
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　一方その頃西へ向かうチームはといえば──。

「あーもう疲れたー。まだ着かないの？」

「地図によれば、そろそろ雷の一族、トニトルスの城が見えるかと」

　先頭を歩くルークが、四方をぐるりと見渡す。

「あ、あそこじゃないかしら」

「どこどこ!?　あ、あった！　あそこだね！」

　今にも疲れてその場に座り込みそうになっていたヒナタが、俄が然ぜん元気になって走り出した。

　大小、高低様々な尖せん塔とうがいくつも聳そびえる独特な形状の城だ。

　ようやく到着した雷の一族の地の城門で、衛えい兵へいに精霊の国、氷の一族の王子カルトから預かった書状を渡す。城の執事という案内の者はすぐにやってきて、城内へと迎え入れられた。

　執事から雷の一族のリッツ王子は無事と聞き、一同は安堵して軽口を交わし合っていたのだが、ふいに耳へと飛び込んできた地響きのような大きな音に、びくりと身を震わせた。

「今の音は何？」

　一瞬で真顔になった白葉が、案内をする執事に訊たずねる。すると執事は顔を強こわ張ばらせ、わかりません、と首を振った。

「まるで雷が落ちたような……」

　城に入る直前まで、外は快晴だった。雨が降る気配もなかったのに……と、四人は即座に警戒した。

「とにかくリッツ王子のもとへ案内をお願いします！」

「は、はい！」

　執事とともに、四人はリッツ王子がいるという接見の間へと走った。

　大扉を押し開けるや否や、四人はうわっ、と耳を塞ふさぐ。接見の間から響く轟ごう音おんが、四人の耳を直撃したのだ。

「すごい音だな！　なんなんだ……!?」

「皆、おばあ様を連れて外へっ」

　その時、凜とした声が、ルーク達の耳を打った。

　広い接見の間には、数人がいた。従者と思おぼしき男女が四人、そして老齢のとても品のいい女性。それから彼らを背に庇かばって立つ、背筋がスッと伸びた金髪の青年。その青年が対たい峙じしているのは──。

「ユ、ユメクイ……！」

　もやもやとした黒い塊──ユメクイは、まるで人々の恐怖の表情を楽しむかのようにゆっくりと近づき、壁際へと追いつめてゆく。けれど皆を庇う青年の表情に、焦りはなかった。しっかりとユメクイを睨にらみ据えながら祝詞を唱える。

「我、誓せい願がんす。雷の精霊よ、我に力を！」

　刹那、広い室内いっぱいに鮮やかな光と雷らい鳴めいの音が響き渡る。光が消えたあとには、半分に数を減らしたユメクイが、床に打ちつけられていた。

「今のうちに早く！」

「リッツ！」

　青年が、老齢の女性の声に振り返ると、またしてもユメクイが距離を縮ちぢめてくる。

「しつこいなぁ。我、誓願す。雷の精霊よ、我に……」

　青年の祝詞の途中で、ユメクイが天てん井じように届かんばかりに大きく膨らみ──、

「おばあ様っ」

　青年は老齢の女性へと手を伸ばす。そして一度抱き寄せると、優しくその身を押した。女性を危機から遠ざけてから青年が振り返った途端、ユメクイは彼の身をのみ込み……、一瞬にして、彼の姿が消えた。

「リッツ……！」

　悲痛な声で叫ぶ老齢の女性に、無情にも襲おそいかかるユメクイを、白葉がすんでのところで打ち破る。

「皆、行くわよ！」

　白葉の掛け声とともに、ルーク、メディ、ヒナタもまた、ユメクイへと向かっていった──。




「……皆、無事ね」

　ユメクイを退けた旅の一行は、それぞれうなずいた。

「リッツ、……ああ、リッツ」

　老齢の女性は、その場に跪き、床に落ちた指輪をそっと手に取った。

「あともうちょっとだったのに……！」

　悔しそうに拳こぶしを握るヒナタの肩を、ルークがぽん、と叩く。

「皇こう后ごう陛へい下か……」

　執事の沈痛な声に、老齢の女性は指輪を胸に抱いたまま、静かに顔を上げた。そこに見慣れぬ四人の姿を見つけ、スッと居住まいを正す。その凜とした物腰に、四人もまた、背筋を伸ばした。

「あなた達は？」

　ルーク達はそれぞれ自己紹介と、この地にやってきた目的を話す。

「……そう、他の精霊の地も」

　細く長い息をついた女性──リッツ王子の祖母は、次の瞬間真っ直ぐに四人を見据えた。

「旅のお方達、精霊の国のために尽じん力りよくいただきありがとうございます」

「別行動をしているトロイメアの姫の力があれば、リッツ王子は必ず元に戻ります。その指輪を私達に預けてはいただけませんか？」

　ルークの言葉に、一瞬指輪を強く握った女性は、だがすぐに掌を開いた。

「どうかこの子を……、リッツをお願いします」

　深々と頭を下げられ、四人もまた深くうなずいたのだった──。
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「り、りんご……」

「ゴ、ゴーグル」

「る……、瑠る璃り色の花」

「瑠璃色の花って、名詞じゃないからダメだよ、カルト」

「え……、ダメ、なの」

「瑠璃、だったらいいのでは？」

「トロイメアの姫、助すけ太だ刀ちは無用ですよ」

「あ、ごめんなさい」

　にっこり笑うシャオさんに、私は肩を小さくすぼめてうなずく。

　カルトさんが眠らないように、私達が咄嗟に考えたのはなぞなぞだったけれど、シャオさんは「しりとりがいいのでは？」と言って、水の一族の地を旅立つと同時に、早速始めたのだ。

　カルトさんとシャオさんは、息もぴったりで、今のところ私達が悩まされたカルトさんの爆睡癖は、一度も出ていない。

　さすが気心の知れた従い兄と弟こ同士だ。

「いい風だな」

　やわらかな草が生える丘の上までやってきた私達は、頰に触れる風の心地好さに、大きく深呼吸をする。

「本当に。もう風の一族の地に入ったのかな」

「風の一族の地シルフィアは、年中風が吹いているけれど、今の時季が一番いい風ですね」

　シャオさんのやわらかそうな長い髪が、ふわりと風になびく。けれど丘から下り、目的の城へと向かう間に、風がぴたりとやんでしまった。

「……やはりこの地も精霊の力が弱まっているようですね」

「フリュスって王子も心配だな」

「ええ、ですが彼は」

　シャオさんがそう言ったきり、ちょっと困ったように首を傾げる。

「フリュス王子が、どうかなさったんですか？」

「……フリュスは、風だから」

「え？」

　カルトさんの説明を受けても、さらにわけがわからない。首を傾げる私とアヴィに、シャオさんが苦笑しながらつけ加えてくれた。

「フリュスは風のように自由を好む性格で、しょっちゅう出掛けているんですよ。だから今訪ねてもいるかどうかわからないんです」

「王子がそんなに城を留守にしてもいいんですか？」

　ナビが耳を小こ刻きざみに動かしながら問うと、そうですねぇ、とシャオさんは優しく微笑む。

「もちろんそれぞれもって生まれた性格もありますが、氷、水、風、雷、炎、土──。わたしたち一族の王子は、いずれも精霊の力に、少なからず影響を受けるものなんですよ」

「じゃあ、たとえば水と炎は性格が合わないってことがあるのか？」

　アヴィが発した疑問に、けれどシャオさんは朗らかに笑って首を横に振った。

「わたしと炎の一族の王子、フォイアは、確かに性格はかなり違いますが、とても仲がいいのですよ。わたしにはないフォイアのよい面を尊敬しています」

　そういえばカルトさんも、土の一族のザント王子のことをとても気にかけていた。

（そういうの、いいな）

　互いの性格が違っても……違うからこそ、尊重し合う。仲がいいと聞いて、私はなんだか心が温かくなった。

　そうして到着した風の一族の城には、カルトさんとシャオさんが危き惧ぐしたとおり、フリュス王子の姿はなかった。

　ただその不在が、ユメクイの襲撃によるものなのか、それともいつも城にいないというフリュス王子の放ほう浪ろう癖へきなのかがわからない。

「どちらにいらっしゃるかわかりますか？」

　対応してくれた城の執事さんが、心底困ったように首を振る。

「いつでも行き先を仰おつしやらずに出掛けてしまわれるのです。フリュス様は風に乗って飛ぶことができます故ゆえ」

「空を飛べるのか」

　アヴィが感心したように上空を見上げた。先刻まで晴れていたのだけれど、今は分厚い雲が浮かんでいる。雲は陽ひ射ざしを遮さえぎり、日中なのにもう夕方のように薄暗い。

　西回りのチームとの合流先は、精霊の国の中央に位置する土の一族──ザント王子の地だ。効率を考えて順に進んできたのだけれど、フリュス王子の行方がわからないのがユメクイによるものなのかそうでないのかわからないのでは、捜しようもない。

「どうしましょうかね。フリュスはあとにして、ザントの方に行きましょうか」

　うなずこうとしたその時──、

「じょ、城下にユメクイが出現しました……！」

　衛兵からの報告に、私達はハッと顔を見合わせた。真っ先にアヴィが走り出す。

「姫様……！」

「うん、行こう！」

「カルト、わたしたちも」

　促すシャオさんにうなずくカルトさんとともに、私達は城下へと走った。

　城下に着くなり、逃げ惑う人々とすれ違う。人波に逆らって走るうちに、突然強風が私達の行く手を阻はばんだ。

　建物の間を、痛いほどの強風が走り抜けてゆく。あまりの強さに、思わず手で顔を庇い、私はその場でたたらを踏ふんだ。走ることはおろか、歩くのもままならない。

「う……っ」

「わぁっ！」

　背丈の小さなナビは、風にあおられて背中から転んでしまう。

「ナビ、大丈夫……!?」

　前から吹いてくる風から顔を背けながら、私はナビに向けて片方の腕を差し出した。けれどさらなる暴風に、ナビは立ち上がることもできない。そこに駆けつけたカルトさんとシャオさんが、揃ってナビを起こしてくれた。

「あ、ありがとうございます、お二方とも……！」

「気をつけてください。この風は精霊によるものです」

「……フリュス、だ」

「え……!?」

　この風の先にはフリュス王子がいるのかもしれない。そう言うカルトさんの言葉を信じ、私達は建物の間を抜け、普段は人々が憩いこうであろう大きな広場へとやってきた。

「アヴィ！」

　先に到着していたアヴィの、その先には──。

「やはり、ユメクイが……！」

　ナビが言うとおり、アヴィと対峙しているのは何体ものユメクイだ。そして、

「……フリュス」

「風の精霊の力でもすべてを祓はらえないなんて、しつこいなあ！」

　上空から降ってくる声の、その主を見上げる。

　グリーンと白の、軽やかな装いのフリュス王子は、髪の色も新緑のような、綺麗な緑色をしている。ケープの形をした短めの外套につけられた緑の宝石が、厚い雲を割って落ちる一筋の陽光に照らされてきらめいた。

「仕方がないなぁ。風の精霊よ、我──風の一族シルフィアの王子、フリュスの願いに応えよ！」

　よく通る声でフリュス王子が叫んだ刹那、先刻以上に強い風が、広場に吹き込んできた。

「ああ……！」

　真っ直ぐに立っていられないほどの風に、髪がめちゃくちゃに乱される。目も開けていられない。

「うわぁ──！」

　叫び声が聞こえてきたかと思うと、風が突如として消失した。

「え……？」

　台風のように吹き荒れていたというのに、一瞬で無風になって、私は慌てて目を開けた。するとついさっきまで鳥のように空を飛んでいたフリュス王子が、ユメクイに襲われ落下する姿が目に飛び込んできた。

「フリュス王子！」

「フリュス！」

　落下するフリュス王子に、ユメクイがここぞとばかりに牙きばをむく。刹那、その姿が、指輪へと変わった。指輪となったフリュス王子は、ユメクイにくるみ込まれてしまう。

「ああ……！」

「フリュスをユメクイに渡すわけにはいきません。参りましょう！」

　シャオさんはカルトさんと顔を見合わせると、アヴィと合流する。三人はユメクイへと真っ直ぐに対峙した──。

　アヴィの剣、そしてカルトさんとシャオさんの精霊の加護による力を合わせ、何体ものユメクイを退けていく。

（アヴィ、カルトさん、シャオさん、気をつけて……！）

　わたしは自らの指輪を強く握りながら、固かた唾ずを飲んで、戦いの行く末を見守った。

　ユメクイの最後の一体は、アヴィの剣により霧む散さんし──一度はユメクイに渡ったフリュス王子の指輪を取り戻せたのだ。

（よかった。本当によかった……）

　指輪を前に、私は心を込めて願う。

　空を覆っていた雲はいつの間にか晴れ、眩い輝きを放つ指輪に陽光が優しく降り注ぐ。

　輝きは次第におさまり、そうしてフリュス王子は、元の姿へと無事戻ったのだった。

「フリュス！」

「……フリュス」

　私達が見守る中、カルトさんとシャオさんがフリュス王子に呼びかける。

　少ししてフリュス王子はゆっくりと目を開けた。

「うーん、カルトとシャオ？　それに、見慣れない顔。誰？」

　フリュス王子は立ち上がると、私達へと順に視線を向けてくる。

　ここに来た説明をするうちに、先刻ユメクイと鉢はち合あわせしたことを思い出したようで、ああ、と声を上げた。

「街の皆が巻き込まれなかったのはよかったけど……」

　唇を引き結んだフリュス王子は、シャオさんとカルトさんを交互に見やった。

「ふたりシャオとカルトはこのあと、ザントのところも見に行くんだね。──僕も行こう」

　フリュス王子はそう言うや、その場でふわりと軽やかに浮かんだ。

「……！」

「トロイメアの姫、それからアヴィ、とぬいぐるみみたいなナビ、ありがとう！」

　そう言ってフリュス王子──フリュス君はにっこり笑った。

「僕、先に行って大地の一族の地の様子を見てくるよ」

「単独行動は危険じゃないか？」

　アヴィがそう言うと、フリュス君はちょっと首を傾げた。

「のんびり歩くのは性に合わないんだ。一気にザントのところまで飛んでいくよ！」

　フリュス君は、自由な風そのもののように、宙を自在に飛ぶ。

「ひとりくらいだったら連れて行けるよ。ねえ君、僕が抱いて連れて行こうか？」

　悪戯っぽく笑うと、フリュス君は私を抱き寄せて、そのまま浮き上がろうとした。

「わ……！」

　突然足が地面から浮いて驚く私を、アヴィとカルトさんとシャオさんの三人の手が伸びて支えようとしてくれる。

「おい！」

「フリュス、おいたはいけません」

「……フリュス、ダメ」

「フ、フリュス王子……！　姫様を連れて行かれては困りますー！」

　四人にそう言われて、フリュス君はちょっとだけ唇を尖らせた。

「過保護だなぁみんな。命の恩人を落とすわけないでしょ！」

　そう言いつつ、すぐに地面に下ろしてくれる。フリュス君は一旦身を退ひいて、今度は両手を繫つないできた。そして上空から顔を覗き込んでくる。

「また今度、空中散歩に連れて行ってあげるね」

「え、あ、えっと」

「あと、収穫したてのいちごでジュースつくってあげる。美お味いしいんだよ」

「……ありがとう。楽しみにしてるね」

　フリュス君はにっこり笑って手を離すと、一気に高く飛んだ。

「先に行ってるねー！」

　そう言うや、あっという間にその姿は見えなくなってしまった。

「……すごい、ですね」

「確かに風の精霊の加護を持つ王子らしいな」

　ナビとアヴィがちょっと呆あつ気けに取られたように言う。私もうなずいた。

（明るくて元気で、自由で。本当に、まるで風のような王子様）

「それでは、土の一族の地へ行きましょう」

「はい！」
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「いやぁ、まったくこれはどうしたことかな!?」

「なんでこんなにユメクイがいるのー！」

　不服を大声で叫んだヒナタが、危うく転びそうになる。そこをルークが支えて立ち上がらせた。

「がんばってください。もうすぐ炎の一族、サラマンデーの城です」

「ほら、見えてきたわよ。しっかりしなさい！」

「わかってるー！」

　クマのぬいぐるみのモモちゃんをぎゅっと抱きしめ、ヒナタはさらに走った。

　雷の一族の地から西回りで向かう旅の一行は、炎の一族の地へと入るなり、ユメクイに襲われたのだ。ユメクイは夢の力を持つ王族へと引き寄せられるようにやってくる。四人は互いに助け合いながら、ユメクイを撃げき破はしてゆき、ようやく炎の一族の城に到達した。

　精霊の国のイメージとは少し異なる、どこか近代的な建物が並んでいる。

「やっと着いたー！」

　城の敷地内に到着し、ホッとしたのもつかの間──。

「うわぁ！」

「怯ひるむな、立ち向かえ！」

　城門の内側から、まるで戦いくさに赴おもむくかのような兵士達の声が聞こえてきた。

　四人は互いに顔を見合わせた。

「ゆっくり休む間もないようね」

　ひとつため息をついた白葉だったが、すぐに表情を引き締しめる。

「行くわよ」

「ああああ！　ここもなのか！　まったくいったいどうしたことだ！」

「せっかく休めると思ってたのに、もう！」

　愛らしい唇をぎゅっと引き結ぶと、ヒナタは一気に走り出す。

「炎の一族の王子は……、フォイア王子でしたね」

「ねえ、フォイア王子はどこ？」

　城内から走って出てきた兵士のひとりを捕まえて、白葉が問う。若い兵士は、青ざめて強張った表情を、くしゃりと歪ゆがめた。

「フォ、フォイア王子は……！」

　ただならぬ様子に、四人は息をのむ。

「王子はどうしたの!?」

「先頭に立って、ユメクイと戦われ、……」

　その言葉を聞いた途端、全員が城内に向かって走り出した。

　──間に合わないかもしれない。そんな思いが、四人の足を速めた。

「フォイア王子をお助けするのだ！」

「かかれ！」

　やがて到着した広間では、たくさんの兵士が果か敢かんにユメクイに立ち向かっている。

「フォイア王子は──」

『フォイアは背が高くて、炎のような色の髪をしている……』

　広い室内を見回しても、カルトから聞いていた特徴の人物が見当たらない。

「まさか、もう……」

　嫌な予感に、ルークの表情が曇る。

「まずはあのユメクイどもをやっつけてからだよ！」

「そうですね、ヒナタ。行きましょう」

　四人の王子は、ユメクイへと走った──。





[image: ]






　精霊がざわついている。──そう感じたのは、数日前のことだった。少し気になったが城外に出る時は供も連れていくようにと、兄王から折に触れ言われている。兄の言葉を蔑ないがしろにすることはできず、面倒に思いながらも従う日々だ。

　だがある夜、大地の精霊の様子がいつも以上に違っていた。怒っているような、それでいて何かに恐怖しているような──。寝しん台だいに横になっても、精霊の様子が気にかかり、なかなか眠れなかった。それでもいつしか浅い眠りに就いたようだ。早朝目が覚めた時、さらなる異変に、ザントは寝室の窓を開け放って外をうかがう。

「……精霊の気配が、ない？」

　それは、今まで感じたことのない、異様な感覚だった。

　生まれた時から大地の精霊は己とともにあった。その、包み込まれるような優しい気配が、今は一切感じられないのだ。

　何かあったに違いない。ふいに湧き上がる危機感に、ザントは素早く身み支じ度たくを始めた。

　寝ね癖ぐせのついた大地色の髪には構わず、衣服を纏う。健康的な肌色をしたむき出しの腕には、大地の精霊の紋もんのタトゥーが刻まれている。

　ザントはその印に目を落とすと一度触れ、足早に部屋を横切った。ところが廊ろう下かに出た途端、兄王の執事とばったり会ってしまう。

「ザント様、いかがされましたか」

「外に行ってくる」

「外へ、でございますか」

　口にはしないが、行ってほしくないという様子が伝わってきて、ザントは軽く眉み間けんに皺しわを寄せた。

「何かあったのか」

「……実は、城の外でユメクイの目撃情報がありまして、王より外出は控えるようにと申しつかっております」

「ユメクイ？」

（もしかして、ユメクイがいたから、精霊の様子が違ったのか？）

「ならなおさらだ。外の様子を見てくる」

　精霊の気配の変化を感じているのは自分だけのようだ。ザントは自らの魔力の強さを自覚しているし、そのことにより他者より感覚が鋭いこともわかっている。

（カルトくらいだ。俺のこの感覚を理解できるのは）

　ザントはぶっきらぼうな口調で執事にそうとだけ言うと、すぐにその場から歩き出した。

「ザント様、お待ちください。せめて供を……！」

　ユメクイが外にいるのならばなおさら、供の身の安全を考えると連れてはいけない。

（自分ひとりならなんとでもなる）

　唯一の身内である兄王だけでなく、供であれ民であれ、誰かを傷つけたり、傷つけられたりするのを見たくない。それならば自分が傷つく方がましだ。

　執事の声を無視し、ザントは己の感覚を確かめるために、城の外へと向かった。

　城の外に出ても、精霊の気配はしない。──否、ほんの微か……全神経を研とぎ澄まして、細い糸のように感じる精霊の気配を辿たどる。

　夜が明けたばかりだが、この辺りは大地の精霊の加護により、作物の栽培が盛んだ。彼らの朝は早い。ところが人の姿はほとんどなかった。

「……」

　ザントは精霊の気配を追った。城下には、先刻聞いたユメクイの姿は見当たらなかった。だが、精霊の気配はどんどんか細くなってゆく。こんなにも大地の精霊を感じられなくなったことは、今まで一度としてなかった。

　夜は明けたものの、分厚い雲が空を覆おおっていて薄暗い。湿度が高く不快な空気が肌にまとわりつく。集中していたザントは、ふいにいつもより空気が重いことに気づき、ひとつため息をついた。その、一瞬とはいえ力を抜いた隙すきを狙ねらっていたかのように、背後に異様な気配を感じたザントは、ハッと振り返った。

「……ユメクイ」

　いつの間に、こんなにいたのだろうか。もやもやとした得体の知れない黒い影……何体ものユメクイが、ザントをのみ込まんと押し寄せてきた。

「……っ！」

　すんでのところでユメクイを避けたザントは、力強く大地を蹴けって走った。だがユメクイはそれ以上の速さで、ザントを追いつめてゆく。周りを囲まれ、逃げ場を失ったザントは、微かに頰を歪めた。

「……我、大地の精霊へ誓願す。ユメクイを打ち破れ」

　静せい謐ひつな……、祝詞のようには聞こえない、まるでそっと囁くような、静かな声だった。

　だがザントの祝詞は、大地の精霊に確かに届いた。大切な愛いとし児ごを守るかのように、大地の精霊はザントの周囲に防壁をつくり、さらにユメクイを逆襲した。

　精霊の力は強大だった。何体もいたユメクイは、たった一撃で半分が消失した。それでもユメクイはザントへの攻撃を緩めなかった。

　間かん髪はつを容いれず、次から次へと襲いくるユメクイに、だがザントは少しもひるまなかった。ここですべてのユメクイを倒し、決して城内の兄王に近づけさせない──そんな想いがあったのだ。

　ユメクイは夢世界の王族を狙う。兄王は必ず守らなければならない。一族の頂に立つ兄王を守ることは、即ち、精霊の国・セクンダティの土の一族をも守ることに繫がる。

　だから。

（ここでカタをつける）

　顔には表れないが、強い意志で、ザントはユメクイに対し一歩も引かなかった。その揺るぎない決意を受けたのか──ザントの身の内に、恐ろしいほどの力が湧き上がってくる。

「これ、は……」

　大地の精霊の力だろうか。荒れ狂う力が、ザントの全身から放出し、辺り一帯にまき散らされた。その力を受けたユメクイは、あっという間に消えてしまう。

　ほとんどのユメクイを倒したというのに、力の放出は止まらない。

（あの時と同じ……！）

　全身が凍りつくほどの恐怖が、ザントを席巻した。

「止ま、……れ。止まれ！」

　額に汗が滲にじむ。自らを抱きしめるように腕を回し、強く、強く、願う。

（止まれ──！）

　全身全霊をかけての願いが届いたのか、精霊の力がふわりと霧む散さんした。

　脱力してその場に膝ひざをついたザントは、眩くらんで滲む視界を晴らそうと頭かぶりを振った。

「……」

　目の前の世界、見えたのは──。

　黒いもやもやとした異質な存在……ユメクイの姿だった。
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『ザントは十日前から行方不明だって』

　先に土の一族の地に飛んでやってきた、風の一族の王子フリュス君の言葉に、到着した私達東回りの旅の一行は、互いの顔を見合わせた。

　皆顔を曇らせる中で、一番顕けん著ちよな反応を見せたのはカルトさんだった。

　現王であるザント王子のお兄さんの前から、ふらふらと歩き出し、無言のままお城を出ようとする。

「カルト、待ってください」

　シャオさんが引き留めるも、カルトさんは微かにうつむきながら、首を横に振った。

「……捜さなきゃ。ザント」

「待ってくれ。辺りではユメクイが頻出している。王子である君達が外に出れば、ユメクイに狙われてしまう」

「だが」

「現在兵がザントの捜そう索さくをしている。弟を心配してくれてとても嬉うれしいが、この地で君達までユメクイに襲われたら、わたしは他の一族の人々になんと詫わびればいいか」

　ザント王子のお兄さんは、そう言って苦しそうに顔を顰しかめた。

「ユメクイとの遭遇は想定済みだ。俺達はあんたの弟の無事を確認するためにここまでやってきた。行方不明というなら、俺達も手伝う。そして手遅れにならないうちに、ザント王子を見つけ出す」

　アヴィのはっきりとした宣言に、王様はハッと私達を見つめた。弟王子が行方不明なのだ。王様だって心配に違いない。けれど私達の身の安全を第一に考えてくれている。それは嬉しいけれど……。

「捜索の手は多い方がいいでしょう。わたしたちも参りましょう」

　シャオさんもそう言って、今にも走り出しそうなカルトさんの背をポンと叩いた。

「だが……」

「心配はありがたいけれど、あたしたちなら大丈夫！　精霊の国の王子が勢揃いよ」

　接見の間に、明るい声が響いた。

　私は入り口扉をパッと振り返る。その場に立っていたのは──

「ルークさん、メディさん、白葉さん、ヒナタ……！」

「久しぶり！　元気そうで安心したわ！」

「おねえちゃーん！」

　飛びついてくるヒナタに思わず背後に倒れそうになったところを、ルークさんとメディさんが支えてくれた。お礼を言い、改めて四人ひとりひとりに目を向ける。

「皆、無事で本当によかった……！」

「あんた達も怪け我がしてないわね？」

「はい、全員元気です」

　白葉さんにうなずくと、彼はにっこり笑って私の肩を優しく叩いた。そうして次に、隣に立つアヴィに目を向ける。

「約束、守ったわね！」

　白葉さんは、アヴィには遠慮なく背中をバンバン叩く。

「いてぇ！　言っただろう、必ず守るって」

「約束？　守る、って？」

　首を傾げる私に、アヴィはなんでもないと言い、白葉さんはといえば無言で微笑した。ちょっとだけ意味深に見える笑みだ。

「ねえおねえちゃん、ちゃーんと雷の一族、炎の一族の地にも行ってきたよ！」

「残念なことに、どちらも指輪になってしまいましたが……」

　ルークさんが懐ふところから丁寧に取り出したのは──。

「雷の一族のリッツ王子と、炎の一族のフォイア王子です。お願いします」

「マイスウィート、頼むよ！」

「はい」

　ふたつの指輪を、静かに床に置く。

　そして全員の前で、私は手を組んで目を閉じた。

（リッツ王子、フォイア王子、どうか目覚めて──）

　心を込めて願う。

『ただ、願えばいいんですよ』

　初めて指輪になった王子様──それはアヴィだった──を元の姿に戻した時、ナビにそう言われた。

　それ以来、願い続けた。心から。王子様達が、これからも未来を紡つむいでいけますように。今まで生きる中で重ねてきた想いを、さらに重ねていけますように……。そんな思いを込めて、私は願う。

　ふたつの指輪は輝きを放つ。

　眩い光は、接見の間いっぱいに満ち満ちて──目を開けた時、指輪はふたりの王子に戻っていた。

（よかった……）

　リッツ王子とフォイア王子は、なぜ自分がこの場にいるのかのみ込めないようだったけれど、旧知の仲のシャオさんやカルトさん、フリュス君の姿を見つけ、彼らから精霊の国・セクンダティで起きていることを聞かされる。

「つまり、今はザントが行方不明ってことだね」

　鮮やかな金髪、澄んだ緑の瞳の、雷の一族の王子リッツさんは、そう言ってうなずいた。

「なら話は簡単だ。俺達も捜索に加わってザントを見つけ出そう」

　まるで火のような髪色をした炎の一族の王子、フォイアさんも、はっきりと言い切った。

　全員の意見はまとまった。大地の一族の王様は、そんな私達を前に、未だわずかに躊ちゆう躇ちよしていたけれど、やがて心を決めたのか、真っ直ぐな視線を向けてくる。

「精霊の国の王子達、そして皆さん、お願いします」

　私達は揃ってうなずいた。

「トロイメアの姫、ありがとう！」

「俺も礼を言う。助かった」

　リッツさんは明るく朗らかな口調で、精せい悍かんなフォイアさんには揺るぎない眼まな差ざしとともに礼を言われ、私は慌てて首を横に振った。

「いいえ……！　無事で何よりです」

「じゃあ皆、ザント王子を捜すわよ！」

　白葉さんのよく通る声が接見の間に響いた。










　ザント王子は十日前の朝方に城を出て、それ以来行方不明なのだという。王子の姿を見た人はおらず、いったいどこに消えたのかと、兵達は広く捜索している。けれど今に至るまで見つけ出せずにいた。

「……指輪になっていたら、見つからないよね」

「そうですね。……近づけば、気配を感じることができるのですが」

　ナビは悔しそうにうつむく。

「シャオさんの時は、確か舞を奉納する湖でしたが、土の一族の地にも、そういった神聖な場所はないんでしょうか？」

「確かに奉納の儀をする場所はどの一族の地にもあります。まずはそこを確認しましょう。それから兵達にはザントが指輪になっている可能性もあることを伝え、草むらや木々や建物の陰等、これまで以上に注意して捜してもらいましょう」

　年長者であるシャオさんの、穏やかで優しいけれど、凜とした芯しんの強さを感じさせる声に、異を唱となえる人はいなかった。皆揃ってうなずき、いくつかのチームに分かれて捜索を開始する。

　精霊の国・セクンダティの中でも、土の一族の地は広大だ。その中で、もしかしたら小さな指輪になっているかもしれないザント王子を捜すのは容易ではないし、ユメクイが持ち去っていたら……と思うと、気持ちが急く。けれど皆何も言わず、懸けん命めいにザント王子の行方を捜している。

「ザントは、……とてもいい子なのですが、以前悲しい出来事が起きて、それ以来わたしたち他の地の者達も彼の力になりたいと常に思っているのです」

　シャオさんが、ぽつりと呟いたことを思い出す。

　悲しい出来事がなんなのかは、シャオさんの沈んだ様子から訊ねることはできなかったけれど、まだ見ぬザント王子が心に強い痛みを抱いていることは伝わってきた。

「特に、ザントと同じ強力な魔力を持つカルトは、彼のことを殊ことの外ほか気にかけています。あまり体力がないのに、捜索もあんなに一生懸命になって……」

「……シャオさん」

　私は一時言葉を失い、口を噤んだ。

「……カルトさんも、ザント王子も、何かあった時にはこうして集まる仲間がいて、とても幸せなことだと……私は思います」

　今回はザント王子だったけれど、きっと誰に何があったとしても、互いに支え合おう──そんな想いを、精霊の国の王子様達から感じることができる。

　シャオさんは私を見、そうして優しく微笑んだ。

「皆性格はバラバラですけれどね。わたしは彼らを信頼しています」

「はい。ですから、必ずザント王子を見つけ出しましょう……！」

　朗報は、それでもしばらく聞くことはなかった。それどころか──。

「ほ、報告です！　ユメクイが城下に大量発生しています！」

　兵士からの一報に、王子達は即座に臨りん戦せん態勢を取った。

「場所はどこ？」

「城下北の端の広場です……！」

「行くぞ！」

　アヴィの力強い声に、王子達はユメクイの発生した北の広場へと向かった。




　駆けつけた広場は、恐ろしい状態だった。

　いったい何体のユメクイがいるのだろう？　まるで濃のう霧むのように、広場全体にユメクイが湧き出してきている。

　あまりの多さ、そして影の濃さに、私の足は竦んで、その場に棒立ちになってしまう。

「ひ、姫、様……」

　ナビの声も震えていた。

（怖おじけては、だめ……！）

　気持ちで負けてはだめ。強い心で立ち向かわなければ、のみ込まれてしまう。

「ああもう！　うじゃうじゃきもちわるいなあ！」

　自らを鼓こ舞ぶするように、ヒナタが叫んだ。隣でメディさんが深くうなずいている。

「まったくだ！　美しさのカケラもないではないか！」

「皆、行くわよ！」

「あ、……あっ、お待ちください！　指輪の気配を感じます……！」

　突然ナビがそう叫んだ。そして、つぶらな瞳で、もやもやとした異様な姿のユメクイをじっと見つめる。

「指輪？　じゃあ……」

「ええ、ザント王子か判断はつきませんが、確かにユメクイが指輪を手にしています！」

　ナビがはっきりとうなずく。

「じゃあ絶対に逃がさないようにしないとだな」

「もちろんだよ。ここで逃がして他の地に行かれたら面倒だし」

　不敵な笑みのフォイアさんと、ふわりと宙に浮いたフリュス君が、揃ってうなずいた。

「我、誓願す。炎の精霊よ、ユメクイを撃破せよ！」

「我、誓願す。風の精霊よ、炎に乗ってユメクイを吹き飛ばせ！」

　フォイアさんとフリュス君は、同時に祝詞を唱える。

　すると──。

　巨大な炎が出現し、ユメクイに向かう。そしてその炎を巻き上げるように強風が起こり、空高く炎が立ち上った。

　強風の力を得た炎はさらに燃え上がり、ユメクイに直撃する。

　一瞬で数体ものユメクイが消失した。

「すご、い……！」

「わたしたちもいきましょう。我、水の精霊に誓願す。水柱となってユメクイをのみ込め」

「フォイア達ばっかりにいい格好させないからねーっ。我、雷の精霊に誓願す。水柱とともにユメクイを粉ふん砕さいせよ！」

　続いてシャオさんとリッツさんの合わせ技が、ユメクイを襲う。

　精霊の力は美しく、そして強大だった。もちろんアヴィ達も、精霊の攻撃を避けて逃げるユメクイを、一体ずつ確実に仕留めてゆく。

「指輪が……！」

　ユメクイの一体が持っていたであろう、鮮やかなきらめきが地面に落ちるのを見た。すると、カルトさんがそのきらめきに向けて駆け出す。

「カ、カルトさん、危ない……！」

　なんの防御もせず、ユメクイのただ中にカルトさんは走った。それをユメクイは見逃さず、カルトさんに覆い被かぶさってきた。

「カルトさん！」

「……氷の精霊よ、我を守護せよ」

　微かな声が聞こえた刹那、カルトさんの周囲に分厚い氷の壁が出現した。ユメクイが怯む隙すきに、カルトさんは地面に落ちたきらめきをしっかりと拾う。

　胸にぎゅっと抱きしめるカルトさんにホッとするも、ユメクイは氷の壁をも乗り越え、闇を紡いだベールのように広がり、目の前に迫り来る……！

「カルト！」

　カルトさんの絶体絶命の危機に、精霊の国の王子様達は、まさに寸分の狂いもなく祝詞を唱えた。

　シャオさんの水の剣、リッツさんの雷の槍やり、フォイアさんの炎の盾たてがカルトさんを守る。そしてフリュス君の風がカルトさんを包み込み、空高くへと浮かび上がらせる。

「……！」

　まさに精霊の国の王子様達の精霊の力で、カルトさんを救ったのだ。

　何体いたかわからないほどのユメクイは、全員が力を合わせ、一体残らず倒すことができた。

「……よかった……」

　きらめきを大切に胸に抱いていたカルトさんが、ゆっくりと私の前にやってきた。そして両掌に包み込んだきらめき──指輪を差し出す。

「お願い……」

「はい」

　そっと大地に置かれた指輪をじっと見つめる。そして両手を組むと、願いを捧げた。

（目覚めて……。どうか）

　精霊の国の王子様達の想いとともに、心から願う。

　指輪が優しい光を放ち、それは徐々に強くきらめいてゆく。

　輝きはふいに収まり、そこには指輪ではなく、健康的に日焼けした、黒髪の青年が横たわっていた──。
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「ザントさんの様子はいかがですか？」

「一応、医師に診みてもらっている。……すぐにやってくると思う」

　念のため、ということのようで、カルトさんの言葉に皆安堵の息をついた。

　ユメクイとの戦いを終えたあと、私達は指輪から元に戻ったザントさんを連れて、土の一族、テラマートルの城に立ち寄ることになったのだ。

「皆、……ありがとう」

　カルトさんは私達に向けて頭を下げた。

「とんでもない！　当然のことをしたまでだよ！」

　元気なメディさんに、私は微笑む。

　こうして精霊の国・セクンダティの王子様達が皆無事で、本当によかった。

　国に蔓まん延えんしていたユメクイを一いつ掃そうできたからか、精霊の力も再び安定したようだ。精霊と深く繫がっている一族の王子様達は、皆とても喜んでいた。

「なぜこんなに来ている？」

　その時、低く、ともすれば不ふ機き嫌げんなのかなと心配になるほど無ぶ愛あい想そうな声が聞こえた。

　声同様、不機嫌そうなザント王子の視線を受けてしまい、私は身を硬くした。

（まだ、体調が思わしくないのかな……？）

　そんな時に、大勢でわいわい騒いでいるのを見るのはあまり気持ちがよくないのかもしれない。そう思った時、

「……心配、だったから」

　カルトさんが、小さくけれどとても悲しそうな声で呟いた。その声を聞いて、ザント王子はハッと目を見開き、そうしてその場にいる全員を見回した。

「す……、すまない」

　微かに目を伏せ、謝罪の言葉を口にした。日焼けしているから、はっきりしないけれど、どことなく頰が赤いような……。

（あ、もしかして、照れているのかな？）

　だとしたら、さっきの不機嫌だと思ったのは私の思い違いかもしれない。

「ねえザント！　こうして皆無事だったんだし、パーティーでも開かない？」

　リッツさんが悪戯っぽく笑いながらそう提案した。

「は？　パーティー？　なんで」

「なんでって、今言ったでしょ。皆無事でよかったね！　あとユメクイも追い出したし！　ってことで、パーティー！」

「……どうしてここでしなきゃならない」

「いいじゃないか、こうして皆無事に再会できたんだ！」

　フォイアさんもまた、楽しげに笑いながらザント王子の肩をポンポンと叩いた。

「……おい」

「無理は言いませんが、全員が揃うこともあまりありませんし、それにザント、わたしたちを救ってくれた旅の方達です。セクンダティをすべて回ってくれた上に、特にこちらは、あなたを指輪から元に戻してくれたのですよ」

　シャオさんがそう言って、私達を紹介してくれた。

「そうか。……ありがとう」

「いや、お前らが無事でよかったよ」

　アヴィのさり気ない言葉に、皆うなずく。ザント王子はさらりと目を向けてきて、最後に私に視線を据えた。

「トロイメアの姫、か」

「あ、はい」

　じっと見据えられて、少しだけ身が強張る。

「──宴えん席せきを用意する。待ってろ」

　ザント王子──ザントさんはそう言うと、踵を返した。




　パーティーは、短時間に用意したとは思えないほど盛大に催もよおされた。もしかしたらザントさんが無事見つかったことで、すでに城内では宴うたげの支度が進められていたのかもしれない。

　美味しそうな果物や新鮮で珍しい野菜といった、たくさんの旬しゆんの食べ物が卓に並び、美しく可憐な花々が、室内を彩いろどる。

　久しぶりに全員揃ったという精霊の国の王子様達は、互いに無事だったこともあり、笑顔で喜び合っている。

　私達も、長い間二手に分かれての旅だったので、それぞれの地での出来事を話し、話題には事欠かなかった。

　兄王様は宴席が盛り上がるよう、楽器奏者や歌い手、踊り子さん達を呼んでくれ、美お味いしい食べ物と素敵な催しに、皆とても楽しそうだった。もちろん私も、王子様達が無事で、嬉しくていつもより少しはしゃいでしまう。

「いちごジュースをどうぞ」

　フリュス君は、以前カルトさんが言っていたように、本当にいちごジュースが好きなようで、十五分おきに勧すすめてくれる。

「テラマートルのいちごって美味しいんだよねー。僕以前ザントにいちごの栽培方法を聞いたんだけど、やっぱりここの土地とうちの方とじゃ少し味が違うんだ」

「ここは土の一族の地だもんね」

「やっぱりそうなのかなぁ？」

　そう言いつつ、フリュス君は勧めてくれたいちごジュースを、自分で飲んでしまった。

「あっ、つい。ごめんね。新しいの持ってくる！」

「ありがとう」

　フリュス君の後ろ姿を何気なく見送った視線の先に、シャオさんとフォイアさんがいた。

　性格は異なるけれど仲がいいというふたりは、話が盛り上がっているようで、互いに笑顔だ。

　フリュス君はジュースを手に、今度はヒナタに勧めている。

　チームが分かれたアヴィは、白葉さん、ルークさん、メディさんに囲まれていて、「大変だったんだよ！」とか「そっちはどうでした？」とか、声が漏もれ聞こえてくる。

　賑にぎやかな宴の中で、カルトさんとザントさんはといえば、隅の方でゆったりと立っていた。彼らは無言で、ふたりでその場の空気を楽しんでいるようだった。

「本当によかったですね」

　ナビが嬉しそうにそう言う。私もうなずいた。

　ジュースをいただきながら、ゆっくりと会場を見回すと、ザントさんと目が合った。

「……？」

　視線はすぐに外れたけれど、ザントさんは隣のカルトさんにひと言告げ、それに対しカルトさんはうなずいた。そして会場に散らばる精霊の国の王子様達へと歩み寄っていく。

　そうして全員に声をかけ終えたかと思うと、こちらに向かって歩いてきた。

「……楽しんでいるか？」

「はい。お料理も美味しいですし、お花、とっても綺麗ですね」

「すべてテラマートル産だ。改めて礼を言う。──ありがとう」

　いいえ、と首を振ると、ザントさんは会場内の、旅の仲間達へぐるりと目を向けた。最後に私の目を見て、静かに呟く。

「……アンタ達の旅に、精霊の加護があるように祈らせてくれ」

　ザントさんがそう言うと、他の王子達も、スッ、と姿勢を正した。

「我、汝なんじに大地の精霊の加護を与えん」

　ふわり、とザントさんの手から、あたたかな光が溢あふれる。

「我……、汝に氷の精霊の加護を」

「我、汝に水の精霊の加護を」

「我、汝に雷の精霊の加護をっ」

「我、汝に風の精霊の加護を」

「我、汝に炎の精霊の加護を！」
















　ザントさんに続いて、精霊の国の王子様達の手から次々に光が生まれる。光はゆるりと立ち上り、そうして私の身に、吸い込まれていく。

（あたたかい。それに、なんだか大きなものに包み込まれているような……）

　それは初めての、そして得え難がたい、経験だった。

「……ありがとうございます」

「頭からつま先まで、力が満ち溢れるようだね」

「美しい光だったわ……」

　メディさんと白葉さんが、うっとりしたように呟く。私はうなずいた。

　神こう々ごうしい光の余よ韻いんを惜おしむように、そして大切に心の内に仕舞うように、ネックレスのチェーンに下げた指輪ごと、胸に掌を押し当てる。

「さあ、今日は夜通し楽しむぞー！　ザント、今日くらいハメを外してもいいよね？」

「リッツ、お前はいつもハメを外しているだろう」

「そんなことないよ！　ね、フォイアもそう思うだろ？」

「ああ、もちろんいいとも！　こんな機会滅多にないからな」

「……」

「……皆、ここはザントの城……」

　言いかけたカルトさんだったけれど、当のザントさんは、大きなため息をついてぶっきらぼうにうなずいた。

「物を壊すな。暴れるな。酒ばかり飲まず、飯は絶対に残すな」

「りょーかい！　ねえザント、いちごジュースもっとちょうだい」

「フリュス、いちごジュースばかり飲むな」

「えーだって美味しいんだもん！」

　ちょっと迷惑そうな顔をしながらも、決して本音はそうではないみたいで、ザントさんはため息をつきつつも、どこかちょっとだけ楽しそうに見えた。

「……楽しもう」

　カルトさんが、そっと声をかけてくる。

「はい！」

　うなずいたその時、やわらかくあたたかなものを感じた。

「あ……」

（気のせいかな？）

　ここは城内だ。けれど、何ど処こからか、空が、風が、大地が、……自然の大いなる力が、私達のことを優しく包み込み、微笑んでくれているような、そんな気がした──。
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（わぁ、綺き麗れい……）

　お城の中庭へ降り立った私は、目の前に広がる光景に息を吞のんだ。

　花と緑の国・ブルメリア。その王城の庭園は、庭師の人達が精せい魂こん込めて作り上げた特別な空間だ。昼間に見た色鮮やかな花達が、今は月光に照らされて静かに輝いている。

　冴さえ渡った夜空には青白く光る満月。足下には月の生み出す黒々とした影。その幻想的な美しい光景を眺ながめているのは、私一人だけだった。

　プリンスアワードが終わった後、この国の王子であるユリウスさんに招かれて私はブルメリアを訪れた。けれど私の到着後に急な公務が入ってしまったそうで、まだ一度も話ができていない。それが少し寂さびしくもあって──。

（プリンスアワードが終わって間もないし……仕方ないよね。それに私にもやらなきゃいけないことがあるし）

　そのためにわざわざ部屋を抜け出してきたのだ。こんなところでぼんやりしているわけにはいかない。

（ええと、城門は確かあっちだったよね）

　誰だれにも見つからないよう、裏門を出るところまではうまくいった。次はいよいよ城門を越こえて、城の外へ向かわなくては。

　持って来たランタンに火を入れる手を止めて、美しい庭に別れを告げる。この明るさなら灯あかりがなくても充分に周りが見えそうだ。暗さに目が慣れればもっと楽なはず。

　人目に付かないよう注意しながら、壁かべ沿ぞいを進んでいく。胸がドキドキする。こんな夜よ更ふけに外へ出ているのがバレたら、きっと部屋へ連れ戻されてしまうだろう。

（でも、チャンスは今日しかない。早く城の外へ出て、『あれ』を見つけないと）

　遠くに巨大な城門が見えてきた。かがり火を焚たいているので、槍やりを持って立っている門番の人達もよく目立つ。

　私は一いつ旦たん暗がりに身を潜ひそめると、用心深く城門の様子をうかがった。

（うーん。やっぱり城門は閉じてるし、門番の人達も思ったより多いかも。どうすれば外へ出られるかな……）

　正面から頼む？　物音を立てて気を引く？　城門が開いた時にこっそり抜け出す？

　前ばかりに集中しながら考え込んでいたせいで、私は背後に人が立ったことに気付かなかった。

（もう少し、近付いてみよう……）

　歩き出そうとした瞬間、右腕を強く摑つかまれる。

「……!!」

　予想もしていなかった衝しよう撃げきに心臓が跳はね上がる。悲ひ鳴めいを吞み込んで、必死に身をよじる。

（誰……！）

「落ち着け。オレだ」

　耳に差し込む懐なつかしい声。力強いけれど温かな腕の感触。

　パニックを起こしかけていた頭が、すとんと落ち着きを取り戻す。

「……ユリウス……さん？」

「やっと気付いたか。……お前、こんなところで何をしてるんだ？」

　体に触れていた手が離れていく。大きく息をしながら慌あわてて振り返ると、いぶかしげな顔をしたユリウスさんと目が合った。

「あの、私……外へ出たかっただけなんです。お城の外にどうしても用事があって」

　尻しりすぼみになった言葉を吞み込んでうつむくと、頭上から嘆たん息そくが聞こえてきた。

「用事があるなら、どうしてオレを呼ばねぇんだ」

「ユリウスさん、ずっと忙しそうだったので……」

「……オレじゃなくても、従者やメイドじゃダメだったのか。確かに呼びつけておいて放っておいたのはオレだが、まさかお前が自分から外へ飛び出していくとは思わなかった」

　短い沈黙。恐る恐る顔を上げると、ユリウスさんはがしがしと頭を搔かいてからこちらを見てくれた。

「さっきやっと時間ができて、お前の部屋に行ったんだ。そうしたら中はもぬけの殻からで、執しつ事じに話を聞いたら『中庭へ向かう姿を見た』とか言ってな。他のやつらは気付いてなさそうだったし、とりあえず執事に後を頼んで追いかけてきたんだが……まぁ、さっさと見つかってよかった」

「ごめんなさい……捜してくれていたんですね」

　ユリウスさんに心配をかけてしまったのだ。胸に反省とお詫わびの気持ちがこみ上げてきて、私は深く頭を下げる。そんな私を見たユリウスさんは、慌てたように付け加えた。

「無事に見つかったんだからいい。もう謝るな。……それで？　こんな時間に城の外で、どんな用事があるっていうんだ」

　口調はぶっきらぼうでも、滲にじむ空気は優しい。私はほっと息を吐くと、思い切って話し始めた。

「ユリウスさんは『月げつ照しよう花か』という花を知っていますか？」

　花の名を聞いたユリウスさんは、なぜかひどく驚おどろいた顔をした。

「ああ。その花なら、ブルメリアの者なら誰でも知ってるが……」

「今日の昼、執事さんから話を聞きました。ブルメリアの森の中で、満月の夜にだけ咲く花だと。私、その花をどうしても見つけたいんです。それで、今日の満月の晩しかチャンスがなさそうだったので……」

「お前一人で夜の森まで行くつもりだったのか」

「は、はい……」

　言葉にしてみるとあまりに無む謀ぼうだ。私は思わず肩をすぼめる。

「夜の森には夜行性の獣けものが出る。道だって複雑だ。下手すりゃ迷い込んだまま出てこられない」

「え……」

「花の咲いてる場所は教えてもらったのか？」

「いえ。どこに咲くかまでは誰にもわからないって……」

「月照花はものすごく珍めずらしい花なんだ。誰でも名前は知ってるが、見たことのあるやつの方が少ない。闇やみ雲くもに探したってまず見つからねぇ」

「そこまで珍しいんですか……」

　執事さんには希き少しようで特別な花だとしか教えてもらわなかった。まさか私が一人で飛び出していくとは思わなかったのだろう。

（それじゃあ一人で探しても見つからないかも……でも……）

　頭の中でぐるぐると考えを巡めぐらせていると、遠くから衛えい兵へいさん達の点てん呼この声が聞こえてきた。どうやらそろそろ、当番を交代する時間らしい。

「あまりここに長居するとまずいな。行くぞ」

　ユリウスさんの大きな手が、私の手を摑んで引く。あまりに自然な動きだったから、つられた足が勝手に歩き出してしまう。

「え……どこへ？」

「月照花を見つけたいんだろう。当てはあるが、確実とは言えない。見つからなくても怒るなよ」

　月光を避け、暗がりの道を選んでユリウスさんは進む。その足取りに迷いはない。

「い、いいんですか？」

「こんな夜中に一人で行くってことは、よっぽどの理由があるんだろ。けど……お前一人で行かせるわけにはいかねぇ」

　言い方はぶっきらぼうだけど、ユリウスさんはいつも優しい。胸に広がる喜びを嚙かみしめながら、私は大きな背を追った。繫つないだ手の温かさが、今は何よりも嬉しかった。
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「……なんだか甘い匂いがしませんか？」

　真っ黒な馬の背に揺られながら、私は視線を上へ向けた。

　空は生い茂った樹じゆ木もくに遮さえぎられ、そこにあるはずの満月はどこにも見えない。枝葉の隙すき間まから月光の欠片かけらが降り注いでくるだけで、夜の森はどこまでも静かだ。

　黒々とした木の陰にはかすかな生き物の気配。けれど牙きばを剝むいた獣が襲おそってくることもない。どこもかしこも静まり返り、全てが眠っているような空気。

　そして辺りに漂ただよう、ふわふわと柔らかな甘い香り──。

「……月照花の香りだ」

　ゆっくりと馬を進めながら、ユリウスさんが呟つぶやく。

「香りに沈ちん静せいや鎮ちん痛つうの効果があって、人だけじゃなく獣にも効きくと言われてる。吸い過ぎても害はないから安心しろ。……よかったな、当たりだ」

「え？」

「この香りがするなら、森のどこかで月照花が咲いてるってことだ。とはいえ香りが強すぎて、どこから香ってくるかわからないのが困るんだが」

　ユリウスさんは器用に手た綱づなを操あやつって、馬首を森の奥へ向ける。

　揺れる馬上でも、背中にはユリウスさんの体温が伝わってくる。前に乗せてもらっているおかげで安定感もあり、揺れに対する恐怖は全く感じなかった。

「ユリウスさんは乗馬が得意なんですね」

「ああ、ガキの頃から乗ってるからな。今でもよくこいつと遠乗りに出かけてる。普段は従者が付いてくるが」

「そう言えば、従者の人は……」

「外に出るタイミングで適当に言いくるめてきた。……付いて来させた方がよかったか？」

　ユリウスさんに顔を覗のぞき込まれて、私は思わず目を逸そらしてしまった。

　一緒に馬に乗っているこの状態は、いつもよりずっと距離が近いのだ。あまりドキドキすると心臓の音まで聞こえてしまいそうで恥はずかしい。

「あいつは真面目だからな。夜の散歩なんて反対するに決まってる。それに……お前と二人で、いろいろ……話したいこともあったしな」

「え……？」

「従者を連れてたらこんな風には喋しやべれないだろ。まぁ、厳密に言えば二人と一頭だが」

　ユリウスさんの手が馬の背を叩くと、馬は心得たようにブルルと鼻を鳴らした。

「プリンスアワード以来、公務がすっかり忙しくなってさ。こっちが呼びつけたのに、ずっとお前を放り出してた。……悪い」

「いえ、公務の方が大事ですから当然です。それに今、二人きりでいられるだけで嬉うれしいので」

　てっきり私が花を探しに行きたいと無理を言ったせいで、ここまで付いてきてくれたのだと思っていた。

（でも、ユリウスさんも二人きりになりたいと思ってくれたなんて……）

　それがわかっただけで胸が弾むほど嬉しい。私は心の中で喜びを嚙みしめた。

「そろそろ咲いている場所が近いかもしれないな」

　確かに甘い花の香りが強くなっている気がする。

　慎しん重ちように道を選んで馬を進めながら、ユリウスさんはぽつぽつと言葉を続けた。

「……お前には、直接礼を言っておきたかったんだ」

「お礼って……？」

「プリンスアワードで、オレは大勢のやつから応援してもらっただろ。その期待に応えられるよう努力してさ、立派な王子になろうとも思ったんだ。でも」

　ユリウスさんが言いよどむと、聞こえるものは馬の蹄ひづめの音だけになった。

　私は黙って先を待つ。やがて静かな声が耳に入り込んできた。

「お前が応援してくれなかったら、あんな結果は出せなかった。おかげでみんなの喜ぶ顔も見られたし、その……お前には感謝してんだ。ありがとな」

「そんな、お礼なんて。いい結果が出たのはユリウスさん自身の努力と、ユリウスさんを支持した皆さんの応援があったからです……！」

　プリンスアワードでは大勢の人達が一緒になって、ユリウスさんを応援した。大好きで大切な存在の王子に、みんなが力を合わせて声援を送ったのだ。

　私が想像しているよりずっとたくさんの人達に、ユリウスさんは心から愛されている。

（きっとユリウスさんは、そんな人達のために努力を続けるだろうから……私はそれを応援していきたい）

　ふわっと気持ちが温かくなる。嬉しくて思わず微笑ほほえむと、ユリウスさんも少しだけ笑ったようだった。

「……お前には敵かなわないな」

「え？」

「だいぶ時間を食った。少し急ごう」

　腹を蹴ける合図と共に、馬が駆け足を始める。勢いに負けてぐらつくと、ユリウスさんの腕が私の体をしっかりと引き寄せてくれた。夜風が流れる。花の香りが舞い散る。微かすかな光を頼りに、私達は森を駆け抜ける。




　どれだけ走っただろう。唐突に闇が途切れたかと思うと、視界一面に月光が降り注いだ。

　森の中にぽっかりと口を開けた空間。そこを隙間なく埋め尽くす──青白く光る花。

「これ……」

　馬に乗ったまま、私はその美しい光景に見とれた。

「下りられるか？」

「えっ？　ええと……」

「……いや、無理すんな。下ろしてやる」

　先に馬から滑すべり下りたユリウスさんが、私に向かって右手を差し出す。

　おずおずとその指先に触れた途と端たん、腕を引かれた。驚く暇ひまもなく体が宙ちゆうを舞い、ユリウスさんの腕の中に収まって地面へ下ろされる。

　私は足下を確かめながら、光を放つ花へと歩み寄った。

「これが月照花ですか？」

「ああ。満月の晩、月の光を浴びて咲く花だ。……幸運だったな。オレも正直、見つかるとは思っていなかった」

「ユリウスさんが探してくれたおかげです。本当にありがとうございます……！」

　その花は一ひと重え咲ざきのバラによく似ていた。大輪だが佇たたずまいは上品で、月光を浴びて輝く白い花弁がとても優ゆう雅がだ。何よりも、辺りに漂う甘やかな芳ほう香こう。近寄ってもむせるような甘さではなく、逆に爽さわやかさを感じられる。こんな素す晴ばらしい香りは初めてだった。

「ユリウスさん。あの、この花……少し摘つんでいってもいいでしょうか」

「摘んでも明日には枯かれるぞ。こいつは一晩しかもたねぇ」

「飾りたいわけじゃないんです。執事さんから、この花が香水を作るのに適していると聞いたので」

　ユリウスさんは少し驚いた顔をしたが、何も言わなかった。

（本当は秘密にしておきたかったけど……）

　私は思いきって胸の内を明かすことにした。

「実は、ユリウスさんのために新しい香水を作ろうと思ったんです。プリンスアワード入賞のお祝いに」

「……それで月照花を？」

「はい。執事さんに相談したら、この花のことを教えてもらって。ブルメリアでは幸運の象しよう徴ちようとされている花だから、お祝い用の香水にはぴったりだと聞きました。ただ、希少すぎてなかなか見つからないと」

「そうだな。店ではまず見かけないし、あったとしても相当高額になる。だが、普通は花を取ってこいとは勧すすめないが」

「私が勝手に探そうと思ったんです。執事さんも似た香りをいろいろ教えてくれたんですが、やはりこういうお祝いに一番ふさわしいのは月照花だって言うんです。ブルメリアの人にとっては特別大事な意味のある花だと聞いたら、どうしても探したくなって」

「一人で部屋を抜け出して、城門を乗り越えようとしてか」

「はい……」

　私は思わず肩をすぼめる。今考えると、どうして自分一人で夜の森に咲く花を見つけられる気になったのだろう。

「……一度で使い切れる程度にしておけよ」

　ユリウスさんは私を叱しかりもせず、屈かがんで花を摘み出した。

　私も慌てて隣に並び、花びらを傷付けないよう細い茎くきを折っていく。持って来た小さなハンカチは、あっという間に花で埋まった。

（このぐらいあれば平気かな？）

　花摘みの手を止めた時、隣から低い呼びかけが聞こえた。

「おい」

「はい？」

　振り返った私の頭へ、ユリウスさんが手を伸ばす。髪に差し込まれる細い感触。ふわりと香る甘い匂いは──間違いなく月照花だ。
















「……この花の花言葉は『貴方あなたに寄り添う』。これを二人で見つけた男女は……」

　ユリウスさんは言いよどんで目を伏せた後、ぼそぼそと続けた。

「幸せな結婚を約束されるという言い伝えがある」

「け……結婚!?」

「月照花を探しに行こうというのは、プロポーズの文句みたいなもんでな。大たい抵ていは男が女に言うんだが」

　寝耳に水だ。私は恥ずかしさのあまり、顔が真っ赤になるのを感じた。

（花を探しに行きたいと言った時、ユリウスさんが驚いたのも当然だよね。知らなかったとはいえ、大変なことを言ってしまった……）

「執事が余計な気を回したな。お前に月照花の話をすれば、きっと花を探しに行くと計算したんだろう」

「ど、どうして執事さんが……？」

「オレも執事に言われたんだ、招待客が寂しがってたってな。それで公務を片付けて部屋へ行ったら、お前がいなくて……クソ、ハメられた。あいつ、最初からオレたちを一緒に出かけさせるつもりだったんだ」

「そ、そんな……」

　驚きと恥ずかしさがごちゃ混ぜになって、それ以上言葉が出てこない。

　ユリウスさんはそんな私を見てがしがしと頭を搔くと、吸い込まれそうに深い色をした眼まな差ざしを向けてきた。

「……」

「……お前は……オレとそうなるのは嫌か」

「えっ……!?」

「オレはそうなっても……悪くねぇと思ってんだけど」

　真剣な表情が静かに近付いて。答えるよりも早く、私は唇くちびるを塞ふさがれた。

　周囲を取り巻く甘い香りと、柔らかくて甘いキス。頭の芯しんがくらくらする。甘さに溺おぼれて息ができない。息いき継つぎのため唇を開くと、もう一度優しく口付けされて──。

「……あんまりゆっくりしてると花が萎しおれるな」

　唇を離したユリウスさんが、鼻の触れ合う距離で呟いた。

「一回分の香水を作るならこの量で充分だ。そろそろ帰ろう」

　身み動じろぎをしただけで、辺りを漂う甘い香りが揺れ動く。まだ夢の中にいるような心地ここちで、私はぼんやりと頷うなずいた。

　顔が熱い。胸がドキドキする。頭はすっかり痺しびれきって、現実感を失ったままで。

「立てるか」

「は、はい」

　気き遣づかわしげな声をかけられて、私はようやく我に返った。

　花を包んだハンカチを潰つぶさないよう、大事に抱えて立ち上がる。城へ戻ったら花が枯れてしまわないうちに、急いで香水作りを始めなければ。

「不器用だから苦労するだろうけどさ。……お前が作る香水、期待してる」

　ぶっきらぼうな言葉と共に、優しい仕草で手を引かれる。

　私は思わず微笑みながら、ユリウスさんと並んで歩き始めた。


おわり

































（すごい……こんなにたくさんの本が展示されてるなんて）

　シャーロット文学賞。文ぶん壇だんの国・ミステリアムで、最も権威ある文学賞の授賞パーティーに招待された私は、会場に漂ただよう厳おごそかな空気に圧倒されていた。

　──ざわめきの中から、「あれ？」と、聞き覚えのある男性の声がするまでは。

「えっ？　あ……」

　振り向くと、そこにいたのは魔術の国・ソルシアナの王子、ミヤだった。

　驚く私に、ミヤは「やっぱりキミだったんだね！」と、嬉うれしそうに近づいてくる。

「ミヤ！　どうしてここに？　あ、もしかしてミヤも招待されたの？」

「ううん。今日は公務とかじゃなくて、自分で申し込んで……」

　言いながらミヤは私に、一冊の重厚な装丁の本を手渡す。

「……？　これって、今日受賞するミステリー作家の……グレアム王子の本だよね？」

「うん、そう！　実はオレ、グレアムの大ファンなんだよ～。それで、ここに来れば話とかできるかなって思ってさ！」

「ふふ、そうだったんだね」

　無邪気な笑顔を見せるミヤに、私もつられてほほえんでしまう。

（ミヤのおかげで、心細さが一気に吹き飛んじゃった）

　思いがけない人との再会で、このあとの楽しい時間を予感したそのとき──

「おい」と、低い声が私たちに向けられた。

　そちらを向くと、長身で端正な顔立ちの男性が、私を見下ろすように立っている。

　またしても嬉しい再会に、私は「あっ」と、声を上げた。

「キースさん！　こんにちは。まさか、こんなところでお会いできるなんて」

「ああ……愛読している本の作家が受賞するのでな、足を運んでみた」

　言いながらキースさんは、手に持った何冊かの本を掲かかげる。

　すると私の後ろからひょいと顔を出したミヤが、「あっ、それ、藤ふじ目めの本だな」と、人ひと懐なつっこい笑みをキースさんに向けた。

「……お前は？」

「ああ、ごめん。オレはミヤっていうんだ。一応これでも王子様だよ。魔術の国の！」

「そうか。俺は宝石の国・オックスの王子、キースだ。……お前も、藤目の本を愛読しているのか？」

　冷たく威厳にあふれた声に、期待が混ざっている。けれども……

「とうぜ～ん！　って言いたいところなんだけど、たまたま知ってるだけなんだよね」

　ごめんねと軽く笑って、ミヤは誇ほこらしげに私の持つ本を指差す。

「オレはこっちの……グレアムの本のファンなんだ！」

　すると、キースさんはわずかに落らく胆たんしたような表情を浮かべた。

（もしかしてキースさん、本について語り合いたかったのかな？　でも、藤目王子って、恋愛小説家だったような……キースさんが愛読してるなんて、意外……）

　そう思いながら見つめていると、キースさんの期待の目が、今度は私に向けられる。

「……お前は」

「はい！」

「お前は、藤目の本は読んでいるか」

「……いえ」

「……読んでおけ」

　仕方ないというふうにため息をつき、キースさんは持っている何冊かの一冊を、私に手渡す。表紙にふんわりとほほえむ女性の絵が描かれた、美しい本だ。

「これは……？」

「藤目の作品の中でも、最高傑けつ作さくと言うべき一冊だ。藤目の紡つむぎ出す文章に敵かなうものはない。必ず読んでおけ」

　反論は却下。そういわんばかりの威圧感を残してキースさんは踵きびすを返す。

　すると、私と同じくあっけにとられていたミヤが、慌ててキースさんを呼び止めた。

「ま、待ってよ。今のはちょっと、聞き捨てならないなぁ。グレアムが書くミステリーは、活字が苦手なオレでもすごく読みやすいし。それって、グレアムの書く文章がすごいってことでしょ？」

　少しむっとしたミヤの反論に、キースさんはゆっくりと振り返る。

「確かにグレアムもなかなかのものだ。だが、藤目とは比較にならん。何より……」

　ミヤから私へと視線を移したキースさんが、やわらかく目を細めた。

　その優しい表情に不意をつかれた私は、吸い込まれるようにキースさんを見つめ返す。……けれどキースさんは、すぐにいつもの冷ややかな表情に戻り、ミヤに言った。

「彼女には、グレアムよりも藤目の世界観の方が相応ふさわしい」

「そんなことないよ！　グレアムだって──」

「皆様、大変長らくお待たせしております」

　突然、会場にアナウンスが響き、私たちは揃そろって、壇だん上じようの司会者を見上げた。

「パーティー開始の時刻を過ぎておりますが……受賞者の到着が遅れておりますので、今しばらくお待ちいただけますでしょうか」

「到着が遅れてるって……何かトラブルでもあったのかな？」

　他に情報はない。ミヤと同じように、理由を推測する人々の声で会場内がざわつき始めると、入り口の扉が勢いよく開かれた。

「たっ……大変です！」

　人々が一斉に振り返る。そこへ衛えい兵へいらしき男性が、息を切らしながら飛び込んできた。

　その姿を見たとたん、胸にいやな予感がよぎる。

「ユ……ユメクイが現れて……王子を……!!」

「!!」

「ユメクイだって……！」

「助けて！　誰だれかーっ!!」

　どこへ逃げたら安全かも確認せず、人々は扉という扉に殺さつ到とうし、一気に混乱に陥おちいった。

「まさか、グレアムが……？」

　心配げなミヤに、キースさんは逃げまどう人々に目をやりながら言う。

「そのようだな。それに、この会場に来ているはずの藤目の姿も見えない。気がかりだ」

「え？」

「グレアムと同じだ。藤目は作家であり、王子でもある」

　ミヤがはっと息をのむのと同時に、私も事態を理解した。

（つまり二人とも、ユメクイに襲おそわれたかもしれないんだ）

　ドキドキと鼓動が速くなる。けれどミヤは迷うことなく、「なら……！」と促すようにキースさんを見上げ、キースさんも「ああ」と即答した。

　二人はうなずき合うと、逃げ惑う人々の前に進み出た。

「皆、落ち着いて！　ここはオレとキース王子に任せてくれ！　キミ達は、会場の人達を誘導して」

「……っ、わ、わかりました。ご協力、感謝します！」

　うろたえていた衛兵さん達は直立して敬礼をし、人々の誘導のために迅じん速そくに動き始める。

　ここはもう大丈夫──そう思えたとき、ミヤが元気よく腕を振り上げた。

「さあ、グレアムたちを助けに行こう！」

「ああ。お前も、大丈夫か」

　そう声をかけてくれたキースさんの、さりげない優しさに私はしっかりとうなずく。

「……はい」

（ユメクイが相手なら、私にもできることがある）

　首から下げた指輪を握りしめる私を見て、キースさんはふっと口の端を上げる。

「……藤目がいなくては困る。続編を心待ちにしているのだ」

「オレだって、続きが読めないと気になって眠れないくらいだよ!!」

　それぞれ戦いの準備を始めた二人からは、藤目王子を、グレアム王子を救うのは自分だという気合が伝わってくる。

（二人とも、本当に好きなんだ……）

　ミヤとキースさんの想いも守れますように。

　ユメクイが現れたという会場の外へと向かいながら、私は心からそう願った。




　会場の建物からやや離れた、街道が通る森にユメクイの群れはいた。

「！　あんなにたくさん……！」

　鮮あざやかな緑の中で、黒くうごめく影──ユメクイたちは、光を避さけるように木こ影かげに寄り集まっている。私たちは息を潜ひそめて近づき、それぞれ太い木に身を隠かくした。

「十五匹はいるな」

　黒い影を凝ぎよう視ししながら、キースさんは腰の剣に手を置き、軽く舌打ちする。

「うん……あっ、見て！　あいつらの足下、あれ指輪じゃない？」

　鋭するどいミヤの声に地面を見ると、柔らかそうな下生えに埋もれて、小さな輝きが二つ──

「あれが、グレアム王子と藤目王子でしょうか」

「やつらを倒せばわかることだ。ソルシアナの王子、お前は俺を援護しろ！」

　言うなり、キースさんは木のかげから飛び出し、走りながら剣を抜きさった。

「キースさん！」

　一瞬振り返り、大丈夫だとうなずくと、キースさんは一いつ閃せんで二匹の影を切り裂いた。

「うわぁ、かっこいいなぁ……って、待ってよキース王子！　援護もするけど、オレも戦えるんだって！」

　続けて飛び出していったミヤは、キースさんを襲おうとしていたユメクイめがけて、青白い稲いな妻ずまを直撃させる。

「あとオレの名前は『ソルシアナの王子』じゃなくて、ミヤ！」

　霧む散さんしていくユメクイを見やり、キースさんは「ほう」と愉ゆ快かいそうに目を見開く。

「なかなかやるじゃないか、ミヤ」

「キース王子もね！」

　それから自然と背中を預け合った二人は、襲いくるユメクイを次々に倒していく。

（二人とも、すごい……。私もがんばらなきゃ）

　私はさらに祈りの力を強め──やがて、ユメクイはすべて消え去った。




　それから私は、取り戻した二つの指輪を前に祈りを捧ささげる。

　トロイメア王家の者だけが使えるこの力で、これまで何人もの王子を目覚めさせてきたけれど、今回ほど緊張したことはない。その理由は……

「がんばれ、がんばれ！　お願い、グレアムを助けてあげて！」

「ミヤ、少し静かにしろ。こいつが集中できずに藤目を救えなかったらどうする」

「そ、そんなぁ……。わかった、じゃあオレも静かにお祈りするよ。キミが成功しますようにって。それならいいよね？」

　子犬のように見つめてくるミヤと、静かに見守っていても、視線そのものが強い意志を持つキースさん。二人がぴったり両隣にはりついているからだった。

（ものすごくプレッシャーを感じる……けど、しっかりしないと）

　私の祈りに呼応して、指輪は力強く光を放つ。

　眠れる王子様の夢を守る光。それは燦さん然ぜんとまばゆく輝き──はじけた。

「……っ」

　きつく閉じていた目を開けると、草の上に二人の男性が倒れている。

「藤目か!?」

「グレアム王子！　無事っ!?」

　駆かけ寄ると、倒れていた二人はゆっくりと頭を上げた。

「気がついた……！　お二人とも、大丈夫ですか？」

「……？　ここは……？」

　インバネスコートのようなマントを羽織った男性は、身を起こすと軽く頭を振り、優しげな瞳を瞬しばたたかせる。

「貴方あなたたちが私を助けてくれたのですか？」

　うなずくと、私たちは簡単な自己紹介をした。

「そうですか、トロイメアの……皆さん王族の方なのですね。申し遅れましたが、私は文壇の国・東雲しののめの王子、藤目といいます」

　大変な目に遭あったにもかかわらず、柔らかな表情を浮かべる藤目王子に気丈さを感じていると──彼はふいににっこりと笑い、心配そうに見守るミヤたちを見上げた。

「助けていただきありがとうございます。ですが、いったい何が起きたのか……。たしか私は、授賞パーティーに向かう途中だったのですが」

「覚えていないのか？」

　驚くキースさんに、藤目王子は「いやあ」と苦笑した。

「徹てつ夜や明あけで、考え事をしながら歩いていたので」

「ユメクイに襲われたんだろう。俺と同じくね」

　聡そう明めいそうな瞳をしたもう一人の王子は、言いながら落ちていた眼鏡めがねを拾い、かけ直す。

「助けてもらったこと、礼を言おう。俺はグレアム。文壇の国・ミステリアムの王子だ。……天才推理作家と呼ばれている」

　涼しい顔で自信に満ちた言葉を紡ぐ王子に、私は思わず「え」と口を開ける。

　けど背中にはミヤの羨せん望ぼうのまなざしが痛いくらいに突き刺さり、もちろん知ってるよ！　という心の声も、大音量で届いていた。

「お礼なんていいんです。グレアム王子、藤目王子も、ご無事でよかったです」

　ありがとうとにこやかに言う藤目王子の横で、グレアム王子は「そ、そうか」と、さらりとした髪を指に巻きつける。

「俺のことは形式張らずに呼ぶといい。恩人なんだし」

「いい提案です、グレアム王子。皆さん、私のことも堅苦しいこと抜きに、呼びやすいように呼んでくださいね」

「えっと……じゃあ藤目さんと、グレアム君……？」

　そう呼ぶとグレアム君はぴくりと反応し、「グレアム……君？」と確認するように呟つぶやく。

（あれ？　私、変なこと言ったかな？）

「……まあ、いい。にしてもこの俺が指輪に封じられるとは、なんたる不覚。だがユメクイなどという想定外の存在に出くわさなければ、こんな失しつ態たいはおかさなかったし、今ごろは授賞式の壇上に堂々たる姿で──」

　グレアム君はハッと顔を上げる。

「そういえばパーティーはどうなってる？」

「あ……そうだ、早く戻って、二人とも無事だって皆に知らせないと！」

　ミヤの言葉に、私たちは慌あわてて会場へ戻ろうとする。けれど──

「まあ慌てず。せっかくこのような奇き異いな体験ができたのです。ぜひ皆さんを取材したいので、お話でもしながら参りませんか？」

　藤目さんの発言に、全員が困惑の表情を浮かべた。

「え～と、取材を受けるのはものすごく光栄だけど」

　でも今はまずいよね？　とミヤが目の表情で訴えてくる。

「藤目さん。皆、受賞者のお二人のスピーチを楽しみに待っていますよ？」

　だから行きましょう？　そう促すと、藤目さんはいたずらっ子のように首をすくめた。

「華はなのあるグレアム王子のスピーチなら、盛り上がるのは間違いないでしょう。ですが私の話など、聞いても退屈ですよ。それよりも今日は皆さんの取材をさせていただいて、いつか作品に活いかすほうが──」

「今すぐ行くべきだ」

　藤目さんの言葉を遮さえぎったのは、キースさんだった。

「盛り上がりがどうとか、華のあるなしではない。藤目の作品を愛する者にとっては、今日は作者の口から語られる言葉を直じかに聞ける、それどころか直に賛さん辞じを伝えられる、めったにない機会だ。それをその者たちから奪うなと言っている」

（キースさん……）

　あくまで他人のこととして語られた言葉だけれど、これはキースさんの心だと思う。

　まっすぐ藤目さんを見み据すえるキースさんに感化されたのか、ミヤも、「そうだよ！」と声を上げる。

「オレもグレアム王子の作品が好きで、こんなおもしろい話を書いた人と話してみたいと思ったから、今日ここに来たんだ。藤目王子の話を聞きに来た人だって、きっと同じなんじゃないのかな。その人たちの気持ち、オレすっごくわかるから……お願いします、取材は今度にして、パーティーに出てください！　グレアム王子も、藤目王子も」

「……だそうだ。どうする？」

　まんざらでもなさそうなグレアム君に問われて、藤目さんは押し黙る。

　私は勇気を出して「あの」と顔を上げた。

「私からもお願いします。今回の受賞は、藤目さんの作品が大好きな方々にとっても、すごく嬉しいことだと思うんです。だから……」

　思いがうまく言葉にならなくて、もどかしい。

　言うべき言葉を探していると、藤目さんはふっと力の抜けた息を漏もらし、

「いけませんね、私は。助けて下さった貴方にそんな困った顔をさせてしまうとは」

　と、降参するように両手を胸の前に掲かかげた。

「ああ、わかっています。貴方のおっしゃりたいことはちゃんと伝わっていますから……。いただいた賞は私だけのものではない、読者の皆さんのものでもある──と。まさにその通りだと思います。あやうく大事なことを忘れるところでした」

「えっ、あの……？」

　藤目さんは腕を組んでうんうんとうなずいたあと、くるりと皆の方に向き直った。

「皆さん、ありがとうございます。お待たせしてすみませんでした。……参りましょう。集まってくれた方に、私から受賞の報告とお礼をしなくては」

「ありがとうございます！」

　深くお辞じ儀ぎをした私に、藤目さんは困ったように笑っていた。

　胸をなで下ろす私の隣で、キースさんはわかりにくいけれど嬉しそうな顔をして、ミヤも「やった～！」と拳こぶしを突き上げる。けれど対照的に、やれやれと大人びた仕草で時計を確認したグレアム君は、「藤目」と、少し焦った声で顔を上げた。

「主役は遅れて登場するものといっても、遅れすぎは物語の破は綻たんを招く。──急ぐぞ」

　その一言で、私たちは慌てて会場へ向かったのだった。
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　──授賞パーティーの翌日、天気は快晴。

　美しいバラが咲き乱れるお城の中庭で、私はお茶会の準備に追われていた。

「姫様、椅い子すの配置とテーブルクロスの柄がらは、これでよろしいでしょうか？」

「お飲み物はこちらのワゴンにご用意いたします。それから軽食のメニューですが──」

　テーブルに飾る花、お皿にカップ、銀器の選別まで、手伝ってくれるメイドさんたちと一つずつ確認していると、時間はあっという間に過ぎていく。

「はい、これで準備は完了ですね。皆さん、どうもありがとうございました」

　メイドさんたちにお礼を言い、私はきれいに仕上がったテーブルセットを眺ながめる。

　──ミステリアムのお城を借りて、お茶会が開けないかな？

　昨日、パーティーから帰ろうとするグレアム君に、思い切ってお願いした。

（スピーチのあとは、藤目さんもグレアム君もたくさんの人に囲まれて、一人一人とゆっくり話す余裕はなかったようだから）

　ミヤとグレアム君、キースさんと藤目さん。

　本当はお互い、話したいことがもっとたくさんあったと思う。

　だからそれぞれが国に戻る前に、ゆっくりと会話する時間を作ってあげたくて。

　急だったけれど、ミヤとキースさんは快こころよくお茶会への出席を承しよう諾だくしてくれたし、藤目さんも、その時間だけ執筆を切り上げて来てくれると約束してくれた。

「お天気もいいし、楽しいお茶会になるといいな」

　降り注そそぐあたたかな陽光の中、約束の時間が近づいていた。




「招待してくれてありがとう！　オレ、ゆうべはすっごく楽しみで、なかなか寝つけなかったよ～」

　テーブルについたミヤが、隣のグレアム君をチラチラと気にしながら、反対隣の私に満面の笑みを向けてくる。

「パーティーじゃぜんぜん話せなかったから、このままソルシアナに帰るのは残念だなって思ってたんだ。だから、キミがお茶会を開くって聞いたときは、それってなんていい考えなんだろう！　って──ね、キース王子もそう思うでしょ？」

「ああ。得がたい機会だ。礼を言おう」

　言葉は少ないけれど、キースさんの表情はいつもよりやわらかい。

（藤目さんと隣り合う席にしてよかった）

「お礼なんて……でも、そう言っていただけてよかったです」

　私はミヤとキースさんに挟まれた席から、向かいの藤目さんとグレアム君に目を移す。

「藤目さんもグレアム君も、昨日たくさんの人と話されてお疲れのところ、来てくださって嬉しいです。それにグレアム君には、お庭を貸してもらうのに、王様に掛け合ってもらって……ありがとうございます」

「この程度の根回し、どうということもない。……むしろ」

　グレアム君は眼鏡のフレームを指で押し上げ、涼やかに言った。

「この茶会、俺にとっても願ってもない機会だ。あのまま恩人に国に帰られてしまっていたら、後味が悪い。物語の結末は明めい瞭りよう爽そう快かいでなければね」

「そうですね。私もありがたいと思っています。皆さんにお礼をすると決めたものの、原稿の執筆依頼のように、何ごとも誘っていただく分には参加するにやぶさかでないのですが、自分から約束を取り付けるのはどうも不ふ得え手てで」

　実際いつになっていたことかと、ばつが悪そうに苦笑いする藤目さんに、ミヤが「でも、それも藤目王子らしいですね」と言って、皆が笑う。

　いい感じに雰ふん囲い気きがほぐれてきた頃合いで、私は立ち上がった。

「皆さん、そろそろお飲み物をお注つぎしますね。お城の方からおすすめの銘めい柄がらを聞いて、紅茶、コーヒー、ワインを用意したんですが、何にしますか？」

「うーん。じゃあオレ、コーヒーにしよっと。さっきからいい香りがしてるし！」

「私も、お酒は昨日たくさんいただいたので、ここはコーヒーでしょうか」

「なら俺も同じものを。稀き代たいの作家と語らうのに、酔いは邪魔になるしな」

「…………」

　グレアム君は、何か言いかけた口を閉じ、視線を泳がせる。

（あれ？　どうしたんだろう、グレアム君）

「グレアム君？　飲み物、どうします？」

「えっ!?　あ……、お、俺もコーヒーをもらおうか！」

　明らかに狼ろう狽ばいしているグレアム君を気にしつつも、私は控ひかえていたメイドさんに手伝ってもらいながら、一杯目の飲み物を給仕する。

　漂うコーヒーの香りの中、ミヤとグレアム君、キースさんと藤目さんは、それぞれ好きな作品について、大いに語り合っているようだった。

（キースさんまであんなに興こう奮ふんぎみに……ふふ、よかった）

　どちらの会話にも時々参加しながら、私は楽しそうな皆の様子を楽しんでいた──。




　二杯目のコーヒーを飲んでいたキースさんが、静かにカップを置く。

「ところで藤目。執筆で何か困っていることはないか？」

「困っていること、ですか？」

「ああ、なんでも言え。創作の妨さまたげになるものは、俺がすべて排除してやる」

　独特のエールにぽかんとする藤目さんの向かいで、ミヤが「ぶっ!?」と、あやうくコーヒーを噴ふきそうになる。

「ちょ、ちょっと、キース王子……過激だなぁ。執筆で困ることっていったら、やっぱり締め切りを守るのが大変、とかじゃないんですか？」

「いえいえ、そんなことはありませんよ」

「へぇ……オレ、作家ってみんな、締め切りに苦しんでるイメージを持ってました」

「それはよく言われますね。ただ、他の作家はどうかわかりませんが、私の場合は、原稿を書き終えたときが締め切りですから、困らないんですよ」

（ええっ……!?　藤目さん……なんて堂々とした笑顔）

　あまりに悪びれた様子がないので、ミヤも「え～っと？」と混乱している。

（だよね……。これってどう反応したら……）

　失礼にならないよう考えを巡めぐらせていると、キースさんがあっさり正解をくれた。

「何も不思議はないだろう。藤目はそういうことも許される作家なのだ」

「いやあ、許されていないから、担当編集者が連日、原稿の進行具合を確認に来るんでしょうねえ。仕事熱心で困ったものです」

「何……？　よし、俺がそいつを排除してやる」

「き、キースさん！　編集者さんがいなかったら、藤目さんの原稿は本になりませんよ。ね、そうですよね、グレアム君？」

　急に振ったせいか、グレアム君の瞳が、眼鏡の奥で一瞬大きく見開かれる。

「正解だ。藤目の本が途切れず出版されるのは、各社の編集者たちが優秀だからだとも言える」

「それは認めましょう。感謝もしているんですが……そうだ、出版社の方から聞きましたが、グレアム王子、貴方は締め切りを破ったことがないそうですね。すばらしいことです」

「ま、まあ、天才たるもの、締め切り三日前に原稿をあげるのが当然だからね。……でも執筆速度は人それぞれ。速度と読者の満足度がイコールになるわけでもない。その証拠に、藤目は藤目のスタンスで書き上げたものが、高い評価を受けているわけだし」

（グレアム君……）

　素直な賞しよう賛さんに、キースさんも深く同意する。

「過程がどうであろうと、読者にとって重要なのは、藤目の作品が読めることだ。たとえ何年待つことになろうともな」

　ぱちぱちと目を瞬かせて、藤目さんは照れたように頰ほおを触る。

「これは参りましたね。けれどお二人の言葉は嬉しいです。……ではこれからもしっかり、自分のやり方を貫つらぬきましょうか」

（ということは、担当編集者さんの苦労はこれからも続くんだ……）

　編集者の方には気の毒だけれど、これもまた藤目さんらしさ、なのかも。

　くすりと笑って、私はぬるくなった紅茶のカップを両手で包む。すると──

「歳はオレと同じぐらいなのに、やっぱりグレアムってすごいなぁ。あんなにおもしろい小説が書けて、考えもしっかりしてて……」

　小さく、心底感心したように呟く声が聞こえた。

　──たぶん、私にだけ。

　なんとなく寂さびしさを感じた私に、ミヤは「ん？」と快活に笑い返してくる。

「ね、キミもそう思わない？」

「そうだね。でも私からすれば、ミヤだってすごいよ？」

「オレっ!?　いや、あの……、ど、どこが？」

「皆に優しくて人気者のところとか、ユメクイを一撃で倒せる魔術が使えるとか、たくさんあるけど。やっぱり笑顔かな、人を元気にする力があるもの」

「……っ!!」

　瞬時にミヤの顔が赤く染まった。彼がすごく照れているのはわかったけれど、これは本当のことだから。

　ミヤは他の皆に気づかれまいと視線を泳がせて、こっそり私に耳打ちした。

「……ありがと。キミにそう言われるとオレ、ちょっと……ううん、かなり嬉しいかも……！」

　そんなふうに素直に喜ばれると、今度は私のほうが照れてしまう。

「え、ええと、皆さんお茶のおかわりは──」

　全員のカップを見渡した私は、違和感を感じた。

　他の三人は二杯目のコーヒーを飲んでいるのに、グレアム君だけがまだ一杯目を飲み終わっていない。──というか、ぜんぜん量が減っていない。

　じっと観察しているうちに謎なぞは解とけた。

　彼はカップに口をつけているだけで、中身を飲んでいるふりをしているのだ。

（でもどうしてそんなことを？）

　そのとき、傾けられたカップごしにグレアム君と視線が合ってしまう。

「……っ!?　うっ、ゲホッ、ゴホッ！」

「グレアム王子？　どうしたの、大丈夫!?」

　心配して背中をさするミヤに「大丈夫だ！」と必死に平静を装うグレアム君……けれど苦そうな表情は隠しきれていない。

（もしかして、コーヒー飲めないの!?）

　だとすれば飲み物を聞いたときの、変な反応にも納得がいく。

（そっか、他の三人がコーヒーにしたから、無理して同じものを……）

　とにかく、他の皆には知られないようになんとかしないと。

「グレアム君、コーヒー冷めてしまったみたいなので、とりかえますね」

　私は新しいカップに紅茶を入れて、「ああ」と生返事のグレアム君の前に置いた。

「？　これ……！」

　グレアム君の顔が、驚きに染まる。

　ばれていたのかという羞しゆう恥ちと、助かったという安あん堵どが入り交じった表情。そして悔くやしそうにゆがむ口元。本人には申し訳ないけれど、かわいいと思ってしまう。

　でも何も気づかないふりをして、冷めたコーヒーの入ったカップを下げたときだった。

「失礼します。藤目様、メッセージが届いております」

　執しつ事じさんが銀のトレイに載のせた、一枚のカードを藤目さんに差し出す。

　カードは淡いピンク色で、明らかに女性からとわかるものだ。

　お礼を言ってカードを受け取った藤目さんは、メッセージを一いち瞥べつすると、顔を曇らせた。

（えっ……藤目さん？）

　その物もの憂うげなたたずまいに男性的な陰かげを見て、私はどきりとする。

「少しの間離り席せきしますね。失礼」

　藤目さんはカードをポケットに押し込むと、執事さんに案内されて席を立った。

　バラの垣根で仕切られた、噴ふん水すいのある庭へと向かう藤目さんを、私は落ち着かない気持ちで見送る。

（誰からだったんだろう）

　そんな私の好奇心を見み透すかして、グレアム君が悪魔のようにささやく。

「知りたそうだね？　誰がどんなメッセージを送り、藤目を呼び出したのか」

「えっ？　私そんな……」

　一瞬心が動かされたけれど、私は必死に踏ふみとどまった。

　けれどグレアム君はさっきの仕返しとばかりに、「図星だね」とにやりとする。

「俺も興味がないでもない。この謎、解いてみる？　あとをつければ簡単に解けてしまうだろうけど」

「それって尾行だよねっ!?」

　瞳を輝かせたミヤが、「やるやるっ！」と身を乗り出す。

「うわ～、今日はほんと最っ高！　あのグレアムと謎解きができるなんて！」

「でもそんなことしたら藤目さんに悪いですよ。だって女の人からのメッセージみたいでしたし、その……」

「差出人がもし恋人だったら──？　藤目の恋人の存在を確かめたくないってこと？」

　神経質っぽく髪をいじりながら、グレアム君はなぜか少しいらいらしている。

「い、いえ！　そうではなくて」

「お前たち、たいがいにしろ」

　黙って聞いていたキースさんが眉まゆをひそめたことに、ミヤが意外そうな顔をする。

「えっ、キース王子、興味ないの？」

「あるわけないだろう。俺はやらん。人のあとをこそこそとつけるなど、王子としてあるまじきこと。……そもそも藤目はただ席を外しただけだ。探偵小説の主人公を気取るつもりなら、まず何か事件が起きてからにしろ」

（まあ、そうだよね……）

　もっともな意見に、グレアム君はつまらなさそうに頰ほお杖づえをつく。

「日常に潜む小さな謎が、実は極上のミステリーだったという例もあるけどね」

　そのままお流れになりそうな空気を変えたのは、ミヤの一言だった。

「これは事件だよっ！　だってさ、もし差出人が本当に恋人だとしたら、俺たちが追うのは『藤目王子ほどの恋愛小説家の恋愛事情』だよ？　キース王子！」

「────」

　その誘惑は、キースさんの厳しい顔つきに迷いを生じさせるのにじゅうぶんだった。




　揃って移動した私たちは、バラの垣根に隠れて息を潜める。

　ここからなら身を隠しながら、噴水の前で藤目さんと髪の長い女性が話している姿が見える。二人はこちらに体の横側を向けていて、気づくそぶりもないけれど──

「おい、こんなに近寄って本当に見つからないんだろうな」

「し～っ！　キース王子、声が大きいっ。あともっと屈かがまないと、向こうから見えちゃうって！　この中で一番背が高いんだから」

（この騒ぎじゃ、見つかるのは時間の問題かも）
















　するとまたグレアム君が「心配ない」と、私の心中を見透かした。

「噴水のそばにいる者には、この程度の声は聞こえない。それにこの場所は藤目たちの立ち位置からは、木の枝が重なって死角になっているはず。だから見つかるわけがない」

　自信たっぷりな断言に皆が注目すると、グレアム君は少し慌てた様子で、眼鏡のフレームを指で押し上げる。

「位置関係はすべて頭に入っている。生まれたときから暮らしている城だからね」

「じゃあ、ここにいれば安心なんですね。さすがグレアム君です」

「！　ま、まあ当然だね」

　きっと小さいころから、好奇心いっぱいに目を輝かせて、城じゅうを探検していたんだろう。その光景をほほえましく思い浮かべながら、私は噴水前の二人に目を移す。

（あの女の人、歳は私と同じぐらいかな？）

　清せい楚そな白いブラウスに、膝ひざ丈たけで揺れるスカート。ふんわりとした雰囲気のその女性は、初めて見るのに、なぜか以前にも会ったことがあるような──

「藤目の本の、表紙に描かれた登場人物と似ていないか？」

「あ！　そうかもしれません……似てますね」

　グレアム君の指し摘てきに、キースさんがぴくりと眉を跳はね上げる。

「あのイラストは主人公の恋人をイメージしたものだ。まさか彼女をモデルに？」

「なら恋人の可能性大だね！　でも、それにしては穏おだやかじゃない雰囲気かも……？」

　ミヤの言葉どおり、二人の間には緊張した空気が漂っていた。

　語りかける藤目さんの表情は硬くこわばり、はじめはやわらかな笑みを浮かべていた女性も、今は傷ついた表情で藤目さんを見上げている。

「なんの話してるんだろうなぁ。……あっ!?」

　突然、女性は両手で顔を覆おおい、わっと泣き出してしまった。

（ええっ……!?）

　泣く女性を前に、藤目さんは呆ぼう然ぜんとしている。

　けれどすぐ、すべきことに気づいたように、おろおろしながらも女性を慰なぐさめ始めた。

　そして一部始終を見てしまった私たちの間にも、気まずい空気が漂い出す。

「どうした。まさかここまで来て後悔しているんじゃないだろうな」

　それみたことかという顔のキースさんに、ミヤはしゅんと肩を落とす。

「でもあの子、すごく悲しそうで……。う～、見てるだけってつらいなぁ」

「藤目さんも、とても困ってるみたい……」

「この短時間であそこまで感情が高ぶるということは、二人の間には、以前からもめる要因があったんだろう。──グレアム、お前はこの状況をどう推理する？」

　キースさんの問いに、大人の恋愛映画をこっそり鑑賞する少年のように、藤目さんたちに見入っていたグレアム君は、「えっ!?」と過か敏びんに反応する。

「あ……ま、まさか女性が泣くなんて思わなくて……！　い、いや、なんでもない。……そうだな、俺には今の場面──これまで何度か行われてきた話し合いが、決けつ裂れつしたというふうに見えた。問題はなんの話し合いをしていたか、だが」

「う～ん。女の子のほうは、最初嬉しそうだったよね？　でも藤目王子が何か言ったのをきっかけに、泣き出した」

　ミヤの出したヒントに、グレアム君はきらりと瞳を光らせる。

「女性の期待を、藤目が裏切ったということになるな。そして女性の感情の落差から推理するに──決裂したのは結婚話の可能性が高い」

「……っ！」

　目を瞠みはる私の横で、ミヤが「えぇ～っ!?」と驚きよう嘆たんする。

「藤目王子、あの子と結婚するつもりだったの!?　でもさ──もがっ!?」

　ミヤの口を「黙れ」とふさいだキースさんが、じろりとグレアム君をにらむ。

「王子の結婚は簡単なものではない。お前だってわかっているだろう？　──そもそも彼女は何者なんだ」

「さあ。俺や藤目、王族が集まる場で見かけたことはないな。……そうか！　もしかしたらそれが謎を解く鍵かぎかもね」

「どういうことですか？」

　息をのむ私たちを順に見たグレアム君は、ニッと笑うと、自信満々に告げた。

「ありふれた話だ。身分違いの恋、道ならぬ恋──。その険けわしい茨いばらの道の果てに、待ち受けていた結末。どうやらそれがあの場面だったようだ」

　ほう、と全員がグレアム君の謎解きに聞き入っていた、そのときだった。

「皆さんにはありふれているのかもしれませんが、残念ながら私にはないんですよねえ、道ならぬ恋どころか、清き恋の話も」

　驚いて顔を上げると、垣根のすぐ向こう側に藤目さんが立っている。

（うそっ、聞かれてた……!?）

「藤目さん！　す、すみません！」

「いいんですよ。私が尾行対象では、探偵ごっこもスリルが足りなかったでしょう？」

　クスクスと笑う藤目さんには、すべてお見通しのようだった。グレアム君をはじめ、ミヤもキースさんまでもがこの状況に頰を赤らめている。

「だから言っただろうが。王子としてあるまじきことだと」

「あっ、キース王子、ずるい！」

　もめ出した王子たちをおろおろと見守っていると、藤目さんはバラのアーチをくぐって、一人でこちら側にやってきた。

「藤目さん、あちらの女性は……？」

「彼女は出版社の新人アシスタントさんですよ。先輩に頼まれて、泣き落としてでも私から原稿をとってくるよう、無理難題を命じられたそうです。かわいそうに」

（無理難題って、自分で言っちゃってる……）

　でもあの涙が傷ついて流れたものではなくて、よかった。

　ほっと息をつくと、「藤目先生ー！」と元気な声がして、見るとすっかり泣き止んだ女性が、噴水の前で背筋をただしている。

「取り乱してすみませんでした。また明日、改めて伺うかがいます！」

　深々とお辞儀をすると、女性は軽快な足取りで庭を出て行った。

（私も、あんなふうに仕事をしていたっけ）

　もうずいぶん昔のことのように感じる、懸けん命めいに仕事に向き合っていた日々。

　思い出すと懐かしくて、少しだけ胸が切なくなる。

「あの方、今のお仕事が本当に好きなんだろうな……」

　ぽつりと漏らすと、女性に手を振っていた藤目さんが私を振り返る。

「確かに熱心な人ですが、泣かれたときは内心とても焦ったんですよ？」

　どこまで本心なのか、おどけた調子で言われて、私はついふき出しそうになる。

　すると藤目さんは小さく笑い、私の横に咲く赤いバラにそっと触れた。

「女性の涙は美しいですが、取材するなら、恋に泣く女性の涙のほうがいいですね」

「恋の涙、ですか？」

　胸を甘く疼うずかせる響きに惹ひかれて、バラから視線を上げた私は息をのんだ。

　彼が憂いを含んだ男性の顔で、じっと私を見つめていたから。

「ええ、いっそう美しいと思うんです。たとえば貴方が、誰かに焦こがれて流す涙とか」

「────」

　心臓が大きく跳ねた。

　まるで大切な秘密を語るように囁ささやかれて、固まる私が、彼の瞳に映うつり込んでいる。

　全身が熱い──。一瞬、藤目さんの頰もほんのり染まっていたように見えたけれど、「たとえ話ですけどね」と、大きな手で口元を隠されてしまい、本当のところはわからない。

（びっくりした……。たとえ話にしては、言い方が真に迫ってたから）

　それは藤目さんが恋愛小説家だから？

　……そうに違いないと自分に言い聞かせていると、ミヤが「二人でなんの話してるの？」と、私と藤目さんの間に入ってきた。

「今さ、グレアム王子とキース王子と話してたんだ。最後は大どんでん返しの展開だったけど、今日は楽しかったねって！」

「それはお前が無理矢理まとめたんだろうが。……だが有意義な時間だったのは間違いない。新たな友人も得たことだしな」

「えっ、それってオレのこと？　キース王子、ホントに!?」

　嬉しそうなミヤを邪じや険けんに扱うキースさんは、どこか楽しげだ。そして推理が外れて動揺していたグレアム君も、気を取り直した様子で藤目さんに歩み寄る。

「俺も藤目に一本とられたのは悔しいけど、楽しかった。また勝負したいところだ」

「いいですね。そのときには清き恋ぐらいはしていたいものですが。……ね？」

　いたずらっぽく目配せをされ、私は慌てて、蒼あおい空へと視線をそらす。

（恋の涙、かぁ）

　異世界の日常に慣れるのに精一杯で、今はまだ想像もつかないけれど。

（私はこの世界で、それを流すことはあるのかな……？）

　文壇の国・ミステリアムで、胸に生まれたくすぐったい予感。

　それは困ったことに、なかなか消えてくれそうになかった。
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　とても小さな頃、一度だけサーカスに連れて行ってもらった。今でも私には、そのときの断片的な思い出がある。団員さんたちの芸は本当に凄すごくて、ピエロは面白くて、猛もう獣じゆうたちも、怖いはずなのに愛あい嬌きようがあるように見えて……。

　私はショーの始めから終わりまで、ずっと夢中だった。

　観客はほとんどが親子連れ。でも私の両親も含めて、大人たちまでみんな、きらきら目をかがやかせていた。

　思い出の中のサーカスは、夢の世界そのもの。

　そして大人になった私は今、夢の世界の中にいる──。




　私が〈夢世界〉に転がり落ちてから、どれくらいの月日が経っただろう。

　ここでは私は、どこにでもいる会社勤づとめの人間ではなくて、〈トロイメアの姫〉。

　今はその立場や能力にもだいぶ慣れて──つい最近も、四人の王子を目覚めさせ、助けることができた。

　モルタさん、ネロくん、ウェルガーくん、ドローレくん。

　兄弟に共通していたのは、濃い色を帯おびた髪とルビーよりも赤い瞳ひとみ。

　夢世界の王子たちはだいたいみんな個性的な格好をしているけれど、憧しよう憬けいの国・チルコの王子たちの風ふう貌ぼうは、私に強い印象を残した。

　──ピエロ？

　小さい頃に見たサーカスのピエロのことを思い出した。四人は白塗りの派手なメイクこそしていなかったけれど、「にぎやか」な服装をしていた。

　でも……そんな服を着ているのに、四人の赤い瞳には、翳かげりが宿っているように見えた。

　四人は忙しい時期にユメクイに襲われてしまったらしい。目覚めて状況を把は握あくすると、王子たちはばたばた帰り支じ度たくを始めて、話もそこそこに別れることになった。長兄のモルタさんだけはいくぶん落ち着いていて、後日あらためて挨あい拶さつをしたい、と言い残してくれた。

　思っていたよりも早くその『後日』がやってきた。

　ある日私に届いたのは、サーカスへの招待状。目覚めさせてくれたお礼にと、サーカスの特等席を用意してくれたらしい。しかも私が助けた四人の王子も、サーカスの団員だった。私が王子たちに抱いた第一印象は、間違いじゃなかった。

「チルコ・サーカスは世界的に有名ですよ。良席を取るのはひと苦労らしいです」

　招待状を見たナビは笑顔になった。

「団長はネロくんなんだね。でも、王子が団長って……国立のサーカス団ってこと？　チルコって、どんな国なの？」

　そう聞くと、一転ナビは大きな耳を伏せて、ちょっと困ったような顔をした。

「すみません。ぼくも詳しいことは知らないんです。とても小さな国でして……、その……、子どもしかいない国だという噂うわさを聞いたことがあります」

　私は驚おどろいてしまった。

　──子どもだけの国。そんなことって……あるの？




　ムーンロードを通って、憧憬の国・チルコに入る。

　指定された場所で私を待っていてくれたのは、馬車とモルタさんだった。整った顔立ちの中、右目のまわりは、金色の装飾が施ほどこされた仮面マスケラで隠かくされている。

「チルコへようこそ、トロイメアの姫君。先日は命を助けていただいたにもかかわらず、たいへんなご無礼を。どうかお許しください」

　モルタさんは開口一番にそう謝あやまって、深々と頭を下げた。とても優ゆう雅がで、完璧な仕し草ぐさ。

　──でも……、なんだろう、この……違い和わ感かん。

　なんともいえない曖あい昧まいな気持ちが、もやもやと私の心の底に生まれた。

「い、いえ、そんな……。お忙しいのにわざわざお招きいただいて、逆に申し訳ないです」

　私が慌あわててそう言うと、モルタさんの笑えみが大きくなった。

「さあ、どうぞお乗りください。まずはサーカスの会場までご案内いたします」

　モルタさんが片手を広げると、馬車の御ぎよ者しや台だいから、ちょんと小さな人影が飛び降りた。

　白い服を着た御者は、十歳くらいの子どもだった。小さな御者さんは馬車の扉を開け、モルタさんの仕草のまねをして、かわいらしくお辞じ儀ぎをした。

　ちょっと混乱しながら、私とナビは馬車に乗る。モルタさんは、まるで猫のようにしなやかな動きで、ほとんど音も立てずに馬車に乗り込み、私の向かいに座った。

　モルタさんの赤い目と私の目が合う。すかさず、モルタさんはにっこり微笑ほほえむ。物腰はやわらかくて、話し方はとても静かで、言葉も丁てい寧ねい。

　──完璧、すぎるんだ。

　馬車の中でモルタさんと話すうちに、私はそれに気づいた。

　モルタさんは隙すきがなくて、そつがない。まるで……、『完璧な王子様』を演じているかのよう。何か大切なことを、本当の心を、隠かくしているみたいだった。

　──でも、どうして？

　他た愛わいもない挨拶と会話がひと区切りついて、私は窓から外に目を移した。

　みどりの畑が広がっている。こういう牧ぼつ歌か的てきな風景はなんだかほっとする。大人になってから、都会のオフィスであくせく働く毎日を過ごしてきたからかもしれない。

　畑を見ていて、私ははっとした。

　子どもたちが、ピエロの服を着せたかかしを立てていた。

　子どもたちが、汗を拭きながら草くさ刈かりをしていた。

　子どもたちが──。

「みんな、子ども……」

　小さな身体からだで一いつ生しよう懸けん命めい農作業をしているのは、子どもだけ。私は思わずつぶやく。

「ええ、そうです。我が国には子どもしかいません──大人は必要ないのです」

　衝しよう撃げき的なことをさらりと言ったモルタさんは、やっぱり、微笑んでいた。

　私に優雅な挨拶をして、他愛もない話をしているときと、まったく同じ顔……。




　音楽が聞こえてきたかと思うと、馬車が止まった。小さな御者さんが扉を開けてくれたとたん、私の口から勝手に声が飛び出す。

「わあ……！」

　私は「わあ」と言った口のまま外に出た。夢見心地ごこちというか、呆あつ気けに取られていた。

　広大なみどりの草原の中に、大きな大きなサーカスのテントが建っている。テントはたくさんのオーナメントや色とりどりの絵で飾り立てられ、昼下がりの光を受けて、きらきらかがやいていた。

　私の思い出の中にあるサーカスのテントよりもずっと綺き麗れいで、かわいらしかった。

「すごいですね！」

　そんな言葉しか出てこない。棒立ちの私のとなりに、モルタさんが立った。

「国内での開催は久しぶりですので、盛大に行うことになりました」

「だから忙しかったんですね」

「そうなのです。普段の飾かざり付けはもう少し控ひかえめなのですが……今回はみんな張り切ってしまいまして。少し、うるさすぎますか？」

「そんなことないです！　とっても素す敵てきです」

　お世せ辞じではなくて、私の率そつ直ちよくな感想。それを聞いたモルタさんが微笑んだ。……その微笑みは、今まで私に見せていたものと、ほんの少しだけちがった。演技っぽさが抜けて、モルタさんの『嬉うれしい』という素直な感情が見えた気がした。

「──そうだ。あなたとの会話に夢中になって大切なことを忘れていました。……失礼」

　モルタさんはちょっと大きめのバッジを取り出すと、私の服の襟えりに留とめた。

「名めい誉よ子どものバッジです。この国にいるあいだは外さないようにしてください」

「名誉子ども？」

「大人は、我々王族の許しがなければこの国に入れないのです」

「えっ──でも、それなら、サーカスのお客さんはどうするんですか？」

「大人は子どもの同どう伴はんとして、子ども一人につき一名まで、特別に入国を許可しています。同伴者のチケットがあるんです。この国での主役は、あくまで子どもですからね」

　──そんなに徹てつ底ていしてるんだ。いつから、どうして、ここはそういう国なんだろう？

　そもそも、モルタさんは大人に見える。でも、それを指し摘てきすることはためらわれた。

「では、行きましょうか。あらためて、弟たちをご紹介します」

　うながされて、モルタさんのあとに続いて歩き始める。馬車の中にまで届いていた音楽に、どんどん近づいていく。

　音楽は、子どもだけの音楽隊によるものだった。子どもたちが、真剣な表情で楽器を演奏している。十代後半の男の子が指し揮きをしていた。練習中らしい。

　聞こえるのは、子どもたちの声と、子どもたちが演奏する音楽だけ。

　指揮者のとなりに、見覚えのある人が立っていた。

　チルコの第二王子、ネロくん。

　ネロくんはふと振り返った。私と目が合う。

　──え。

　私の心臓がどきりと跳はねた。一瞬、ネロくんの顔が歪ゆがんだから。まるで、私に何か恨うらみでもあるかのような……憎にくんでいるかのような……嫌けん悪お感かんいっぱいの表情だった。ネロくんはすぐ私から目をそらして、ちょっと急ぎ足でモルタさんに近づいてきた。

「兄さん。本当に招待したの？」

「ええ。命を助けてもらいましたからね。当然のことです」

「よく言うよ。助からなくてもよかったって思ってたんじゃないかって、心配したくらいだ」

　ネロくんは眉まゆをひそめてはいるものの、モルタさんのことを心配している様子は伝わってきた。彼のモルタさんに対する態度は、私に対するものとは全然ちがう。

　私は彼に嫌われてる……。初めて出会った日も、確か、ネロくんは他の三人よりも一歩下がったところから私を睨にらんでいて、ほとんど口をきかなかった。

「私は常に死を近くに意識しているというだけですよ」

　ネロくんからのちょっと厳しい言葉を受けても、モルタさんの調子は変わらない。ただ、苦笑いのように見える微笑みを浮かべた。

『助からなくてもよかった』

　チルコの王子たちを目覚めさせたときの記憶がよみがえる。モルタさんは……そう、目を開けた次の瞬間、確かに、少しがっかりしたような……呆ぼう然ぜんとした表情をしていた。

「ネロ、姫にご挨拶なさい。名誉子どものバッジをつけているでしょう？」

　モルタさんは、やさしく子どもを諭さとすような口ぶりで、ネロくんに言った。ネロくんは納得いかない様子だったけれど、結局シルクハットを取って、私に優雅なお辞儀をした。その仕草は、モルタさんと同じく、王族として完璧なもの。

「チルコへようこそ、トロイメアの姫君。どうぞ、終わらない夢の時間をお楽しみください。──これでいい？　兄さん」

「ええ、上出来です」

「兄さん、そんなことより……ずっと探してたんだよ」

「おや。何かありましたか？」

　ネロくんは、張はり詰つめた真剣な眼まな差ざしで答えた。

「ミックがいなくなった」

「！」

　モルタさんの顔つきが、はっきりと変わった。

　私もおだやかではない話を聞いてしまって、どきりとする。まわりの空気が一瞬で冷え切ったように感じた。

　思わずモルタさんを見上げると、彼はさすがに真顔で考え込んでいた。

「ミックは初日にドローレと共演するはずですよね。曲芸のメインで」

「メインで……？　じゃあ、実力のある子なんですか？」

「ええ。十四歳ですので、まだまだ伸びしろがあります。これからの努力や訓練次第で、ドローレにも並べるかもしれません。……抜けられては、困ります」

　モルタさんはチルコ・サーカスの曲芸の花形らしい。第四王子のドローレくんも、派手な演技で人気があると話してくれた。モルタさんがこんなに期待しているし、ドローレくんとの共演まで決まっているのだから、ミックくんには相当な才能があるんだろう。

「まずは、ドローレからも話を聞きたいですね」

「そう言うと思って、寮で待たせてるよ」

「姫にも来ていただきましょうか」

「えっ」

「なんで！」

　モルタさんの提案に、ネロくんは反発した。私も、そんな事件が起きたのなら、いっしょにいても邪じや魔まになるだけだと思っていたけれど、モルタさんの考えはちがうらしい。

「まだウェルガーとドローレを姫に紹介していませんからね」

「…………。兄さんは一度決めたら聞かないからな」

　ネロくんは腕を組んでため息をつくと、先頭に立って歩きだした。私とは目も合わせてくれなかった。

　曲芸師の指導や世話をしているのはドローレくん。曲芸師たちの仮か設せつ寮りようもひとつ管理していて、そこでは小さな曲芸師さんたちが生活していた。

　その寮に移動するはずが、私とナビは休きゆう憩けいに入った子どもたちに囲まれてしまって、なかなか先に進めなかった。

　私はチルコでは珍めずらしい『大人』で『お姫様』ということから注目されただけだけれど、ナビは純じゆん粋すいに、その容姿が子どもたちに大人気だった。

「すごーい！　しゃべるぬいぐるみ!?」

「かしてー！　ボクにもかしてーっ！」

「わわわわ！　ぼくはぬいぐるみではありませんっ！」

　──やっぱりみんな、かわいいものが大好きな子どもなんだな。

　みんなの目がきらきらしている。子どもたちにすれば、ナビはぬいぐるみのように感じるのかもしれない。子ども達にあちこち引っ張られ、苦労してるナビには悪いけれど、私もついつられて笑ってしまう。




　私たちが訪れたときには、寮はがらんとしていた。今回のサーカスは自国での開催だけれど、団員は町の自分の家には戻らず、テントのそばの仮設寮で寝泊まりしているらしい。みんな、わずかな時間も惜おしんで練習や準備に取り組んでいるという話だった。

　曲芸班は全員でミックくんの捜そう索さくにあたっていて、寮に残っていたのは、モルタさんを待っていたドローレくんだけだった。

　ドローレくんは寮の入り口で、しましま模も様ようの大玉のうえに座っていた。大玉は、今にも転がりだしそうなのに、普通に椅い子すにでも座っているかのよう。

　しかもドローレくんは、そんな不安定な状況で、きらきら光る鋏はさみで爪を切っていた。私は信じられなくてぽかんとしてしまった。

「ドローレ」

「ああ、兄さん。それにキミは……」

　ネロくんが声をかけると、ドローレくんは……立ち上がった。私は思わずあっと声を上げたけれど、ドローレくんはなんでもないことのように大玉のうえに立っていた。

　ドローレくんは鋏を持ったまま大玉の上でジャンプして、空中でくるっと一回転まですると、軽やかに着地した。大玉はとんとんと軽く跳はねながら転がっていく。

　見ていてハラハラしてしまった。でも、ドローレくんはプロの曲芸師なんだと思わされた。彼は鋏をくるくる器用に回して腰のベルトに収めると、しなやかにお辞儀をした。

「チルコへようこそ。ドローレと申します。どうぞ、終わらない夢の時間をお楽しみください」

　ネロくんみたいに明らかな敵意は感じられなかったから、私は少しほっとしながら挨拶を返す。ただ、顔を上げると、ドローレくんは珍しいものを見るような目で私を見ていた。外で私を取り囲んだ子どもたちと同じ。大人とほとんど接したことがないんだろう。

　私と目が合うと、ドローレくんは慌あわてた感じで目をそらした。これでよかった？　と言いたげに、モルタさんを見る。モルタさんは頷いて、ドローレくんに歩み寄った。

「なかなか良い挨拶と笑顔でしたよ、ドローレ。ところで……、ミックが失しつ踪そうしたと聞きました。状況を教えてください」

「状況か。ミックの部屋を見たら、たぶんさすがのモルタ兄さんもびっくりするんじゃないかな。手がかりがあるわけじゃないけど……、見てみる？」

「ええ」

　ドローレくんに先導されて、みんなでミックくんの部屋に行ってみた。

　確かに、部屋の中を見て、私は驚いた。室内は羽根だらけで、布きれだらけ。枕も、シーツも、衣装も、ずたずたにされていた。部屋に飛び散る羽根は枕の中身らしい。

　モルタさんは床に散らばった衣装の残ざん骸がいを拾う。スパンコールやラインストーンが散りばめられた、とてもきらびやかなものだった。

「今回の公演のためにあつらえてやったのに」

　ネロくんが眉み間けんにしわを寄せる。

「ドローレ。ミックは私たちの指導に何か不満でも？」

「練習はいつも熱心だよ」

「あの……どんな感じの子なんですか？」

　私が尋たずねると、ドローレくんは一瞬驚いた顔をした。私に……『大人』に、話しかけられるとは思っていなかったみたいに。でも彼はすぐいたずらっぽい笑顔になって、片腕を上に伸ばして背伸びをした。

「背がこれっっっくらい」

「そ、そんなに？」

「やや誇こ張ちようされていますが、かなりの長身が特徴の子なのは確かです」

　私が驚いていると、モルタさんがドローレくんの言葉に注ちゆう釈しやくをしてくれた。

　まだ十四歳なのに？　……でも、よく考えたら、バレーボールやバスケットボールの選手は、小さい頃からまわりの子より頭ひとつぶん以上飛び出てたという話はよくある。ここで幼い頃から曲芸師として運動を重ねていたら、体格がよくなってもおかしくない。

「だからさ、目立つはずなんだけどねえ。夜のうちに抜け出して、森にでも入っちゃったんじゃ？」

「……昨夜の夜の見回りは、ウェルガーが担当していたはずですね。ネロ」

「異常なしって報告受けてるけどな。……いや、待てよ」

　ネロくんは腕を組んで、ほんの少しのあいだ考え込んだ。

「また噓をついてたりしてね」

　ドローレくんが苦笑いすると、モルタさんとネロくんが目を合わせる。

「改めて聞いてみましょうか、ウェルガーに。姫にご紹介もしなければなりませんしね」

　モルタさんは相変わらずおだやかな表情だったけれど、ネロくんの顔つきは、ちょっと厳しくなっていた。




　ウェルガーくんは、動物舎の入り口にいた。

　近寄ろうとして、私は一瞬足がすくんでしまった。

　猛獣が檻おりの外にいる！　全身真っ黒で、大きな牙が口の外にも飛び出している。熊によく似ているけれど、私がもといた世界にはいない動物に見えた。

　ウェルガーくんはそんな猛獣の黒い毛並みを、丁寧にブラッシングしていた。

　不意に猛獣が顔を上げて私を睨み、ぐるると唸うなりだす。ウェルガーくんも私を見て、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。でも、私の服についているバッジを見ると、猛獣の首元をやさしく叩いた。

「あれはお客さん。大人だけど、大人じゃない」

　猛獣はまるでウェルガーくんの言葉がわかったみたいに、それきり唸るのをやめて、あごを地面につけた。

「アニキ、こいつ誰だれ？」

「忘れたのですか、ウェルガー？　我々を救ってくれたトロイメアの姫君ですよ。サーカスに招待するとも言ってあったはずです」

「ああ……、そうだっけ？」

　不満そうに、ウェルガーくんはため息をついた。ネロくんと同じで、ウェルガーくんも大人が嫌いなのかもしれない。彼はブラシを置くと、私の前でお辞儀をした。

「チルコへようこそ、トロイメアの姫君。ウェルガーと申します。どうぞ、終わらない夢の時間をお楽しみください」

　それはまさに『台本』を読んだだけといった感じの挨拶。にこりともしていないし、どこかネロくんに通じるものがあった。私が丁寧に挨拶を返すと、となりにいるモルタさんも満足げに微笑んでいた。よくできました、と言いたげに。

　ウェルガーくんは挨拶が終わると、すぐに猛獣のブラッシングを再開した。私に目もくれないのはまだしもだけれど、彼は兄弟たちとも目を合わせようとしない。

　──何か、隠してる？

　ウェルガーくんとは会ったばかりだったけれども、なんとなくそんな気がした。

　赤の他人の私でさえ違和感をおぼえたのだから、兄弟たちはもちろんお見通しだった。

「ウェルガー。あなたは昨晩の見回りの当番でしたね」

　モルタさんが静かに話を切り出す。ウェルガーくんの手が一瞬止まる。

「もう知っているとは思いますが、曲芸班の子の行方ゆくえがわからなくなりました。夜のうちにいなくなった可能性があります。昨晩、敷地内に異状はありませんでしたか？」

「そんなのぜんぜん知らなかったよ。ネロに報告したとおり、異常なし。ミックなんか見てねぇし、なんにもおかしなことなんかなかった」

　あっ。

　……モルタさんの誘導に、ウェルガーくんはあっさり引っかかってしまった。

「私はミックがいなくなったとは言っていませんよ、ウェルガー。見たのですね？」

　モルタさんがにっこり笑って首を傾かしげると、ウェルガーくんは一瞬で真っ赤になって、勢いよく振り向いた。

「き、きたねぇぞアニキ！　まるで大人みたいなやり口だ！」

「お前こそ噓をつかれるのが嫌なくせに、どうしていつもそんなくだらない噓をつく？」

　ネロくんが少しきつく言うと、ウェルガーくんの勢いはひと息に削そがれた。

「それともミックをかばってるのか？　あいつはどこに隠れてるんだ？」

「ち、ちがう！　誰があんなヘタレかばうもんかッ。……ああ、真夜中に会ったさ！」

　さらに詰め寄るネロくんに対して、ウェルガーくんもいきりたつ。でも、咬かみつくような態度はうわべだけだというのがわかる。ウェルガーくんの手は震えていたし、顔はすっかり青ざめていた。

「女みたいにぴーぴー泣いてたよ。衣装がきつくて着られなくなった、ぼくは大人になっちゃうんだ、って」

　ウェルガーくんの話を聞くと、彼の兄弟たちは顔を見合わせた。

「衣装合わせをしたのは先月だぞ。あいつ太ったのか？」

「ううん。でも、背は高くなったと思うよ」

「伸び盛りなのでしょうね……」

「伸び盛り。ああ、そうか。そう言えば……」

　ドローレくんが、うっとりしたような、奇妙な表情になった。

「ミックは最近、夜中に『痛い、痛い』って言ってた。足の関節が痛いって。ときどき泣いてた」

「……成長痛でしょうか」

　私はモルタさんを見上げた。彼は四兄弟の中ではいちばん背が高い。ミックくんくらいの年に、きっと同じ痛みを経験したんじゃないか──私はそう思った。

「たしかに……その可能性はありますね。幸さいわい私は泣くほどの痛みではありませんでしたが、ミックはあまりにも急激に背が伸びています」

「ああ、背が伸びすぎると泣くほど痛いこともあるのかあ。どんな痛みなんだろう、ボクは経験してないよ。ねえ、どんなふうに痛かったの、兄さん？」

　モルタさんの言葉に、ドローレくんが食いつくようにして、痛さの具合を尋たずねる。

　……なんだかドローレくんの様子がおかしいような……？

　頰ほおを赤くして、モルタさんに執しつ拗ように『痛み』について聞いている。よくあることなのか、ネロくんとウェルガーくんはあきれ顔でため息をついていた。でも、モルタさんはやさしく相手をしてあげていた。

「独特の痛みでしてね。骨を引っ張られているような、逆に押しつけられているような……ドローレ、あなたも忘れているだけで、きっと経験していますよ」

「ボクが痛いのを忘れるなんてありえないよ！　ボクもそんな骨の痛みを知りたい！」

「……ウェルガー。それで、ぴーぴー泣いてたミックはどうなった？」

　ネロくんは気を取り直したようにウェルガーくんへの質問を続けた。

「僕が『大人はチルコにいらない』って言ったら、すっ飛んで逃げてったよ」

「おい、なんでそんなことを──」

「これは噓じゃないだろ！　ネロだって、大人は大嫌いだって、いなくたってなんとかなるし、むしろいないほうがいいって、いっつも言ってるじゃないかッ」

　ネロくんが怖い顔をした。図星を指さされたような反応に見えた。

「……それで？　おまえはその『大人』をみすみす見逃したっていうのか？」

　あざやかな切り返し。今度はウェルガーくんが言葉に詰まって、赤い目を泳がせた。

「…………お、追いつけなかったんだ……」

　ミックくんはウェルガーくんをあっという間に引き離して、森に入っていってしまったらしい。それはウェルガーくんにとって、とても悔くやしい結果だったんだと思う。

　だから噓をついた。すぐばれるような噓をついてでも、自分の失敗を隠したかったから。ウェルガーくんは背伸びをしたいだけなのかもしれないし、兄弟たちの『評価』を気にしすぎているのかもしれない。私はウェルガーくんを悪く思えなかった。

「森の中か。ユメクイが出るかもしれない……いや、それ以前に熊がいるぞ」

「ウェルガーの言葉を真に受けてしまったのなら、怯おびえているはずです。大勢で探しに行くと隠れてしまうか、さらに奥に逃げるかでしょうね。──とりあえず、私たちだけで森を探してみましょう。ドローレ、曲芸班を撤てつ収しゆうさせてください」

「はーい」

「あの。私にもお手伝いさせてください」

「──大人の力なんか必要ない！」

　私の申し出は、この国では間違いなく『おせっかい』だった。

　ネロくんが血のように赤い目を光らせて、声を荒あらげる。

「あんたはただの招待客だ。サーカスの特等席に座っているだけでいいんだよ！」

「ネロ」

「この忙しいときにわざわざ兄さんが迎えに行って、俺たちの挨拶も終わった。それであんたの出番は終わりなんだ。大人がチルコの問題に首を突っ込むな！」

「ネロ！」

　モルタさんが初めて少しだけ大きな声を上げた。ネロくんは何も言わないで、くるっときびすを返すと、どこかに走っていってしまった。

「申し訳ありません。弟が失礼な態度を」

「……いえ。ネロくんの言い分ももっともです。部外者である私が、よけいなことを……」

「姫、森に向かいましょう」

「えっ？」

「我が国の話をしながら」

　モルタさんはいつものようににっこり微笑んで、私のとなりを歩き始めた。そして、ゆっくりと、話してくれた。




　チルコは、もちろん、初めからこんな国ではなかった。

　ちゃんと大人がいて、大人が仕事をしていた。小さな国だけれどとても豊かで、子どもたちはそれが、大人たちが真面目に働いているからだと信じていた。

　でも、ある日。

　チルコの国王と王妃が、大人たちを連れて出て行った。

　それきり、帰ってこなかった。

　様子を見に行ったほかの大人たちも、帰ってこなかった。国に残っていたわずかな大人たちも、家族を引き連れ、何かに怯おびえるようにチルコから去っていった。

　それはまるで、悪い魔法にでもかけられたかのような、とても短い期間でのできごと。

　広大な畑に子どもたちは取り残された。

『捨てられた』

　みんな、そう思った。

　国王は、すぐに戻ると王子たちに言い残していた。

『噓をつかれた』

　王子たちは、そう思った。

　お金を工く面めんするために、国を挙あげてサーカスの興こう行ぎようをすることを提案したのは、ネロくんだった。昔チルコにやってきた、道化の国・カルナバーラのサーカス団の公演が、忘れられなかったから……。

　なんの知識もないところから始めたサーカスだから、最初は当然うまくいかなかった。そのつらい日々が、突然自分たちを捨てた大人たちへの怒りに結びついていった。

　子どもたちは怒りによって成長し、やがてよい結果に辿たどり着いた。王子たちが不ふ思し議ぎな力を持っていたおかげかもしれないし、年長者の指導が偶ぐう然ぜんよい方向に向かったのかもしれない。『子どもだけ』のサーカス団に、インパクトがあったからかも。チルコ・サーカスの評判は、世界各地に広まっていった。

　……その、世界を股またにかけた興行の旅の最さ中なか。

　モルタさんとネロくんのふたりは、チルコを出た大人がどうして戻らなかったのか……彼らが何をして稼かせいで、子どもたちを育てていたか……その真相を、偶然知ってしまった。

　それ以来ネロくんはいっそう大人を憎むようになった。大人がいなくてもやっていけるようになっていたから、なおさらに。

　大人は噓つきで、醜しゆう悪あくで、穢けがれていると。

　そんなものは、自分たちには必要ないのだと──。




　話しているあいだのモルタさんの微笑みは、悲しげで、つらそうで、でも、誰かを嘲あざ笑わらっているようにも見えた。

　チルコから大人がいなくなった本当の理由を、私が聞いてもいいのかためらわれた。なにか、とても、良くないこと……恐ろしいことだったんじゃないか──そんな気がする。

　鬱うつ蒼そうとした森の中を、私たちは歩いた。いつのまにか無言になっていた。ミックくんを探しているはずなのに、ただの散さん策さくみたいになっていた。

　そのうち、またモルタさんが口を開いた。

「ミックはチルコの生まれではありません。ある国での興行の際、サーカスの敷地内に逃げ込んできました。確か八歳で……ひどい怪け我がをして、瘦やせ細っていました」

「それって……まさか」

「ええ。虐ぎやく待たいです。我々はそういった子どもたちも受け入れ、ともに成長してきました」

「成長……」

　私は足を止めて、モルタさんを見上げる。

　私よりもずっと落ち着いていて、しっかりしていて……。誰が見ても、彼は、大人。

「みんな……、いつかは大人になります」

「……ええ。身体は、どうしても。しかし、心は、子どものままでいられます。夢を見ていれば。夢さえあれば、誰もが、永遠に成長を続ける子どもでいられるのです」

　そう話すモルタさんは、『仮面』を取ったようだった。モルタさんがそこにいた。チルコと、そこで懸命に生きる子どもたちのことだけを考えている、ひとりの王子様が。

「……ですが、ネロは……身体であろうと心であろうと、大人になることを許さない。『夢の薬』の完成を、心待ちにしているでしょう」

　夢の薬。それについて詳しく聞こうとしたとき、近くの茂しげみががさりと動いた。

　そこから現れたのは、黒っぽい毛並みの狼おおかみ。私は驚きすぎて悲鳴も出なかった。びくっと震ふるえた私の身体、その背中に、モルタさんが静かに腕を回してくる。

「心配ありません。この子はサーカス団の一員です。ウェルガーが放ったのでしょう。鼻が利ききますからね」

　狼はじっとモルタさんを見つめたあと、さっと後ろを向いて走り始めた。すぐに足を止めて振り返る。ついてきてほしいらしい。

　私たちはそっと狼のあとについていった。足音を忍しのばせて歩いていくと、だんだん、人の声が近づいてくる。

　この声は……、ネロくん？

「おまえの気持ちはわかる。俺だって大人になんかなりたくない」

　それと、声変わりしたばかりという感じの、男の子の涙なみだ声ごえ。

「ネロ様！　大人になったら本当にここを追い出されるの!?」

「そうだ。大人はチルコに必要ない」

「僕は……あの家になんか帰りたくない！」

「落ち着け。おまえには、俺よりまだ時間がある。どうしても大人になりたくないなら……ここにひとつの〈夢〉があるんだ」

　ネロくんは、左手をくるっとひるがえした。するとまるで手品みたいに──ううん、それは本当に手品なんだろう──手のひらのうえに、不思議な色の液体が入った小こ瓶びんが現れた。瓶の首をつまんで、ネロくんはちらちらと振る。

「こいつは『可能性』そのもの。夢の薬だよ。──飲めば若返る」

　ネロくんの声が、とても……つめたい。

　小瓶の中できらめく液体を見て、モルタさんの言葉を思い出した。

「あれが、『夢の薬』？」

　不安になって、私はモルタさんを見上げた。

「そうです。チルコは製薬技術に長たけていました。残された資料から、私たちが作ろうとしている若返りの薬……まだ未完成です。どんな副作用があるか、わからない」

　彼が、笑っているのか真顔なのかわからない。ネロくんとミックくんのやり取りを見て何を思っているのか、わからない。
















　ミックくんは、食い入るように薬瓶を見つめていた。

「でもこいつはまだ試し薬やくの段階なんだ。俺が最初に飲むつもりだったけどな。ミック、大人になるのと、この薬を飲むのと、どっちが怖い？」

「……っ……」

　ミックくんは迷って、ネロくんを見上げて、目を泳がせて、固かた唾ずを吞のんで、

　得え体たいの知れない薬に、おずおず手を伸ばす。

「──だめ！」

　私はあとのことなんか考えなかった。

　茂みの中から飛び出して、ネロくんとミックくんのあいだに割って入る。ネロくんの驚いた顔が一瞬だけ視界に入ったけれど、今私の目に映るのは、ミックくんの姿だけ。

　座り込んでいるけど、手と足が長くて、背が高いのがわかる。しなやかな身体にはしっかり筋肉がついている。でもその顔は、そばかすでいっぱいの子どもだった。

「……やめて。どんな副作用があるかわからないって……万が一、命に拘かかわるものだったら……！」

「だっ……誰？　……大人……!?」

　私はミックくんの目を見ながら答えた。

「……みんな大人になってしまう。それはどうしようもないことなんだよ。だって、時間は止まってくれないから。未来に続いているから」

「あんた、何を……何を言っている……!?」

「でも、夢があれば大人だって子どもになれる──モルタさん、そうですよね？」

　モルタさんは何も言わない。でも、そっと静かに微笑んだ。

「大人になっても、子どもの頃の自分がいなくなるわけじゃない。あなたの身体が大人になってしまったときにも、きっとわかるはずだよ」

　私はミックくんの頭を撫なでた。

「怖がらなくても大丈夫。みんないっしょにいてくれるから」

　ミックくんはわっと泣きだして、私に抱きついてきた。

「……どうして……」

　呆然とした声に振り返ると、ネロくんが拳こぶしを握りしめながら立ち尽くしていた。

「なんで、大人が、こんな……、こんな！」

「──ネロ、もうやめなさい」

「兄さん！」

「私も……大人です」

「！」

「しかしあなたは、私の存在は認めてくれている。──あなたの中にそういった『例外』があるのなら、トロイメアの姫君もその中に加えてもらえませんか。この人には……他の大人とは違う、何かを感じます」

　ネロくんは何も答えない。私と目が合った。赤い目のかがやきが揺ゆれた。ネロくんは背を向けて、足早に歩き始める。

　その先に、狼を連れたウェルガーくんと、ドローレくんが立っていた。私たちのやり取りの一部始終を見ていたんじゃないか──そんな気がした。そういう顔をしていたから。

　ウェルガーくんは狼を撫でながら、ほんのちょっと、はにかんだように笑った。ドローレくんはにっこり笑ってくれた。ネロくんが自分の気持ちとどう折り合いをつけるのかはまだわからないけれど、ウェルガーくんとドローレくんは、私を大人の『例外』にしてくれたのかもしれない。

　ドローレくんは足早にミックくんに近づいた。

「ミック、心配したよ。出かけるときはボクに言ってくれないとだめじゃないか」

「……ご、ごめんなさい……」

「衣装、モルタ兄さんの昔のやつをちょちょいってリメイクしちゃおうか」

「でも、本番、明日……」

「みんなでやればすぐに終わるよ。さあ、帰ろう。明日の本番にはキミがいなくちゃ」

「……はい……！」

　ミックくんは私から離れて、立ち上がった。

　ほんとに背が高い。そのうち二メートルくらいになっちゃうんじゃ……？

「おねえさん。……ありがとう」

　私よりずっと背の高い子が、無む邪じや気きに笑った。私が『昔』に置いてきたような笑顔。でもその『昔』のことを思い出せば、いつだって、私もきっとこんなふうに笑えるはず。




　翌日、私はチルコ・サーカスの初日公演を観かん覧らんした。

　四人の王子と子どもたちの表情がはっきり見えるくらいの特等席。

　大きなサーカステントの会場は満員御おん礼れいで、観客の三分の二は子どもだった。

　円形のステージでは、ウェルガーくんの意のままに猛獣たちが動く。輪をくぐるのも、玉乗りするのも、ダンスをさせるのだって自由自在。鞭むちは使っていない。両手を大きく動かして、ときどきぱちんと鳴らすだけ。

　ドローレくんとミックくんの綱つな渡わたりは、見ていてハラハラした。縄はとても高いところにあって、ふたりは命綱もつけていない。なのに、まるで道を歩くみたいにひょいひょい渡った。気になるミックくんの衣装は手足の部分が完全にパッチワークになっちゃっていたけれど、かわいい生地ばかりが使われていて、見ていて微笑ましかった。

　ネロくんはただ面白いことをするだけの道化じゃなかった。音楽に合わせてマリオネットを操あやつっている──かと思っていたら、どこからともなく花を出して、鳩はとを出して、そこに存在するはずのない壁や段差を乗り越える。そんなパントマイムの合間合間に、いろんな国旗が現れた。ネロくんはマリオネットといっしょに、ステージの中で旅をしていた。

　そしてモルタさんは──空を、飛んでいた。

　そうとしか言いようがない。

　彼の演目は空中ブランコ。ミックくんが今日着ていたものと似た衣装で、ブランコからブランコへ、やっぱり命綱もつけずに、ときには片手で飛び移る。下には網も張られていない。ほんの小さなミスで大おお怪け我がをする──それ以上のことが起こっても不思議じゃない。

　でも私は……、すっかり魔法にかけられていた。

　子どもたちのかわいらしい演技。王子たちの、魔法を使っているとしか思えない演技。サーカスの照明を受けて、星のようにきらきらかがやく、子どもたちの衣装と目。王子たちの赤い目も、宝石のようだった。

　チルコの子どもたちの魔法にかかって、私もきっと子どもになった。

　……私の目は、子どもたちに負けないくらいかがやいていたのかな？

　ふと見渡せば、たぶんきっとそうだろうという確信が持てる。子どもの付き添そいで入国を認められた大人たちも、みんなみんな子どもだった。目は宝石。かがやきは星。

　今のチルコには大人がいない。

　拍はく手しゆをする私の両手は、もう真っ赤。ステージに目を戻した私と、カーテンコールの真ん中に立つ王子様たちの目が合った。

　ウェルガーくんは得意げに、ドローレくんはうっとりした感じで、笑い返してくれた。

　モルタさんの笑顔はいつも以上に完璧だった。

　そしてネロくんも、私を見てかすかに笑ってくれた。

　初めて彼が、笑ってくれた。
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